
対象校No. 学校コード F113310103000
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計画の区分： 学部の設置

國學院大學 観光まちづくり学部

　　担当部局（課）名
たまプラーザ事務部
たまプラーザ事務課

　　　職名・氏名 課長
カチョウ

・大矢
オオヤ

英広
ヒデヒロ

　　　電話番号　　 045-904-7700

　　　（夜間）　　 045-904-7700

　　　ｅ－mail　　 soumu_t@kokugakuin.ac.jp

認可

令和７年５月１日現在 

（改正後大学設置基準適用）

学校法人國學院大學　　　

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　注１

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

　　　　　当該番号を記載してください。

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し、その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　該当番号を記載してください。

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

　　　４　対象校No.については、「【別紙】令和７年度AC報告書提出対象学科等.pdf」より、

　　　　　なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（サナギ　ショウゾウ）

佐栁　正三

（平成31年4月8日）

（ハリモト　マサユキ ）

針本　正行

（平成31年4月1日）

（ニシムラ　ユキオ ）

西村　幸夫

（令和4年4月1日）

（ウメカワ　トモヤ ）

梅川　智也

（令和4年4月1日）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和６年度に報告する内容　→（６）

　　　　　　　令和７年度に報告する内容　→（７）
　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告
　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に、「備考」に変更理由等を記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科⾧」等と修正して記入してください。
　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

　　　（〒150－8440）
　　　　（東京都渋谷区東四丁目10番28号）

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

学　　長

職　　名

副学部長

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人國學院大學

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載してください。

　　　　國學院大學

　　　　神奈川県横浜市青葉区新石川三丁目22番地1

(注)・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒225－0003

（３） 調査対象大学等の位置
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　　　　設置計画履行状況等調査の対象期間が７年を越え、様式に変更が必要な場合には、別途ご連絡ください。

　　　に報告書を作成してください。

観光まちづくり学部

観光まちづくり学科 人

　学士（観光まちづくり） 年 人 人
人

人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 300人 人 300人 人 300人 人 300人 人

－ － － － 2,494 - 2,083 - 2,137 - 2,719 -
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 0 ] [ - ] [ 2 ] [ - ] [ 6 ] [ - ] [ 4 ] [ - ]

－ － － － 2,453 - 2,032 - 2,087 - 2,653 -
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 0 ] [ - ] [ 2 ] [ - ] [ 6 ] [ - ] [ 4 ] [ - ]

－ － － － 789 - 785 - 690 - 714 -
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 0 ] [ - ] [ 1 ] [ - ] [ 1 ] [ - ] [ 2 ] [ - ]

－ － － － 301 - 360 - 313 - 328 -
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 0 ] [ - ] [ 1 ] [ - ] [ 1 ] [ - ] [ 1 ] [ - ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　「収容定員充足率」には、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　　報告書を提出する大学等は、報告年度から起算した修業年限に相当する期間の収容定員充足率を記載してください。
　　　・　「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」
　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。
　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。
　　　・　「（５）－②　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等」の「平均入学定員超過率」及び「収容定員充足率」は、

　　　・　調査対象学部等の開設年度から報告年度まで記入してください。なお、開設年度以前は「－」を記入してください。

　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和８年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

－

春季入学以外
の入学時期と
入学定員内訳

(　 - 　)

備　　考

0

　　　　を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載してください。

入学定員

　　　・　様式は、令和２年度開設の４年制の学科が完成年度を越えて報告する場合（令和７年度までの６年間）ですが、

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）により、

0

　　　　我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

令和２年度 令和３年度 令和４年度

0

春季入学以外の
学期区分につい

て

備　考

(注)・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。
　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号（その２の１）又は（その２の２））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

　　　　「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。（学生募集停止を予定していない場合は「－」を選択。）

4年次

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

2年次

　 　 ・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択するとともに、

社会学・社会
福祉学関係

編入学定員 収容定員

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、
　　　　別ファイルにて提出してください。

(注)・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試区分ごとではありません）。

学生募集の停
止について

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

設 置 時 の 計 画

修業年限

3年次

Ｂ　 入学者数

(　－ 　)
Ａ　 入学定員

[ 　5　 ]

－

[ 　5　 ]

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和６年度令和５年度

(　 - 　)

[ 　13　 ]

　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。また、完成年度を越えて

　 　 ・  報告年度に春季入学以外の学期区分の設定を予定している場合は、「春季入学以外の学期区分について」で「春季入学以外の学期区分を設ける予定」を選択するとともに、
　　　　下欄に、入学時期と入学定員の内訳（予定を含む）を記載してください。（春季入学以外の学期区分の設定を予定していない場合は「－」を選択。）

　　　　「４　既設大学等の状況」AC対象学部学科等の倍率と一致しますので、留意して計算してください。

4 300 1,200

収容定員
充 足 率

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

1.20－

[ 　－　 ]

志願者数

受験者数

合格者数

－

(　－ 　) (　 - 　) (　 - 　)

－ 1.00

[ 　－　 ] [ 　5　 ]

収容定員
充 足 率
（控除後）

1.06倍 －

令和７年度

1.091.04

(注)・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行っている場合には、
　　　　((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には「－」を記入してください。
　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）

　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。
　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出してください。

-2-



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

－ － － － 301 － 356 － 314 － 329 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　0  ] [ － ] [ 1 ] [ － ] [ 1 ] [ － ] [ 1 ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) ( 0 ) (　－　) （ 1 ） (　－　) （ 2 ） (　－　) （ 1 ） (　－　)

－ － － － 293 － 354 － 321 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　0  ] [ － ] [ 1 ] [ － ] [ 1 ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) ( 0 ) (　－　) （ 5 ） (　－　)（ 11 ）(　－　)

－ － － － 287 － 350 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　0  ] [ － ] [ 1 ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) 0 (　－　)（ 11 ）(　－　)

－ － － － 281 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　0  ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (－ )

(注)・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。
　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。
　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。
　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）
　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。
　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

[　　　 　]

令和６年度

[　　0　  ]

令和５年度

[　　1　　]

４年次

１年次

２年次

３年次

備　　　　　考

（　　23　　 ）

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

955

令和４年度

[　　　　 ] [　  2    ］

令和７年度

1,281

[　  3　  ]

（　　 1　　 ）

649

（　　　　 ） （　　　　 ） （　　0　　）

令和２年度 令和３年度

計

301

（　　7　　 ）
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

- 人 - 人 令和２年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 4 人 0 人 他大学入学（2名）、一身上の都合（2名）

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 2 人 0 人 他大学入学（1名）、修学意欲喪失（1名）

令和５年度 6 人 0 人
修学意欲喪失（1名）、家庭の事情（１名）、他大学入学（１
名）、他学部への転部（3名）

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 3 人 0 人 病気療養（1名）、修学意欲喪失（2名）

令和５年度 2 人 0 人 死亡（1名）、心身耗弱（１名）

令和６年度 3 人 0 人 他大学入学（1名）、他学部への転部（2名）

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 0 人 0 人

令和５年度 0 人 0 人

令和６年度 0 人 0 人

令和７年度 0 人 0 人

20 人 20 人 0 人

(注)・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生、転科生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「修学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・修学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） -
令和２年度の在学者数（a+b） #VALUE!

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） -
令和３年度の在学者数（a+b） #VALUE!

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） 4
令和４年度の在学者数（a+b） 305

【令和５年度】

令和５年度の退学者数（ａ） 8
令和５年度の在学者数（a+b） 657

【令和６年度】

令和６年度の退学者数（ａ） 8
令和６年度の在学者数（a+b） 963

【令和７年度】

令和７年度の退学者数（ａ） 0
令和７年度の在学者数（a+b） 1281

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

1.21 ％=

- ％

- ％

1.31 ％

- 人

4

合　　計

人

令和５年度 649 人 8 人

人令和６年度 955 人 8

人令和４年度 301

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

令和２年度

令和３年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

-人

令和７年度 1281 人 0 人

= = 0 ％

=

=

=

=

=

=

=

= = 0.83 ％
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【令和７年度】

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

1 前 2 2 1前 2 2

1・2 前 2 1 1・2前 2 1

1・2 後 2 1 1・2後 2 1

1・2 後 2 1 1・2後 2 1

1・2 後 2 1 1・2後 2 1

1・2 後 2 1 1・2後 2 1

2・3 前 2 1 2・3前 2 1

2 12 0 0 0 0 0 0 7 2 12 0 0 0 0 0 0 6

日本語 1・2 後 2 1 日本語 1・2後 2 1

1 前 2 5 1前 2 5

1 後 2 5 1後 2 5

2 前 2 5 2前 2 5

2 後 2 5 2後 2 5

1 前 2 2 1前 2 2

1 後 2 2 1後 2 2

1 前 2 2 1前 2 2

1 後 2 2 1後 2 2

1 前 2 3 1前 2 3

1 後 2 3 1後 2 3

1 前 2 1 1前 2 2

1 後 2 1 1後 2 2

1 前 2 1 1前 2 1

1 後 2 1 1後 2 1

8 22 0 0 0 0 0 0 20 8 22 0 0 0 0 0 0 20

1・2 前・後 2 2 1・2前・後 2 2

1・2 後 2 1 1・2後 2 1

1・2 前 2 1 1・2前 2 1

1・2 後 2 1 1・2後 2 1

1・2 前 2 1 1・2前 2 1

1・2 後 2 1 1・2後 2 1

0 12 0 0 0 0 0 0 4 0 12 0 0 0 0 0 0 4

1・2 前 2 1 1・2後 2 1

1・2 後 2 1 1・2後 2 1

1・2 後 2 1 1・2前 2 1

1・2 前 2 1 1・2前 2 1

0 8 0 0 0 0 0 0 4 0 8 0 0 0 0 0 0 4

1・2 後 2 1 2前 2 1

1・2 前 2 1 1・2前 2 1

1・2 後 2 1 1・2前 2 1

1・2 前 2 1 1・2前 2 1

1・2 後 2 1 1・2前 2 1

0 10 0 0 0 0 0 0 3 0 10 0 0 0 0 0 0 3

1・2 前 1 2 1・2前 1 2

1・2 後 1 2 1・2後 1 2

1・2 後 2 1 1・2後 2 1

0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 4 0 0 0 0 0 0 5

1 前 2 2 1 1 1前 ○ 2 2 1 1

1 前 2 1 1 1 1前 ○ 2 1 1 1

4 0 0 1 3 0 1 2 0 4 0 0 1 3 0 1 2 0

1 前 2 1 1 1前 ○ 2 1 1

1 後 2 1 1後 ○ 2 1

1 後 2 1 1後 ○ 2 1

2・3 前 2 1 2・3前 ○ 2 1

2・3 後 2 1 2・3後 ○ 2 1

2・3 後 2 1 2・3後 ○ 2 1

2・3 後 2 1 2・3後 ○ 2 1

3 前 2 1 3後 ○ 2 1

3 前 2 1 3後 ○ 2

2 16 0 2 1 2 0 1 2 2 16 0 2 1 1 0 1 2

1 前 2 13 6 1 1前 ○ 2 13 6 1

2 前 2 1 3 2 5 1 2前 ○ 2 1 3 2 6 1

2 後 4 15 8 3 1 5 2後 ○ 4 15 8 2 1 6

3 前 4 14 8 3 1 5 3前 ○ 4 14 8 3 1 6

3 通 2 16 9 3 1 3通 ○ 2 16 9 3 1

4 通 4 16 9 3 1 4通 ○ 4 16 9 3 1

1 後 2 8 8 1 1 1後 ○ 2 8 8 1 4

2 前 2 11 3 3 2前 ○ 2 11 3 3 5

18 4 0 17 9 3 1 5 1 18 4 0 17 9 3 1 6 1

1 後 2 1 1後 ○ 2 1

1 後 2 1 1後 ○ 2 1

2 前 2 1 2前 ○ 2 1

2 前 2 1 2前 ○ 2 1

1 後 2 3 1 1後 ○ 2 3 1

1 後 2 1 1後 ○ 2 1

2 前 2 1 2前 ○ 2 1

2 前 2 1 2前 ○ 2 1

2 前 2 2 2前 ○ 2 2

1 後 2 1 1 1後 ○ 2 1 1

2 前 2 1 2前 ○ 2 1

2 前 2 1 2前 ○ 2 1

2 前 2 1 2後 ○ 2 1

専

門

教

育

科

目

展

開

科

目

基

礎

Ⅲ

類

（

政

策

・

計

画

）

専

門

教

育

科

目

展

開

科

目

基

礎

Ⅲ

類

（

政

策

・

計

画

）

配 当
年 次

科目
区分

科目
区分

基

礎

Ⅱ

類

（
資

源

）

地域資源論

博物館概論 博物館概論

都市建築史 都市建築史

民俗学概論 民俗学概論

国土・都市計画論 国土・都市計画論

地域と環境の社会学 地域と環境の社会学

グローバリゼーション論 グローバリゼーション論

小計（8科目） - 小計（8科目） -

基

礎

Ⅰ

類

（
社

会

）

文化社会学
基

礎

Ⅰ

類

（
社

会

）

文化社会学

卒業研究 卒業研究

基礎ゼミナールA 基礎ゼミナールA

基礎ゼミナールB 基礎ゼミナールB

保全生態学概論 保全生態学概論

公共政策概論 公共政策概論

地方自治概論 地方自治概論

地域デザイン論 地域デザイン論

基

礎

Ⅱ

類

（
資

源

）

地域資源論

小計（9科目） - 小計（9科目） -

演

習

科

目

導入ゼミナール 演

習

科

目

導入ゼミナール

観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法） 観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）

質的調査法 質的調査法

多変量解析 多変量解析

地理空間情報分析 地理空間情報分析（未開講）

コミュニケーション論 コミュニケーション論

パブリックデザイン（地域と公共空間） パブリックデザイン（地域と公共空間）

プロダクトデザイン（地域と杉） プロダクトデザイン（地域と杉）

データサイエンス データサイエンス

小計（2科目） -

メ

ソ

ッ
ド

科

目

社会調査法入門 メ

ソ

ッ
ド

科

目

社会調査法入門

統計分析の基礎 統計分析の基礎

プログラミングと数学基礎 プログラミングと数学基礎

導

入

科

目

社会学概論 導

入

科

目

社会学概論

まちづくりと観光 まちづくりと観光

小計（2科目） -

観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析） 観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）

観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提案） 観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提案）

専門ゼミナール 専門ゼミナール

スポーツ科学論 スポーツ科学論

小計（3科目） - 小計（3科目） -

小計（5科目） - 小計（5科目） -
ラ

イ

フ

デ

ザ

イ

ン

科

目

群

スポーツ実技A
ラ

イ

フ

デ

ザ

イ

ン

科

目

群

スポーツ実技A

スポーツ実技B スポーツ実技B

経済理論入門 経済理論入門

経済経営数学入門 経済経営数学入門

経済学史入門 経済学史入門

小計（4科目） - 小計（4科目） -

専

門

教

養

科

目

群

比較文化論Ⅰ 専

門

教

養

科

目

群

比較文化論Ⅰ

日本の経済 日本の経済

シ

チ

ズ

ン

シ

ッ

プ

科

目

群

法学（日本国憲法）
シ

チ

ズ

ン

シ

ッ

プ

科

目

群

法学（日本国憲法）

法と社会参加（企業での活動と法） 法と社会参加（企業での活動と法）

政治と社会参加（社会を変えるNPO活動） 政治と社会参加（社会を変えるNPO活動）

行政と市民生活（デジタル時代の行政と社会） 行政と市民生活（デジタル時代の行政と社会）

フランス語Ⅰ フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ フランス語Ⅱ

科学的思考法 科学的思考法

小計（6科目） - 小計（6科目） -

コンピュータと情報Ⅱ コンピュータと情報Ⅱ

情報科学入門 情報科学入門

科

学

と

論

理

地球環境と人間 科

学

と

論

理

地球環境と人間

宇宙物理学入門 宇宙物理学入門

小計（15科目） - 小計（15科目） -

小計（7科目） -

言

語

ス

キ

ル

科

目

群

基礎日本語 言

語

ス

キ

ル

科

目

群

アカデミック・リテラシーズⅠ

英

語
英語Ⅰ

S

T

E

M

系

科

目

群

デ

ー

タ

サ

イ

エ

ン

ス

コンピュータと情報Ⅰ S
T
E
M
系
科
目
群

デ

ー

タ

サ

イ

エ

ン

ス

コンピュータと情報Ⅰ

コリア語Ⅱ コリア語Ⅱ

スペイン語Ⅰ スペイン語Ⅰ

スペイン語Ⅱ スペイン語Ⅱ

中国語Ⅰ 中国語Ⅰ

中国語Ⅱ 中国語Ⅱ

コリア語Ⅰ コリア語Ⅰ

外

国

語

ドイツ語Ⅰ 外

国

語

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ ドイツ語Ⅱ

Japan Studies Japan Studies

國學院の学び（國學院大學の歴史と未来） 國學院の学び（國學院大學の歴史と未来）

日本文化を知る（日本文化の普遍性と固有性） 日本文化を知る（日本文化の普遍性と固有性）

日本文化を知る（儀礼文化研究） 日本文化を知る（儀礼文化研究）

主要授
業科目

単位数 基幹教員等の配置 基

幹

教

員

以

外

の

教

員

（

助

手

を

除

く

）

共

通

教

育

科

目

國

學

院

科

目

群

神道と文化 共

通

教

育

科

目

國

學

院

科

目

群

神道と文化

基幹教員等の配置 基

幹

教

員

以

外

の

教

員

（

助

手

を

除

く

） 授業科目の名称
配 当
年 次

英

語
英語Ⅰ

英語Ⅱ 英語Ⅱ

英語Ⅲ 英語Ⅲ

英語Ⅳ 英語Ⅳ

小計（7科目） -

（１）－① 授業科目表

【認可時又は届出時】

授業科目の名称

単位数

２　授業科目の概要

＜観光まちづくり学部　観光まちづくり学科＞

日本文化を知る（武道の特性と国際化） 日本文化を知る（武道の特性と国際化）

日本文化を知る（日本文化論と日本神話） 日本文化を知る（日本文化論と日本神話）
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2 前 2 1 2前 ○ 2 1

1 後 2 1 1 1後 ○ 2 1 1

1 後 2 1 1後 ○ 2 1

2 前 2 2 2前 ○ 2 2

2 前 2 1 2前 ○ 2 1

2・3 後 2 1 2・3後 2 1

2・3 後 2 1 2・3後 2 1

3 前 2 1 3前 2 1

3 前 2 1 3前 2 1

3 前 2 1 3前 2 1

3 後 2 1 3後 2 1

2・3 後 2 1 2・3後 2 1

2・3 後 2 1 2・3後 2 1

2・3 後 2 1 2・3後 2 1

2・3 後 2 1 2・3後 2 1

3 前 2 2 3前 2 2

3 前 2 1 3後 2 1

3 後 2 1 3後 2 1

2・3 後 2 1 2・3後 2 1

2・3 後 2 1 2・3後 2 1

2・3 後 2 1 2・3後 2 1

3 前 2 1 3前 2 1

3 前 2 1 3前 2 1

3・4 前 2 1 3・4前 2 1

3・4 前 2 1 3・4前 2 1

3 後 2 1 3後 2 1

3 後 2 1 1 3後 2 1 1

2・3 後 2 1 2・3後 2 1

2・3 後 2 1 2・3後 2 1

2・3 後 2 1 2・3後 2 1

2・3 後 2 1 2・3後 2 1

2・3 後 2 1 2・3後 2 1

3 前 2 2 3前 2 2

3・4 前 2 1 3・4前 2 1

3・4 前 2 1 3・4前 2 1

3 後 2 1 3後 2 1

3 後 2 1 3後 2 1

6 94 0 15 9 1 1 3 10 6 94 0 15 9 1 1 3 10

1・2 後 2 1 1・2後 2 1

2・3 前 2 1 2・3後 2 1

2・3 後 2 1 2・3後 2 1

2・3 後 2 1 2・3後 2 1

3・4 前 2 1 3・4後 2 1

3 後 2 1 3後 2 1

3 後 2 1 3後 2 1

3 通 2 1 2 1 2・3通 2 1 2 1

0 16 0 1 2 0 0 1 7 0 16 0 1 2 0 0 1 7

1 前 2 1 1前 2 1

1 後 2 1 1後 2 1

1・2 後 2 1 2前 ○ 2 1

2 前 2 1 2前 2 1

2 後 2 1 2後 2 1

2・3 後 2 1 2・3後 2 1

0 12 0 0 0 0 0 0 6 0 12 0 0 0 0 0 0 6

2 前 2 1 2前 2 1

2 前 2 1 2前 2 1

2 後 2 1 2後 2 1

2 後 2 1 2後 2 1

3 前 2 1 3前 2 1

3 後 2 1 3後 2 1

3 前 2 1 3前 2 1

3 後 1 1 3後 2 1

4 前 2 1 4通 1 1

0 0 17 0 1 0 0 0 6 0 0 17 0 1 0 0 0 6

40 210 17 17 9 3 1 6 72 40 210 17 17 9 3 1 6 71

専

門

教

育

科

目

展

開

科

目

専

門

教

育

科

目

展

開

科

目

○以下の単位修得条件を満たし、共通教育科目から26単位以上、専門教育科目から74単位以上を修得し、合計124単位以上を
修得するものとする。

【共通教育科目】（26単位以上）
・「神道と文化」「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」「英語Ⅲ」「英語Ⅳ」を必修科目とする。
・「ドイツ語Ⅰ」「フランス語Ⅰ」「中国語Ⅰ」「コリア語Ⅰ」「スペイン語Ⅰ」から1科目2単位以上を選択必修とする。
・「ドイツ語Ⅱ」「フランス語Ⅱ」「中国語Ⅱ」「コリア語Ⅱ」「スペイン語Ⅱ」から1科目2単位以上を選択必修とする。

【専門教育科目】（74単位以上）
・導入科目として、「社会学概論」「まちづくりと観光」を必修科目とする。
・メソッド科目においては、「社会調査法入門」を必修科目とし、「統計分析の基礎」「プログラミングと数学基礎」「パブリックデザイ
ン（地域と公共空間）」「プロダクトデザイン（地域と杉）」「データサイエンス」「質的調査法」「多変量解析」「地理空間情報分析」の8
科目16単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・演習科目においては、「導入ゼミナール」「観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）」「観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）」「観光まちづく
り演習Ⅲ（構想・提案）」「専門ゼミナール」「卒業研究」を必修科目とし、「基礎ゼミナールA」と「基礎ゼミナールB」の2科目4単位か
ら1科目2単位以上を選択必修とする。
・展開科目基礎Ⅰ類（社会）においては、「文化社会学」「コミュニケーション論」「地域と環境の社会学」「グローバリゼーション論」
の4科目8単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・展開科目基礎Ⅱ類（資源）においては、「地域資源論」を必修科目とし、「博物館概論」「都市建築史」「民俗学概論」「保全生態学
概論」の4科目8単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・展開科目基礎Ⅲ類（政策・計画）においては、「公共政策概論」を必修科目とし、「地方自治概論」「地域デザイン論」「国土・都市
計画論」「都市と地域の交通」の4科目8単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・展開科目基礎Ⅳ類（交流・産業）においては、「観光学概論」を必修科目とし、「観光マーケティング」「観光政策・計画論」「観光事
業論」の3科目6単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・展開科目全体においては、必修科目と選択必修科目を含めて、基礎から26単位以上、発展から12単位以上を修得することとし、
合計44単位以上を修得することとする。

○履修科目の登録上限
各年次の履修科目の登録の上限は、1年次：42単位、2年次：42単位、3年次：42単位、4年次：48単位とする。

○以下の単位修得条件を満たし、共通教育科目から26単位以上、専門教育科目から74単位以上を修得し、合計124単位以上を
修得するものとする。

【共通教育科目】（26単位以上）
・「神道と文化」「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」「英語Ⅲ」「英語Ⅳ」を必修科目とする。
・「ドイツ語Ⅰ」「フランス語Ⅰ」「中国語Ⅰ」「コリア語Ⅰ」「スペイン語Ⅰ」から1科目2単位以上を選択必修とする。
・「ドイツ語Ⅱ」「フランス語Ⅱ」「中国語Ⅱ」「コリア語Ⅱ」「スペイン語Ⅱ」から1科目2単位以上を選択必修とする。
・「コンピュータと情報Ⅰ」「コンピュータと情報Ⅱ」「情報科学入門」「科学的思考法」「地球環境と人間」「宇宙物理学入門」から1
科目2単位以上を選択必修とする。

【専門教育科目】（74単位以上）
・導入科目として、「社会学概論」「まちづくりと観光」を必修科目とする。
・メソッド科目においては、「社会調査法入門」を必修科目とし、「統計分析の基礎」「プログラミングと数学基礎」「パブリックデザイ
ン（地域と公共空間）」「プロダクトデザイン（地域と杉）」「データサイエンス」「質的調査法」「多変量解析」「地理空間情報分析」の8
科目16単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・演習科目においては、「導入ゼミナール」「観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）」「観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）」「観光まちづく
り演習Ⅲ（構想・提案）」「専門ゼミナール」「卒業研究」を必修科目とし、「基礎ゼミナールA」と「基礎ゼミナールB」の2科目4単位か
ら1科目2単位以上を選択必修とする。
・展開科目基礎Ⅰ類（社会）においては、「文化社会学」「コミュニケーション論」「地域と環境の社会学」「グローバリゼーション論」
の4科目8単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・展開科目基礎Ⅱ類（資源）においては、「地域資源論」を必修科目とし、「博物館概論」「都市建築史」「民俗学概論」「保全生態学
概論」の4科目8単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・展開科目基礎Ⅲ類（政策・計画）においては、「公共政策概論」を必修科目とし、「地方自治概論」「地域デザイン論」「国土・都市
計画論」「都市と地域の交通」の4科目8単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・展開科目基礎Ⅳ類（交流・産業）においては、「観光学概論」を必修科目とし、「観光マーケティング」「観光政策・計画論」「観光事
業論」の3科目6単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・展開科目全体においては、必修科目と選択必修科目を含めて、基礎から26単位以上、発展から12単位以上を修得することとし、
合計44単位以上を修得することとする。

○履修科目の登録上限
各年次の履修科目の登録の上限は、1年次：42単位、2年次：42単位、3年次：42単位、4年次：48単位とする。

-

合計（132科目） - 合計（132科目） -

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

博物館実習A 博物館実習A

博物館実習B 博物館実習B

小計（9科目） - 小計（9科目）

博物館展示論 博物館展示論

博物館経営論 博物館経営論

博物館情報・メディア論 博物館情報・メディア論

博

物

館

学

課

程

科

目

生涯学習概論 博

物

館

学

課

程

科

目

生涯学習概論

博物館資料論 博物館資料論

博物館教育論 博物館教育論

博物館資料保存論 博物館資料保存論

神社ネットワーク論Ⅰ 神社ネットワーク論Ⅰ 

小計（6科目） - 小計（6科目） -

地域と都市の経済 地域と都市の経済

神道と環境Ⅰ 神道と環境Ⅰ 

観光心理学 観光心理学

小計（8科目） - 小計（8科目） -

関

連

科

目

哲学・倫理学 関

連

科

目

哲学・倫理学

地理学概論 地理学概論

文化芸術政策論 文化芸術政策論

観光危機管理論 観光危機管理論

観光まちづくりインターンシップ 観光まちづくりインターンシップ

ソーシャル・イノベーション ソーシャル・イノベーション

運輸・観光実践論 運輸・観光実践論

不動産投資論 不動産投資論

小計（50科目） - 小計（50科目） -

ト

ピ

ッ
ク

ス

科

目

経営学概論 ト

ピ

ッ
ク

ス

科

目

経営学概論

地域ブランディング論 地域ブランディング論

世界の観光政策 世界の観光政策

観光経済論 観光経済論

田園回帰論 田園回帰論

宿泊産業論 宿泊産業論

観光地経営論 観光地経営論

観光食マネジメント論 観光食マネジメント論

発

展

Ⅳ

類

（
交

流

・

産

業

）

観光行動論 発

展

Ⅳ

類

（
交

流

・

産

業

）

観光行動論

ホスピタリティ・マネジメント論 ホスピタリティ・マネジメント論

地域の観光情報メディア 地域の観光情報メディア

旅行産業論 旅行産業論

地域減災論 地域減災論

リノベーション論 リノベーション論

アートと地域振興 アートと地域振興

都市保全論 都市保全論

交通計画 交通計画

住民参加と合意形成 住民参加と合意形成

世界遺産論 世界遺産論

発

展

Ⅲ

類

（
政

策

・

計

画

）

行財政概論 発

展

Ⅲ

類

（
政

策

・

計

画

）

行財政概論

まちづくり論 まちづくり論

農山漁村論 農山漁村論

レクリエーション計画論 レクリエーション計画論

文化行政・文化財行政概論 文化行政・文化財行政概論

自然/環境保護行政概論 自然/環境保護行政概論

文化人類学 文化人類学

発

展

Ⅱ

類

（
資

源

）

地域遺産論 発

展

Ⅱ

類

（
資

源

）

地域遺産論

地域文化創造論 地域文化創造論

風景計画論 風景計画論

コミュニティ論 コミュニティ論

NPOと市民社会 NPOと市民社会

観光社会学 観光社会学

観光政策・計画論 観光政策・計画論

観光事業論 観光事業論

発

展

Ⅰ

類

（
社

会

）

都市とメディアの社会学 発

展

Ⅰ

類

（
社

会

）

都市とメディアの社会学

ジェンダーの社会学 ジェンダーの社会学

都市と地域の交通 都市と地域の交通
基

礎

Ⅳ

類

（

交

流

・

産

業

）

観光学概論
基

礎

Ⅳ

類

（

交

流

・

産

業

）

観光学概論

観光マーケティング 観光マーケティング
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【令和６年度】 【令和５年度】

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

1 前 2 2 1 前 2 2

1・2 前 2 1 1・2 前 2 1

1・2 後 2 1 1・2 後 2 1

1・2 後 2 1 1・2 後 2 1

1・2 後 2 1 1・2 後 2 1

1・2 後 2 1 1・2 後 2 1

2・3 前 2 1 2・3 前 2 1

2 12 0 0 0 0 0 0 6 2 12 0 0 0 0 0 0 7

日本語 1・2 後 2 1 日本語 1・2 後 2 1

1 前 2 5 1 前 2 5

1 後 2 5 1 後 2 5

2 前 2 5 2 前 2 5

2 後 2 5 2 後 2 5

1 前 2 2 1 前 2 2

1 後 2 2 1 後 2 2

1 前 2 2 1 前 2 2

1 後 2 2 1 後 2 2

1 前 2 3 1 前 2 3

1 後 2 3 1 後 2 3

1 前 2 3 1 前 2 2

1 後 2 3 1 後 2 2

1 前 2 1 1 前 2 1

1 後 2 1 1 後 2 1

8 22 0 0 0 0 0 0 22 8 22 0 0 0 0 0 0 21

1・2 前・後 2 2 1・2 前・後 2 2

1・2 後 2 1 1・2 後 2 1

1・2 前 2 1 1・2 前 2 1

1・2 後 2 1 1・2 後 2 1

1・2 前 2 1 1・2 前 2 1

1・2 後 2 1 1・2 後 2 1

0 12 0 0 0 0 0 0 4 0 12 0 0 0 0 0 0 4

1・2 後 2 1 1・2 後 2 1

1・2 後 2 1 1・2 後 2 1

1・2 前 2 1 1・2 後 2 1

1・2 前 2 1 1・2 前 2 1

0 8 0 0 0 0 0 0 4 0 8 0 0 0 0 0 0 4

2 後 2 1 2 後 2 1

1・2 前 2 1 1・2 前 2 1

1・2 後 2 1 1・2 前 2 1

1・2 前 2 1 1・2 前 2 1

1・2 後 2 1 1・2 前 2 1

0 10 0 0 0 0 0 0 3 0 10 0 0 0 0 0 0 3

1・2 前 1 2 1・2 前 1 2

1・2 後 1 2 1・2 後 1 2

1・2 後 2 1 1・2 後 2 1

0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 4 0 0 0 0 0 0 5

1 前 2 2 1 1 1 前 2 2 1 1

1 前 2 1 1 1 1 前 2 1 1 1

4 0 0 1 3 0 1 2 0 4 0 0 1 3 0 1 2 0

1 前 2 1 1 1 前 2 1 1

1 後 2 1 1 後 2 1

1 後 2 1 1 後 2 1

2・3 前 2 1 2・3 前 2 1

2・3 後 2 1 2・3 後 2 1

2・3 後 2 1 2・3 後 2 1

2・3 後 2 1 2・3 後 2 1

3 後 2 1 3 前 2 1

3 後 2 1 3 前 2 1

2 16 0 2 1 2 0 1 2 2 16 0 2 1 2 0 1 2

1 前 2 13 6 1 1 前 2 13 6 1

2 前 2 1 3 2 6 1 2 前 2 1 3 2 6 1

2 後 4 15 8 3 1 6 2 後 4 15 8 3 1 6

3 前 4 14 8 3 1 6 3 前 4 14 8 3 1 6

3 通 2 16 9 3 1 3 通 2 16 9 3 1

4 通 4 16 9 3 1 4 通 4 16 9 3 1

1 後 2 8 8 1 1 4 1 後 2 8 8 1 1 3

2 前 2 11 3 3 5 2 前 2 11 3 3 3

18 4 0 17 9 3 1 6 1 18 4 0 17 9 3 1 6 1

1 後 2 1 1 後 2 1

1 後 2 1 1 後 2 1

2 前 2 1 2 前 2 1

2 前 2 1 2 前 2 1

1 後 2 3 1 1 後 2 3 1

1 後 2 1 1 後 2 1

2 前 2 1 2 前 2 1

2 前 2 1 2 前 2 1

2 前 2 2 2 前 2 2

1 後 2 1 1 1 後 2 1 1

2 前 2 1 2 前 2 1

2 前 2 1 2 前 2 1

2 前 2 1 2 前 2 1

2 前 2 1 2 前 2 1

1 後 2 1 1 1 後 2 1 1

1 後 2 1 1 後 2 1

2 前 2 2 2 前 2 2

基

礎

Ⅳ

類

（

交

流

・

産

業

）

基

礎

Ⅳ

類

（

交

流

・

産

業

）

専

門

教

育

科

目

展

開

科

目

専

門

教

育

科

目

展

開

科

目

科目
区分

科目
区分

グローバリゼーション論 グローバリゼーション論

基

礎

Ⅱ

類

（
資

源

）

地域資源論 基

礎

Ⅱ

類

（
資

源

）

地域資源論

博物館概論 博物館概論

都市建築史 都市建築史

観光学概論 観光学概論

観光マーケティング 観光マーケティング

観光政策・計画論 観光政策・計画論

地域デザイン論 地域デザイン論

国土・都市計画論 国土・都市計画論

都市と地域の交通 都市と地域の交通

-

専門ゼミナール 専門ゼミナール

卒業研究 卒業研究

基礎ゼミナールA 基礎ゼミナールA

演

習

科

目

導入ゼミナール 演

習

科

目

導入ゼミナール

観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法） 観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）

観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析） 観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）

観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提案） 観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提案）

統計分析の基礎

プログラミングと数学基礎 プログラミングと数学基礎

パブリックデザイン（地域と公共空間） パブリックデザイン（地域と公共空間）

プロダクトデザイン（地域と杉） プロダクトデザイン（地域と杉）

基

礎

Ⅰ

類

（
社

会

）

文化社会学
基

礎

Ⅰ

類

（
社

会

）

文化社会学

コミュニケーション論 コミュニケーション論

地域と環境の社会学 地域と環境の社会学

基礎ゼミナールB 基礎ゼミナールB

小計（8科目） - 小計（8科目）

民俗学概論 民俗学概論

保全生態学概論 保全生態学概論
基

礎

Ⅲ

類

（
政

策

・

計

画

）

公共政策概論
基

礎

Ⅲ

類

（
政

策

・

計

画

）

公共政策概論

地方自治概論 地方自治概論

まちづくりと観光

小計（2科目） - 小計（2科目） -

メ

ソ

ッ
ド

科

目

社会調査法入門 メ

ソ

ッ
ド

科

目

社会調査法入門

統計分析の基礎

- 小計（3科目） -

導

入

科

目

社会学概論 導

入

科

目

社会学概論

まちづくりと観光

地理空間情報分析 地理空間情報分析

小計（9科目） - 小計（9科目） -

データサイエンス データサイエンス

質的調査法 質的調査法

多変量解析 多変量解析

-
ラ

イ

フ

デ

ザ

イ

ン

科

目

群

スポーツ実技A
ラ

イ

フ

デ

ザ

イ

ン

科

目

群

スポーツ実技A

スポーツ実技B スポーツ実技B

スポーツ科学論 スポーツ科学論

小計（3科目）

経済経営数学入門

経済学史入門 経済学史入門

小計（5科目） - 小計（5科目）

-

専

門

教

養

科

目

群

比較文化論Ⅰ 専

門

教

養

科

目

群

比較文化論Ⅰ

日本の経済 日本の経済

経済理論入門 経済理論入門

経済経営数学入門

-

シ

チ

ズ

ン

シ

ッ

プ

科

目

群

法学（日本国憲法）
シ

チ

ズ

ン

シ

ッ

プ

科

目

群

法学（日本国憲法）

法と社会参加（企業での活動と法） 法と社会参加（企業での活動と法）

情報科学入門

科

学

と

論

理

地球環境と人間 科

学

と

論

理

地球環境と人間

宇宙物理学入門 宇宙物理学入門

科学的思考法 科学的思考法

-

S

T

E

M

系

科

目

群

デ

ー

タ

サ

イ

エ

ン

ス

コリア語Ⅰ

コリア語Ⅱ コリア語Ⅱ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅰ

外

国

語

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

政治と社会参加（社会を変えるNPO活動） 政治と社会参加（社会を変えるNPO活動）

行政と市民生活（デジタル時代の行政と社会） 行政と市民生活（デジタル時代の行政と社会）

小計（4科目） - 小計（4科目）

小計（6科目） - 小計（6科目）

日本文化を知る（日本文化の普遍性と固有性）

日本文化を知る（儀礼文化研究） 日本文化を知る（儀礼文化研究）

日本文化を知る（武道の特性と国際化） 日本文化を知る（武道の特性と国際化）

コンピュータと情報Ⅰ S

T

E

M

系

科

目

群

デ

ー

タ

サ

イ

エ

ン

ス

コンピュータと情報Ⅰ

コンピュータと情報Ⅱ コンピュータと情報Ⅱ

情報科学入門

-

言

語

ス

キ

ル

科

目

群

アカデミック・リテラシーズⅠ 言

語

ス

キ

ル

科

目

群

アカデミック・リテラシーズⅠ

英

語
英語Ⅰ 英

語
英語Ⅰ

英語Ⅱ

スペイン語Ⅰ スペイン語Ⅰ

スペイン語Ⅱ スペイン語Ⅱ

小計（15科目） - 小計（15科目）

中国語Ⅱ 中国語Ⅱ

コリア語Ⅰ

共

通

教

育

科

目

國

學

院

科

目

群

神道と文化 共

通

教

育

科

目

國

學

院

科

目

群

神道と文化

國學院の学び（國學院大學の歴史と未来） 國學院の学び（國學院大學の歴史と未来）

兼

任

・

兼

担

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数

英語Ⅱ

英語Ⅲ 英語Ⅲ

英語Ⅳ 英語Ⅳ

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ フランス語Ⅱ

中国語Ⅰ 中国語Ⅰ

外

国

語

ドイツ語Ⅰ

日本文化を知る（日本文化論と日本神話） 日本文化を知る（日本文化論と日本神話）

Japan Studies Japan Studies

小計（7科目） - 小計（7科目）

日本文化を知る（日本文化の普遍性と固有性）

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担
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2 前 2 1 2 前 2 1

2・3 後 2 1 2・3 後 2 1

2・3 後 2 1 2・3 後 2 1

3 前 2 1 3 前 2 1

3 前 2 1 3 前 2 1

3 前 2 1 3 前 2 1

3 後 2 1 3 後 2 1

2・3 後 2 1 2・3 後 2 1

2・3 後 2 1 2・3 後 2 1

2・3 後 2 1 2・3 後 2 1

2・3 後 2 1 2・3 後 2 1

3 前 2 2 3 前 2 2

3 後 2 1 3 前 2 1

3 後 2 1 3 後 2 1

2・3 後 2 1 2・3 後 2 1

2・3 後 2 1 2・3 後 2 1

2・3 後 2 1 2・3 後 2 1

3 前 2 1 3 前 2 1

3 前 2 1 3 前 2 1

3・4 前 2 1 3・4 前 2 1

3・4 前 2 1 3・4 前 2 1

3 後 2 1 3 後 2 1

3 後 2 1 1 3 後 2 1 1

2・3 後 2 1 2・3 後 2 1

2・3 後 2 1 2・3 後 2 1

2・3 後 2 1 2・3 後 2 1

2・3 後 2 1 2・3 後 2 1

2・3 後 2 1 2・3 後 2 1

3 前 2 2 3 前 2 2

3・4 前 2 1 3・4 前 2 1

3・4 前 2 1 3・4 前 2 1

3 後 2 1 3 後 2 1

3 後 2 1 3 後 2 1

6 94 0 15 9 1 1 3 10 6 94 0 15 9 1 1 3 10

1・2 後 2 1 1・2 後 2 1

2・3 後 2 1 2・3 前 2 1

2・3 後 2 1 2・3 後 2 1

2・3 後 2 1 2・3 後 2 1

3・4 後 2 1 3・4 前 2 1

3 後 2 1 3 後 2 1

3 後 2 1 3 後 2 1

3 通 2 1 2 1 3 通 2 1 2 1

0 16 0 1 2 0 0 1 7 0 16 0 1 2 0 0 1 7

1 前 2 1 1 前 2 1

1 後 2 1 1 後 2 1

2 後 2 1 2 後 2 1

2 前 2 1 2 前 2 1

2 後 2 1 2 後 2 1

2・3 後 2 1 2・3 後 2 1

0 12 0 0 0 0 0 0 6 0 12 0 0 0 0 0 0 6

2 前 2 1 2 前 2 1

2 前 2 1 2 前 2 1

2 後 2 1 2 後 2 1

2 後 2 1 2 後 2 1

3 前 2 1 3 前 2 1

3 後 2 1 3 後 2 1

3 前 2 1 3 前 2 1

3 後 2 1 3 後 2 1

4 通 1 1 4 通 1 1

0 0 17 0 1 0 0 0 6 0 0 17 0 1 0 0 0 6

40 210 17 17 9 3 1 6 73 40 210 17 17 9 3 1 6 73

専

門

教

育

科

目

展

開

科

目

専

門

教

育

科

目

展

開

科

目

○以下の単位修得条件を満たし、共通教育科目から26単位以上、専門教育科目から74単位以上を修得し、合計124
単位以上を修得するものとする。

【共通教育科目】（26単位以上）
・「神道と文化」「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」「英語Ⅲ」「英語Ⅳ」を必修科目とする。
・「ドイツ語Ⅰ」「フランス語Ⅰ」「中国語Ⅰ」「コリア語Ⅰ」「スペイン語Ⅰ」から1科目2単位以上を選択必修とする。
・「ドイツ語Ⅱ」「フランス語Ⅱ」「中国語Ⅱ」「コリア語Ⅱ」「スペイン語Ⅱ」から1科目2単位以上を選択必修とする。
・「コンピュータと情報Ⅰ」「コンピュータと情報Ⅱ」「情報科学入門」「科学的思考法」「地球環境と人間」「宇宙物理学
入門」から1科目2単位以上を選択必修とする。

【専門教育科目】（74単位以上）
・導入科目として、「社会学概論」「まちづくりと観光」を必修科目とする。
・メソッド科目においては、「社会調査法入門」を必修科目とし、「統計分析の基礎」「プログラミングと数学基礎」「パブ
リックデザイン（地域と公共空間）」「プロダクトデザイン（地域と杉）」「データサイエンス」「質的調査法」「多変量解析」
「地理空間情報分析」の8科目16単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・演習科目においては、「導入ゼミナール」「観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）」「観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）」
「観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提案）」「専門ゼミナール」「卒業研究」を必修科目とし、「基礎ゼミナールA」と「基礎ゼミ
ナールB」の2科目4単位から1科目2単位以上を選択必修とする。
・展開科目基礎Ⅰ類（社会）においては、「文化社会学」「コミュニケーション論」「地域と環境の社会学」「グローバリ
ゼーション論」の4科目8単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・展開科目基礎Ⅱ類（資源）においては、「地域資源論」を必修科目とし、「博物館概論」「都市建築史」「民俗学概論」
「保全生態学概論」の4科目8単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・展開科目基礎Ⅲ類（政策・計画）においては、「公共政策概論」を必修科目とし、「地方自治概論」「地域デザイン論」
「国土・都市計画論」「都市と地域の交通」の4科目8単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・展開科目基礎Ⅳ類（交流・産業）においては、「観光学概論」を必修科目とし、「観光マーケティング」「観光政策・計画
論」「観光事業論」の3科目6単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・展開科目全体においては、必修科目と選択必修科目を含めて、基礎から26単位以上、発展から12単位以上を修得
することとし、合計44単位以上を修得することとする。

○履修科目の登録上限
各年次の履修科目の登録の上限は、1年次：42単位、2年次：42単位、3年次：42単位、4年次：48単位とする。

○以下の単位修得条件を満たし、共通教育科目から26単位以上、専門教育科目から74単位以上を修得し、合計124
単位以上を修得するものとする。

【共通教育科目】（26単位以上）
・「神道と文化」「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」「英語Ⅲ」「英語Ⅳ」を必修科目とする。
・「ドイツ語Ⅰ」「フランス語Ⅰ」「中国語Ⅰ」「コリア語Ⅰ」「スペイン語Ⅰ」から1科目2単位以上を選択必修とする。
・「ドイツ語Ⅱ」「フランス語Ⅱ」「中国語Ⅱ」「コリア語Ⅱ」「スペイン語Ⅱ」から1科目2単位以上を選択必修とする。
・「コンピュータと情報Ⅰ」「コンピュータと情報Ⅱ」「情報科学入門」「科学的思考法」「地球環境と人間」「宇宙物理学
入門」から1科目2単位以上を選択必修とする。

【専門教育科目】（74単位以上）
・導入科目として、「社会学概論」「まちづくりと観光」を必修科目とする。
・メソッド科目においては、「社会調査法入門」を必修科目とし、「統計分析の基礎」「プログラミングと数学基礎」「パブ
リックデザイン（地域と公共空間）」「プロダクトデザイン（地域と杉）」「データサイエンス」「質的調査法」「多変量解析」
「地理空間情報分析」の8科目16単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・演習科目においては、「導入ゼミナール」「観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）」「観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）」
「観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提案）」「専門ゼミナール」「卒業研究」を必修科目とし、「基礎ゼミナールA」と「基礎ゼミ
ナールB」の2科目4単位から1科目2単位以上を選択必修とする。
・展開科目基礎Ⅰ類（社会）においては、「文化社会学」「コミュニケーション論」「地域と環境の社会学」「グローバリ
ゼーション論」の4科目8単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・展開科目基礎Ⅱ類（資源）においては、「地域資源論」を必修科目とし、「博物館概論」「都市建築史」「民俗学概論」
「保全生態学概論」の4科目8単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・展開科目基礎Ⅲ類（政策・計画）においては、「公共政策概論」を必修科目とし、「地方自治概論」「地域デザイン論」
「国土・都市計画論」「都市と地域の交通」の4科目8単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・展開科目基礎Ⅳ類（交流・産業）においては、「観光学概論」を必修科目とし、「観光マーケティング」「観光政策・計画
論」「観光事業論」の3科目6単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・展開科目全体においては、必修科目と選択必修科目を含めて、基礎から26単位以上、発展から12単位以上を修得
することとし、合計44単位以上を修得することとする。

○履修科目の登録上限
各年次の履修科目の登録の上限は、1年次：42単位、2年次：42単位、3年次：42単位、4年次：48単位とする。

合計（132科目） - 合計（132科目） -

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

博物館実習A 博物館実習A

博物館実習B 博物館実習B

小計（9科目） - 小計（9科目）

博物館資料保存論

博物館展示論 博物館展示論

博物館経営論 博物館経営論

博物館情報・メディア論 博物館情報・メディア論

-

博

物

館

学

課

程

科

目

生涯学習概論 博

物

館

学

課

程

科

目

生涯学習概論

博物館資料論 博物館資料論

博物館教育論 博物館教育論

博物館資料保存論

-

観光心理学 観光心理学

神社ネットワーク論Ⅰ 神社ネットワーク論Ⅰ 

小計（6科目） - 小計（6科目）

関

連

科

目

哲学・倫理学 関

連

科

目

哲学・倫理学

地理学概論 地理学概論

地域と都市の経済 地域と都市の経済

神道と環境Ⅰ 神道と環境Ⅰ 

小計（8科目） - 小計（8科目） -

不動産投資論 不動産投資論

文化芸術政策論 文化芸術政策論

観光危機管理論 観光危機管理論

ト

ピ

ッ
ク

ス

科

目

経営学概論 ト

ピ

ッ
ク

ス

科

目

経営学概論

地域ブランディング論 地域ブランディング論

ソーシャル・イノベーション ソーシャル・イノベーション

運輸・観光実践論 運輸・観光実践論

小計（50科目） - 小計（50科目） -

観光食マネジメント論 観光食マネジメント論

世界の観光政策 世界の観光政策

観光経済論 観光経済論

旅行産業論 旅行産業論

宿泊産業論 宿泊産業論

観光地経営論 観光地経営論

観光まちづくりインターンシップ 観光まちづくりインターンシップ

アートと地域振興 アートと地域振興

発

展

Ⅳ

類

（
交

流

・

産

業

）

観光行動論 発

展

Ⅳ

類

（
交

流

・

産

業

）

観光行動論

ホスピタリティ・マネジメント論 ホスピタリティ・マネジメント論

地域の観光情報メディア 地域の観光情報メディア

住民参加と合意形成 住民参加と合意形成

地域減災論 地域減災論

リノベーション論 リノベーション論

農山漁村論 農山漁村論

都市保全論 都市保全論

交通計画 交通計画

田園回帰論 田園回帰論

自然/環境保護行政概論 自然/環境保護行政概論

世界遺産論 世界遺産論

発

展

Ⅲ

類

（
政

策

・

計

画

）

行財政概論 発

展

Ⅲ

類

（
政

策

・

計

画

）

行財政概論

まちづくり論 まちづくり論

風景計画論 風景計画論

レクリエーション計画論 レクリエーション計画論

文化行政・文化財行政概論 文化行政・文化財行政概論

観光社会学 観光社会学

文化人類学 文化人類学

発

展

Ⅱ

類

（
資

源

）

地域遺産論 発

展

Ⅱ

類

（
資

源

）

地域遺産論

地域文化創造論 地域文化創造論

発

展

Ⅰ

類

（
社

会

）

都市とメディアの社会学 発

展

Ⅰ

類

（
社

会

）

都市とメディアの社会学

ジェンダーの社会学 ジェンダーの社会学

コミュニティ論 コミュニティ論

NPOと市民社会 NPOと市民社会

観光事業論 観光事業論
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【令和４年度】

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

1 前 2 2

1・2 前 2 1

1・2 後 2 1

1・2 後 2 1

1・2 後 2 1

1・2 後 2 1

2・3 前 2 1

2 12 0 0 0 0 0 0 7

日本語 1・2 後 2 1

1 前 2 5

1 後 2 5

2 前 2 5

2 後 2 5

1 前 2 2

1 後 2 2

1 前 2 2

1 後 2 2

1 前 2 3

1 後 2 3

1 前 2 1

1 後 2 1

1 前 2 1

1 後 2 1

8 22 0 0 0 0 0 0 20

1・2 前・後 2 2

1・2 後 2 1

1・2 前 2 1

1・2 後 2 1

1・2 前 2 1

1・2 後 2 1

0 12 0 0 0 0 0 0 4

1・2 前 2 1

1・2 後 2 1

1・2 後 2 1

1・2 前 2 1

0 8 0 0 0 0 0 0 4

2 後 2 1

1・2 前 2 1

1・2 前 2 1

1・2 前 2 1

1・2 前 2 1

0 10 0 0 0 0 0 0 3

1・2 前 1 2

1・2 後 1 2

1・2 後 2 1

0 4 0 0 0 0 0 0 5

1 前 2 2 1 1

1 前 2 1 1 1

4 0 0 1 3 0 1 2 0

1 前 2 1 1

1 後 2 1

1 後 2 1

2・3 前 2 1

2・3 後 2 1

2・3 後 2 1

2・3 後 2 1

3 前 2 1

3 前 2 1

2 16 0 2 1 2 0 1 2

1 前 2 13 6 1

2 前 2 1 3 2 5 1

2 後 4 15 8 3 1 5

3 前 4 14 8 3 1 5

3 通 2 16 9 3 1

4 通 4 16 9 3 1

1 後 2 8 8 1 1 3

2 前 2 11 3 3 3

18 4 0 17 9 3 1 5 1

1 後 2 1

1 後 2 1

2 前 2 1

2 前 2 1

1 後 2 3 1

1 後 2 1

2 前 2 1

2 前 2 1

2 前 2 2

1 後 2 1 1

2 前 2 1

2 前 2 1

2 前 2 1

2 前 2 1

1 後 2 1 1

1 後 2 1

2 前 2 2

専

門

教

育

科

目

展

開

科

目

基

礎

Ⅳ

類

（

交

流

・

産

業

）

科目
区分

地方自治概論

地域デザイン論

国土・都市計画論

グローバリゼーション論

基

礎

Ⅱ

類

（
資

源

）

小計（9科目） -

演

習

科

目

導入ゼミナール

観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）

観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）

観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提案）

専門ゼミナール

卒業研究

基礎ゼミナールA

都市と地域の交通

観光学概論

観光マーケティング

観光政策・計画論

地域資源論

博物館概論

都市建築史

民俗学概論

保全生態学概論
基

礎

Ⅲ

類

（
政

策

・

計

画

）

公共政策概論

導

入

科

目

社会学概論

まちづくりと観光

小計（2科目） -

メ

ソ

ッ
ド

科

目

社会調査法入門

統計分析の基礎

プログラミングと数学基礎

-
ラ

イ

フ

デ

ザ

イ

ン

科

目

群

スポーツ実技A

スポーツ実技B

スポーツ科学論

小計（3科目） -

専

門

教

養

科

目

群

比較文化論Ⅰ

日本の経済

経済理論入門

経済経営数学入門

経済学史入門

小計（5科目）

基礎ゼミナールB

小計（8科目） -

基

礎

Ⅰ

類

（
社

会

）

文化社会学

コミュニケーション論

地域と環境の社会学

宇宙物理学入門

科学的思考法

言

語

ス

キ

ル

科

目

群

英語Ⅲ

英語Ⅳ

外

国

語

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅰ

パブリックデザイン（地域と公共空間）

プロダクトデザイン（地域と杉）

データサイエンス

質的調査法

多変量解析

地理空間情報分析

共

通

教

育

科

目

國

學

院

科

目

群

神道と文化

國學院の学び（國學院大學の歴史と未来）

日本文化を知る（日本文化の普遍性と固有性）

日本文化を知る（儀礼文化研究）

兼

任

・

兼

担

小計（6科目） -

シ

チ

ズ

ン

シ

ッ

プ

科

目

群

法学（日本国憲法）

法と社会参加（企業での活動と法）

政治と社会参加（社会を変えるNPO活動）

行政と市民生活（デジタル時代の行政と社会）

小計（4科目） -

-

S

T

E

M

系

科

目

群

デ

ー

タ

サ

イ

エ

ン

ス

コンピュータと情報Ⅰ

コンピュータと情報Ⅱ

情報科学入門

科

学

と

論

理

地球環境と人間

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

中国語Ⅱ

コリア語Ⅰ

コリア語Ⅱ

スペイン語Ⅰ

スペイン語Ⅱ

小計（15科目）

日本文化を知る（武道の特性と国際化）

日本文化を知る（日本文化論と日本神話）

Japan Studies

小計（7科目） -

基礎日本語

英

語
英語Ⅰ

英語Ⅱ
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2 前 2 1

2・3 後 2 1

2・3 後 2 1

3 前 2 1

3 前 2 1

3 前 2 1

3 後 2 1

2・3 後 2 1

2・3 後 2 1

2・3 後 2 1

2・3 後 2 1

3 前 2 2

3 前 2 1

3 後 2 1

2・3 後 2 1

2・3 後 2 1

2・3 後 2 1

3 前 2 1

3 前 2 1

3・4 前 2 1

3・4 前 2 1

3 後 2 1

3 後 2 1 1

2・3 後 2 1

2・3 後 2 1

2・3 後 2 1

2・3 後 2 1

2・3 後 2 1

3 前 2 2

3・4 前 2 1

3・4 前 2 1

3 後 2 1

3 後 2 1

6 94 0 15 9 1 1 3 10

1・2 後 2 1

2・3 前 2 1

2・3 後 2 1

2・3 後 2 1

3・4 前 2 1

3 後 2 1

3 後 2 1

3 通 2 1 2 1

0 16 0 1 2 0 0 1 7

1 前 2 1

1 後 2 1

2 後 2 1

2 前 2 1

2 後 2 1

2・3 後 2 1

0 12 0 0 0 0 0 0 6

2 前 2 1

2 前 2 1

2 後 2 1

2 後 2 1

3 前 2 1

3 後 2 1

3 前 2 1

3 後 2 1

4 通 1 1

0 0 17 0 1 0 0 0 6

40 210 17 17 9 3 1 6 72

専

門

教

育

科

目

展

開

科

目

合計（132科目） -

卒業要件及び履修方法

○以下の単位修得条件を満たし、共通教育科目から26単位以上、専門教育科目から74単位以上を修得し、合計124
単位以上を修得するものとする。

【共通教育科目】（26単位以上）
・「神道と文化」「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」「英語Ⅲ」「英語Ⅳ」を必修科目とする。
・「ドイツ語Ⅰ」「フランス語Ⅰ」「中国語Ⅰ」「コリア語Ⅰ」「スペイン語Ⅰ」から1科目2単位以上を選択必修とする。
・「ドイツ語Ⅱ」「フランス語Ⅱ」「中国語Ⅱ」「コリア語Ⅱ」「スペイン語Ⅱ」から1科目2単位以上を選択必修とする。
・「コンピュータと情報Ⅰ」「コンピュータと情報Ⅱ」「情報科学入門」「科学的思考法」「地球環境と人間」「宇宙物理学
入門」から1科目2単位以上を選択必修とする。

【専門教育科目】（74単位以上）
・導入科目として、「社会学概論」「まちづくりと観光」を必修科目とする。
・メソッド科目においては、「社会調査法入門」を必修科目とし、「統計分析の基礎」「プログラミングと数学基礎」「パブ
リックデザイン（地域と公共空間）」「プロダクトデザイン（地域と杉）」「データサイエンス」「質的調査法」「多変量解析」
「地理空間情報分析」の8科目16単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・演習科目においては、「導入ゼミナール」「観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）」「観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）」
「観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提案）」「専門ゼミナール」「卒業研究」を必修科目とし、「基礎ゼミナールA」と「基礎ゼミ
ナールB」の2科目4単位から1科目2単位以上を選択必修とする。
・展開科目基礎Ⅰ類（社会）においては、「文化社会学」「コミュニケーション論」「地域と環境の社会学」「グローバリ
ゼーション論」の4科目8単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・展開科目基礎Ⅱ類（資源）においては、「地域資源論」を必修科目とし、「博物館概論」「都市建築史」「民俗学概論」
「保全生態学概論」の4科目8単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・展開科目基礎Ⅲ類（政策・計画）においては、「公共政策概論」を必修科目とし、「地方自治概論」「地域デザイン論」
「国土・都市計画論」「都市と地域の交通」の4科目8単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・展開科目基礎Ⅳ類（交流・産業）においては、「観光学概論」を必修科目とし、「観光マーケティング」「観光政策・計画
論」「観光事業論」の3科目6単位から2科目4単位以上を選択必修とする。
・展開科目全体においては、必修科目と選択必修科目を含めて、基礎から26単位以上、発展から12単位以上を修得
することとし、合計44単位以上を修得することとする。

○履修科目の登録上限
各年次の履修科目の登録の上限は、1年次：42単位、2年次：42単位、3年次：42単位、4年次：48単位とする。

博物館情報・メディア論

博物館実習A

博物館実習B

小計（9科目） -

神社ネットワーク論Ⅰ 

小計（6科目） -

博

物

館

学

課

程

科

目

生涯学習概論

博物館資料論

博物館教育論

博物館資料保存論

博物館展示論

博物館経営論

観光危機管理論

観光まちづくりインターンシップ

小計（8科目） -

関

連

科

目

哲学・倫理学

地理学概論

地域と都市の経済

神道と環境Ⅰ 

観光心理学

田園回帰論

小計（50科目） -

ト

ピ

ッ
ク

ス

科

目

経営学概論

地域ブランディング論

ソーシャル・イノベーション

運輸・観光実践論

不動産投資論

文化芸術政策論

発

展

Ⅳ

類

（
交

流

・

産

業

）

観光行動論

ホスピタリティ・マネジメント論

地域の観光情報メディア

旅行産業論

宿泊産業論

観光地経営論

観光食マネジメント論

世界の観光政策

観光経済論

発

展

Ⅲ

類

（
政

策

・

計

画

）

行財政概論

まちづくり論

農山漁村論

都市保全論

交通計画

住民参加と合意形成

地域減災論

リノベーション論

アートと地域振興

発

展

Ⅱ

類

（
資

源

）

地域遺産論

地域文化創造論

風景計画論

レクリエーション計画論

文化行政・文化財行政概論

自然/環境保護行政概論

世界遺産論

発

展

Ⅰ

類

（
社

会

）

都市とメディアの社会学

ジェンダーの社会学

コミュニティ論

NPOと市民社会

観光社会学

文化人類学

観光事業論
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（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお、設置認可時又は届出時、改正前大学設置基準（令和４年10月１日施行前）に基づき、対象学部等を設置している場合、

　　　　改正後大学設置基準等（令和４年10月１日施行）の適用以前については、改正前様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教育課程等の概要」を確認してください。
　　　・　「基幹教員等の配置」欄は、大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は、「専任教員等の配置」としてください。
　　　・　「基幹教員等の配置」欄の「基幹教員以外の教員（助手を除く）」は、大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は、
　　　　「専任教員以外の教員（助手を除く）」としてください。
　　　・　「認可時又は届出時」には設置認可時又は届出時の授業科目全て（基幹教員（大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は
　　　　「専任教員」）以外の教員（助手を除く）（改正後大学設置基準等の適用以前は兼任、兼担教員）が担当する科目を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　　　なお、設置認可時又は届出時、改正前大学設置基準等（令和４年10月１日施行前）に基づき、対象学部等を設置している場合、
　　　　「認可時又は届出時」の「主要授業科目」欄は削除し、「基幹教員等の配置」欄は「専任教員等の配置」、「基幹教員以外の教員
　　　　（助手を除く）」欄は「兼任・兼担」としてください。その上で、各年度については、「基幹教員（大学院の研究科又は研究科の
　　　　専攻の場合は「専任教員」）」数は、認可時又は届出時の「専任教員」数との比較において変更となっている箇所、
　　　　「基幹教員以外の教員（助手を除く）（大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は「専任教員以外の教員（助手を除く）」）」数は、
　　　　認可時又は届出時の「兼任・兼担」数との比較において変更となっている箇所を太字の赤字としてください。
　　　　（専任教員から基幹教員に変更したことをもって太字の赤字とする必要はありません。）　

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。
　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。
　　　・　不要な年度（令和６年度開設であれば令和５年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）
　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、
　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。
　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、旧カリキュラムについても記載してください。
　　　　　その場合は、新カリキュラムを全て記載したのち、最後に記載欄を追加し、年度ごとに記載してください。　　　　
　　　　　新旧がある年度については、その別がわかるように各年度の右側に（新）又は（旧）と追記してください。
　　　　　（例：記載順）【認可時又は届出時】→【令和７年度】(新)→【令和６年度】(新)→【令和５年度】→【令和４年度】→【令和７年度】(旧)→【令和６年度】(旧)
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【令和４年度】

【令和５年度】

【令和６年度】

【令和７年度】

(注)・  ２（１）-① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、基幹教員等の配置の変更、
　　　　主要授業科目の変更、授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。
　　　　変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。また、改正後大学設置基準（令和４年10月１日施行）の
　　　　適用により、専任教員から基幹教員に変更した場合（例：「専任教員　教授１」から「基幹教員　教授１」に変更）や、
　　　　兼任・兼担教員から基幹教員以外の教員に変更した場合　（例：「兼任教員１」から「基幹教員以外の教員１」に変更）については、
　　　　記入しないでください。
　　　・　不要な年度（令和６年度開設であれば令和５年度以前）の表は適宜削除してください。
　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、新旧の変更内容をそれぞれ１つの枠内に記入してください。

　　　　 　　　　

・「日本文化を知る（儀礼文化研究）」について、担当教員変更により兼任・兼担教員数の小計を「7」から「6」に、兼任・兼担教員数の合計を「73」から「72」にそれぞれ変更。
・「コリア語Ⅰ」「コリア語Ⅱ」について、当初の想定以上に履修希望者が多かったため、新任の兼任教員を1名追加して増コマした。これにより、兼任・兼担教員数を「2」から「3」に、兼任・兼
担教員数の小計を「21」から「22」に、兼任・兼担教員数の合計を「72」から「73」にそれぞれ変更。
・「政治と社会参加（社会を変えるNPO活動）」について、教育効果を考慮した結果、開講時期を「後期」から「前期」に変更。
・「経済理論入門」について、教育効果を考慮した結果、開講時期を「前期」から「後期」に変更。
・「経済学史入門」について、教育効果を考慮した結果、開講時期を「前期」から「後期」に変更。
・「多変量解析」について、教育効果を考慮した結果、開講時期を「前期」から「後期」に変更。
・「地理空間情報分析」について、教育効果を考慮した結果、開講時期を「前期」から「後期」に変更。
・「自然/環境保護行政概論」について、教育効果を考慮した結果、開講時期を「前期」から「後期」に変更。
・「地域ブランディング論」について、教育効果を考慮した結果、開講時期を「前期」から「後期」に変更。
・「不動産投資論」について、教育効果を考慮した結果、開講時期を「前期」から「後期」に変更。
・「基礎ゼミナールA」について、授業の教育効果を考慮した結果、助手を「3」から「4」に変更。
・「基礎ゼミナールB」について、授業の教育効果を考慮した結果、助手を「3」から「5」に変更。

　　　　 　　　　

・「コリア語Ⅰ」「コリア語Ⅱ」について、基幹教員以外の教員数を「3」から「2」に変更。
・「比較文化論Ⅰ」について、教育効果を考慮した結果、開講時期を「後期」から「前期」に変更。
・「経済理論入門」について、教育効果を考慮した結果、開講時期を「後期」から「前期」に変更。
・「経済学史入門」について、教育効果を考慮した結果、開講時期を「後期」から「前期」に変更。
・「地理空間情報分析」について、担当教員（専任講師）の産休・育休取得のため未開講。
・「観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）」について、担当教員のうち専任講師1名が産休・育休取得のため、講師数を「3」から「2」に変更。
・「基礎ゼミナールA」について、担当教員のうち専任講師1名が産休・育休取得のため、講師数を「1」から「0」に変更。
・「国土・都市計画論」について、教育効果を考慮した結果、開講時期を「前期」から「後期」に変更。
・「観光まちづくりインターンシップ」について、教育効果を考慮した結果、配当年次を「3年次」から「2・3年次」に変更。
・「地域と都市の経済」について、教育効果を考慮した結果、開講時期を「後期」から「前期」に変更。

　　　　 　　　　

・科目供出している文学部の開講学年に合わせて、「比較文化論Ⅰ」の開講年度を「１・２年」から「２年」に変更。
・教育効果を考慮した結果、「経済理論入門」の開講時期を「１年後」から「１年前」に変更。
・教育効果を考慮した結果、「経済学史入門」の開講時期を「１年後」から「１年前」に変更。
・科目供出している経済学部のカリキュラムに合わせて、１年次開講「経済理論入門」の修得を履修の条件とするため、「地域と都市の経済」の開講年度を「１年後」から「２年後」に変更。
・「博物館実習Ａ」について、文部科学省「博物館実習ガイドライン」に合わせて、科目単位数を「１単位」から「２単位」に変更。
・「博物館実習Ｂ」について、文部科学省「博物館実習ガイドライン」に合わせて、科目単位数を「２単位」から「１単位」に変更し、開講時期を「４年前」から「４年通」に変更。
・コンピュータの知識や数学的な思考の修得を推奨するため、共通教育科目の選択必修の条件として、「コンピュータと情報Ⅰ」「コンピュータと情報Ⅱ」「情報科学入門」「科学的思考法」「地球
環境と人間」「宇宙物理学入門」から1科目2単位以上を選択必修とすることを追加。
・「基礎ゼミナールA」について、授業の教育効果を考慮した結果、助手を「3名」配置することを追加。
・「基礎ゼミナールB」について、授業の教育効果を考慮した結果、助手を「3名」配置することを追加。

　　　　 　　　　

・共通教育科目の言語スキル科目群の「基礎日本語」の科目名について、現行の全学的なカリキュラムに合わせて「アカデミック・リテラシーズⅠ」に変更。
・「コリア語Ⅰ」「コリア語Ⅱ」について、当初の想定以上に履修希望者が多かったため、新任の兼任教員を1名追加して増コマした。これにより、兼任・兼担教員数を「1」から「2」に、兼任・兼
担教員数の小計を「20」から「21」に、兼任・兼担教員数の合計を「72」から「73」にそれぞれ変更。
・「法学（日本国憲法）」について、兼担教員が派遣研究期間（国内）にあたるため担当教員を新任の兼任教員に変更し、後任教員の本務都合により開講時期を「前期」から「後期」に変更。
・「観光まちづくり演習Ⅰ」「観光まちづくり演習Ⅱ」「観光まちづくり演習Ⅲ」について、授業の教育効果および助手の負担軽減のため助手を「5」から「6」に変更し、助手の人数の小計が「5」
から「6」へ変更。
・「基礎ゼミナールA」について、授業の教育効果を考慮した結果、助手を「3名」配置することを追加。
・「基礎ゼミナールB」について、授業の教育効果を考慮した結果、助手を「3名」配置することを追加。

（１）－②授業科目表に関する変更内容
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科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

(注)・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例:１科目減の場合:△１）

　　　　設置時の計画からの増減を記入してください。
　　　　の授業科目数及び設置時の計画からの増減を記入するとともに、「備考」に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科目数と

9 132

[　　0　　] [　　0　　] [　　0　　] [　　0　　]

10617 106 9

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 自由必修

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「変更状況」には変更後のカリキュラム（新カリキュラム）

選択

132 17
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 地理空間情報分析 2 3 専門 選択

２

３

(注)・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。
　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

(注)・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

(注)・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、
　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　該当がない場合は「未開講の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

　　　・　該当がない場合は「廃止の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

（３） 未開講科目

未開講の理由、代替措置の有無

担当教員の産休・育休取得のため。令和
8年度は前期に開講し、学生の履修計画
に支障が生じないよう適切な対応を講じ
ている。

　　　　ください。
　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

「地理空間情報分析」は、担当教員が産前産後休業および育児休業を取得することとなったため、当該期間における
授業の実施が困難となり、未開講とする判断に至った。本学としては、学生の学修機会の確保を最優先に考え、今後
の履修計画に支障が生じないよう、令和8年度は前期科目として科目開講を再開し、学生への案内等について必要な
対応を講じている。学生には、履修ガイダンス等で全体に周知したうえで、履修相談についても都度個別に適切な対
応を行った。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して
　　　　ください。

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

該当なし

廃止の理由、代替措置の有無
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（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

1

132

(注)・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。
　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0.75
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備考

点

0

( 0)

0
新規購入と計画的除籍
を実施したため（6）

( 0)

スポーツ施設 講堂

6,211㎡ 1,623㎡

点

観光まちづくり
学部

1,646,353
〔332,917〕

1,646,818
 〔332,695〕

1,643,842
 〔332,231〕

1,637,460
 〔332,279〕

1,628,973
 〔331,691〕

7,839
〔1,364〕

10,693
〔2,117〕

10,721
 〔2,120〕

10,726
 〔2,126〕

10,822
 〔2,137〕

10,828
 〔2,148〕

「図書（・電子図
書）」「学術雑誌（・
電子ジャーナル）」に
ついては、学部単位で
の特定不能なため、大
学全体の数

(1,636,855
〔332,919〕)

(1,628,815
 〔332,752〕)
 （1,614,873

 〔332,397〕）
 （1,601,127

 〔332,404〕）
(1,603,863

 〔332,347〕)

(7,839
〔1,364〕)

（10,693
〔2,117〕）

 （10,638
 〔2,115〕）

 （10,571
 〔2,115〕）

(10,511
 〔2,116〕)

(10,671
 〔2,134〕)

（65,611
〔63,643 〕）

 （44,364
 〔42,719〕）

(51,063
 〔49,397〕)

(33,868
 〔32,700〕)

（30）
(20)

計

1,646,353
〔332,917〕

1,646,818
 〔332,695〕

1,643,842
 〔332,231〕

1,637,460
 〔332,279〕

1,628,973
 〔331,691〕

7,839
〔1,364〕

10,693
〔2,117〕

10,721
 〔2,120〕

10,726
 〔2,126〕

10,822
 〔2,137〕

10,828
 〔2,148〕

65,611
〔63,643 〕

75,180
 〔72,925〕

 58,319
 〔56,256〕

77,052
 〔74,607〕

35,087
 〔33,883〕

30
20

(1,636,855
〔332,919〕)

(1,628,815
 〔332,752〕)
 （1,614,873

 〔332,397〕）
 （1,601,127

 〔332,404〕）
(1,603,863

 〔332,347〕)

(7,839
〔1,364〕)

（10,693
〔2,117〕）

 （10,638
 〔2,115〕）

 （10,571
 〔2,115〕）

(10,511
 〔2,116〕)

(10,671
 〔2,134〕)

（65,611
〔63,643 〕）

 （44,364
 〔42,719〕）

(51,063
 〔49,397〕)

(33,868
 〔32,700〕)

（30）
(20)

65,611
〔63,643 〕

75,180
 〔72,925〕

 58,319
 〔56,256〕

77,052
 〔74,607〕

35,087
 〔33,883〕

30
20

〔うち外国書〕 電子図書 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

図
書
・
設
備

冊 〔うち外国書〕 種 〔うち外国書〕

0㎡ 0㎡ 112,498㎡112,498㎡

（102,637㎡）
 （116,772㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(４)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には報告年度の５月１日現在の数値を記入してください。

(注)・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）又は（その１の３）に準じて作成してください。

―　千円

区　　分

157,445㎡0㎡

0㎡ 44,947㎡

8,000千円
 5,000千円

14,975千円
 22,500千円

30,000千円

開設年度

15,041千円
 15,000千円

３０室

【借用面積】4763.07
㎡【借用期間】令和2
年3月1日～令和31年3
月31日

　

新設学部等
の名称

３　施設・設備の整備状況，経費

0㎡
102,637㎡
 116,772㎡

（102,637㎡）
 （116,772㎡）

157,445㎡ 0㎡

計

102,637㎡
 116,772㎡

0㎡

（　　　　　0㎡） （　　　　　0㎡）

校
　
地
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

区　　　　　分

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,300千円 1,060千円

255千円
 350千円

図書購入費

1,060千円

第４年次

(３)教室・教員研究室 教　　　室 １２９室 教員研究室

350千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 手数料収入、補助金収入、寄付金収入、資金運用収入を充当

共 同 研 究 費 等
0千円

 650千円
800千円
 650千円

7,752千円
 5,000千円

0㎡

　　　　「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）
　　　　（複数のキャンパスに分かれている場合、複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び

そ　の　他

合　　　計

44,947㎡

(６) 教員１人当り研究費等

完成年度

厚生補導施設

12,512㎡
大学全体（５）スポーツ施設等

―　千円

設備購入費

1,060千円

図　　書 学術雑誌
機械・器具 標本

(４)

開設年度

第５年次

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、
　　　　その理由及び報告年度「（６）」を「備考」に赤字で記入してください。
　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　高等専門学校については「（３）教室・教員研究室」欄の「教員研究室」は記載不要です。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」
　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（６）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

開設前年度及び開設年
度は実績に基づいた数
値である。
完成年度は令和７年度
（完成年度）予算額の
数値である。
図書費には電子ジャー
ナル・データベースの
整備費（運搬用コスト
含む）を含む。

第６年次

297,408千円
 346,379千円
 150,000千円

開設前年度 完成年度区　　　　分
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大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下の
学科数

0
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

3

年 人 年次 人 年度 年度

人

文学部 4 685 - 2,740 - - 昭和23

　日本文学科 4 250 - 1000 学士
（文学）

- 平成8
※令和4年度より入学定員減（255人
⇒250人）。令和3年度届出済。

　中国文学科 4 60 - 240 学士
（文学）

- 平成8

　外国語文化学科 4 120 - 480 学士
（文学）

- 平成8

　史学科 4 190 - 760 学士
（文学）

- 昭和23

　哲学科 4 65 - 260 学士
（文学）

- 昭和23

法学部 4 500 - 2,000 - - 昭和38

　法律学科 4 500 - 2,000
学士

（法学）
- 昭和38

経済学部 4 510 - 2,040 - - 昭和41

　経済学科 4 255 - 1,020
学士

(経済学)
- 昭和41

※令和2年度より入学定員増（210人
⇒255人）。令和元年度届出済。

　 経済ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ学科 4 - - -
学士

(経済学)
- 平成8

※令和2年度より学生募集停止（150
人⇒0人）。令和元年度届出済。

　経営学科 4 255 - 1,020
学士

(経営学)
- 平成17

※令和2年度より入学定員増（150人
⇒255人）。令和元年度届出済。

神道文化学部 4 180 - 720 - - 平成14

　神道文化学科(昼間主) 4 120 - 480
学士

（文学）
- 平成14

　神道文化学科(夜間主) 4 60 - 240
学士

（文学）
- 平成14

人間開発学部 4 330 - 1,320 - - 平成21

　初等教育学科 4 100 - 400
学士

(教育学)
- 平成21

　健康体育学科 4 130 - 520
学士

(体育学)
- 平成21

　子ども支援学科 4 100 - 400
学士

(教育学)
- 平成25

観光まちづくり学部 4 300 - 1,200 - - 令和4

　観光まちづくり学科 4 300 - 1,200
学士

(観光まちづく
り)

- 令和4

大学全体 4 2,505 - 10,020 - - -

４　既設大学等の状況

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収容定員
充足率

定員変更
年度

（AC期間
の学科の

み）

開設
年度

所在地 備　　考

倍

収容定員
充足率

（控除後）

倍

　國學院大學

1.13 1.09 -

1.13 1.09
東京都渋谷区東
四丁目10番28号

1.00 0.98 同上

1.14 1.09 同上

1.13 1.10 同上

1.26 1.19 同上

1.09 1.06 -

1.09 1.06
東京都渋谷区東
四丁目10番28号

1.15 1.10 -

1.13 1.09
東京都渋谷区東
四丁目10番28号

- - 同上

1.16 1.11 同上

1.13 1.07 -

1.21 1.14
東京都渋谷区東
四丁目10番28号

0.97 0.92 同上

1.12 1.10 -

1.13 1.12
神奈川県横浜市青葉区
新石川三丁目22番地1

1.14 1.11 同上

1.06 1.05 同上

-

1.06 - -

1.06 - 神奈川県横浜市青葉区
新石川三丁目22番地1

--
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　　　・「収容定員充足率」には、報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　・「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」
　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。
　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

　　　　詳しくは、本シート右に記載のコメント機能で操作方法を案内していますのでご参照ください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を記入してください。

　　　・記載項目以外、保護をかけています。不要な行は、「非表示」設定としてください。また、記載する必要がない学校種の記載欄については、
　　　　「入学定員超過率」及び「収容定員充足率」が0.7倍以下又は1.15倍以上の学科数を記入する項目を「－」とした上で、「非表示」設定としてください。

　　　　　履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。
      ・本年度ＡＣの対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和８年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

　　　　また、0.7倍以下又は1.15倍以上の学科については、必ず太字にしてください。当該設定は、学科のみとし、学部及び専攻を太字にする必要はありません。

　　　　開設後、完成年度を迎えていない学科等については、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記載してください。

　　　・「収容定員充足率（控除後含む）」は、小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている場合を含めます。

　　　・「所在地」及び「備考」欄については、セルの結合ではなく、書式設定より設定の上、文字サイズ変更を行ってください。

　　　　報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。（大学院、専攻科及び別科を除く）
        なお、本調査の対象となっている大学等の設置者が設置している他の大学等の状況については、記入する必要はありません。

　　　・学部の学科等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

(注)・本調査の対象となっている大学、短期大学及び高等専門学校（以下「大学等」という。）について、既に設置している学部等（短期大学、高等専門学校にあっては学科等）の
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【認可時又は届出時】 【令和４年度】 【令和５年度】 【令和６年度】 【令和７年度】

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

教員

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

５　教育研究実施組織の状況

＜観光まちづくり学部　観光まちづくり学科＞

（１）ー① 担当教員表

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

専
教授
(学部
長)

西村　幸夫
（69）（高）
＜令和4年4月＞

工学博士

専
教授
(学部
長)

西村　幸夫
（70）

＜令和4年4月＞
工学博士

区分
兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

専
教授
(学部
長)

西村　幸夫
（71）

＜令和4年4月＞
工学博士

専
教授
(学部
長)

西村　幸夫
（72）

＜令和4年4月＞
工学博士

基（主
専）

教授
(学部
長)

西村　幸夫
（73）

＜令和4年4月＞
工学博士

まちづくりと観光※
導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究

まちづくりと観光※
導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究

まちづくりと観光※
導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究

まちづくりと観光※
導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究

まちづくりと観光※
導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究

専 教授

浅野　聡
（57）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

専 教授

浅野　聡
（58）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

専 教授

浅野　聡
（59）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

専 教授

浅野　聡
（60）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

基（主
専）

教授

浅野　聡
（61）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
都市建築史
地域減災論

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
都市建築史
地域減災論

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
都市建築史
地域減災論

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
都市建築史
地域減災論

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
都市建築史
地域減災論

専 教授

井門　隆夫
（62）

＜令和4年4月＞
文学士

基（主
専）

教授

井門　隆夫
（63）

＜令和4年4月＞
文学士

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
観光マーケティング
宿泊産業論

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
観光マーケティング
宿泊産業論

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
観光マーケティング
宿泊産業論

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
観光マーケティング
宿泊産業論

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
観光マーケティング
宿泊産業論

専 教授

井門　隆夫
（60）

＜令和4年4月＞
文学士

専 教授

井門　隆夫
（60）

＜令和4年4月＞
文学士

専 教授

井門　隆夫
（61）

＜令和4年4月＞
文学士

専 教授

石本　東生
（62）

＜令和4年4月＞
Ph.D.(ギリシャ共和国)

基（主
専）

教授

石本　東生
（63）

＜令和4年4月＞
Ph.D.(ギリシャ共和国)

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
観光社会学
世界の観光政策

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
観光社会学
世界の観光政策

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
観光社会学
世界の観光政策

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
観光社会学
世界の観光政策

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
観光社会学
世界の観光政策

専 教授

石本　東生
（60）

＜令和4年4月＞
Ph.D.(ギリシャ共和国)

専 教授

石本　東生
（60）

＜令和4年4月＞
Ph.D.(ギリシャ共和国)

専 教授

石本　東生
（61）

＜令和4年4月＞
Ph.D.(ギリシャ共和国)

専 教授

梅川　智也
（66）

＜令和4年4月＞
社会工学士

基（主
専）

教授

梅川　智也
（67）

＜令和4年4月＞
社会工学士

観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
観光政策・計画論※
観光地経営論※

観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
観光政策・計画論※
観光地経営論※

観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
観光政策・計画論※
観光地経営論※

観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
観光政策・計画論※
観光地経営論※

観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
観光政策・計画論※
観光地経営論※

専 教授

梅川　智也
（64）

＜令和4年4月＞
社会工学士

専 教授

梅川　智也
（64）

＜令和4年4月＞
社会工学士

専 教授

梅川　智也
（65）

＜令和4年4月＞
社会工学士

専 教授

楓（髙橋）千里
（68）

＜令和4年4月＞
政治学士

基（主
専）

教授

楓（髙橋）千里
（69）

＜令和4年4月＞
政治学士

導入ゼミナール
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
地域の観光情報メディア
観光まちづくりインターンシップ

導入ゼミナール
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
地域の観光情報メディア
観光まちづくりインターンシッ
プ

導入ゼミナール
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
地域の観光情報メディア
観光まちづくりインターンシップ

導入ゼミナール
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
地域の観光情報メディア
観光まちづくりインターンシッ
プ

導入ゼミナール
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
地域の観光情報メディア
観光まちづくりインターンシッ
プ

専 教授

楓（髙橋）千里
（66）

＜令和4年4月＞
政治学士

専 教授

楓（髙橋）千里
（66）

＜令和4年4月＞
政治学士

専 教授

楓（髙橋）千里
（67）

＜令和4年4月＞
政治学士

専 教授

小林　裕和
（57）

＜令和4年4月＞
理学士※

基（主
専）

教授

小林　裕和
（58）

＜令和4年4月＞
理学士※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
観光事業論
旅行産業論

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
観光事業論
旅行産業論

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
観光事業論
旅行産業論

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
観光事業論
旅行産業論

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
観光事業論
旅行産業論

専 教授

小林　裕和
（55）

＜令和4年4月＞
理学士※

専 教授

小林　裕和
（55）

＜令和4年4月＞
理学士※

専 教授

小林　裕和
（56）

＜令和4年4月＞
理学士※

専 教授

小林　稔
（64）

＜令和4年4月＞
文学修士

基（主
専）

教授

小林　稔
（65）

＜令和4年4月＞
文学修士

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルA
基礎ゼミナールB
地域資源論※
民俗学概論
地域文化創造論
文化行政・文化財行政概論※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルA
基礎ゼミナールB
地域資源論※
民俗学概論
地域文化創造論
文化行政・文化財行政概論※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルA
基礎ゼミナールB
地域資源論※
民俗学概論
地域文化創造論
文化行政・文化財行政概論※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルA
基礎ゼミナールB
地域資源論※
民俗学概論
地域文化創造論
文化行政・文化財行政概論※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルA
基礎ゼミナールB
地域資源論※
民俗学概論
地域文化創造論
文化行政・文化財行政概論※

専 教授

小林　稔
（62）

＜令和4年4月＞
文学修士

専 教授

小林　稔
（62）

＜令和4年4月＞
文学修士

専 教授

小林　稔
（63）

＜令和4年4月＞
文学修士
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【認可時又は届出時】 【令和４年度】 【令和５年度】 【令和６年度】 【令和７年度】

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

教員

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

区分
兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

専 教授

椎原　晶子
（60）

＜令和4年4月＞
芸術学修士※

基（主
専）

教授

椎原　晶子
（61）

＜令和4年4月＞
芸術学修士※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
リノベーション論
アートと地域振興※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
リノベーション論
アートと地域振興※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
リノベーション論
アートと地域振興※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
リノベーション論
アートと地域振興※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
リノベーション論
アートと地域振興※

専 教授

椎原　晶子
（58）

＜令和4年4月＞
芸術学修士※

専 教授

椎原　晶子
（58）

＜令和4年4月＞
芸術学修士※

専 教授

椎原　晶子
（59）

＜令和4年4月＞
芸術学修士※

専 教授

塩谷　英生
（59）

＜令和4年4月＞
博士（観光科学）

基（主
専）

教授

塩谷　英生
（60）

＜令和4年4月＞
博士（観光科学）

統計分析の基礎
導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
観光経済論

統計分析の基礎
導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
観光経済論

統計分析の基礎
導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
観光経済論

統計分析の基礎
導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
観光経済論

統計分析の基礎
導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
観光経済論

専 教授

塩谷　英生
（57）

＜令和4年4月＞
博士（観光科学）

専 教授

塩谷　英生
（57）

＜令和4年4月＞
博士（観光科学）

専 教授

塩谷　英生
（58）

＜令和4年4月＞
博士（観光科学）

専 教授

下間　久美子
（56）

＜令和4年4月＞
博士(工学)

基（主
専）

教授

下間　久美子
（57）

＜令和4年4月＞
博士(工学)

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルA
地域資源論※
地域遺産論
文化行政・文化財行政概論※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルA
地域資源論※
地域遺産論
文化行政・文化財行政概論※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルA
地域資源論※
地域遺産論
文化行政・文化財行政概論※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルA
地域資源論※
地域遺産論
文化行政・文化財行政概論※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルA
地域資源論※
地域遺産論
文化行政・文化財行政概論※

専 教授

下間　久美子
（54）

＜令和4年4月＞
博士(工学)

専 教授

下間　久美子
（54）

＜令和4年4月＞
博士(工学)

専 教授

下間　久美子
（55）

＜令和4年4月＞
博士(工学)

専 教授

下村　彰男
（69）

＜令和4年4月＞
博士（農学）

基（主
専）

教授

下村　彰男
（70）

＜令和4年4月＞
博士（農学）

観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルB
地域資源論※
保全生態学概論 ※
風景計画論

観光まちづくり演習Ⅰ（調査手
法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルB
地域資源論※
保全生態学概論 ※
風景計画論

観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルB
地域資源論※
保全生態学概論 ※
風景計画論

観光まちづくり演習Ⅰ（調査手
法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルB
地域資源論※
保全生態学概論 ※
風景計画論

観光まちづくり演習Ⅰ（調査手
法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルB
地域資源論※
保全生態学概論 ※
風景計画論

専 教授

下村　彰男
（67）（高）
＜令和4年4月＞
博士（農学）

専 教授

下村　彰男
（67）

＜令和4年4月＞
博士（農学）

専 教授

下村　彰男
（68）

＜令和4年4月＞
博士（農学）

専 教授

十代田　朗
（62）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

基（主
専）

教授

十代田　朗
（63）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルA
国土・都市計画論
観光地経営論※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルA
国土・都市計画論
観光地経営論※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルA
国土・都市計画論
観光地経営論※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルA
国土・都市計画論
観光地経営論※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルA
国土・都市計画論
観光地経営論※

専 教授

十代田　朗
（60）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

専 教授

十代田　朗
（60）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

専 教授

十代田　朗
（61）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

専 教授

南雲　勝志
（67）

＜令和4年4月＞
芸術学士

基（主
専）

教授

南雲　勝志
（68）

＜令和4年4月＞
芸術学士

パブリックデザイン（地域と公共空
間）
プロダクトデザイン（地域と杉）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB

パブリックデザイン（地域と公
共空間）
プロダクトデザイン（地域と
杉）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB

パブリックデザイン（地域と公共空
間）
プロダクトデザイン（地域と杉）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB

パブリックデザイン（地域と公
共空間）
プロダクトデザイン（地域と
杉）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB

パブリックデザイン（地域と公
共空間）
プロダクトデザイン（地域と
杉）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB

専 教授

南雲　勝志
（65）

＜令和4年4月＞
芸術学士

専 教授

南雲　勝志
（65）

＜令和4年4月＞
芸術学士

専 教授

南雲　勝志
（66）

＜令和4年4月＞
芸術学士

専 教授

堀木　美告
（55）

＜令和4年4月＞
修士(農学生命科学)

基（主
専）

教授

堀木　美告
（56）

＜令和4年4月＞
修士(農学生命科学)

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルA
保全生態学概論 ※
観光学概論
観光政策・計画論※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルA
保全生態学概論 ※
観光学概論
観光政策・計画論※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルA
保全生態学概論 ※
観光学概論
観光政策・計画論※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルA
保全生態学概論 ※
観光学概論
観光政策・計画論※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナ―ルA
保全生態学概論 ※
観光学概論
観光政策・計画論※

専 教授

堀木　美告
（52）

＜令和4年4月＞
修士(農学生命科学)

専 教授

堀木　美告
（53）

＜令和4年4月＞
修士(農学生命科学)

専 教授

堀木　美告
（54）

＜令和4年4月＞
修士(農学生命科学)

専 教授

吉見　俊哉
（67）

＜令和5年4月＞
社会学修士

基（主
専）

教授

吉見　俊哉
（68）

＜令和5年4月＞
社会学修士

観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
グローバリゼーション論
都市とメディアの社会学

観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
グローバリゼーション論
都市とメディアの社会学

観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
グローバリゼーション論
都市とメディアの社会学

観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
グローバリゼーション論
都市とメディアの社会学

観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
グローバリゼーション論
都市とメディアの社会学

専 教授

吉見　俊哉
（65）

＜令和5年4月＞
社会学修士

専 教授

吉見　俊哉
（65）

＜令和5年4月＞
社会学修士

専 教授

吉見　俊哉
（66）

＜令和5年4月＞
社会学修士
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専任・
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（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
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教員

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等
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兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

専 教授

米田　誠司
（60）

＜令和4年4月＞
博士(公共政策学)

基（主
専）

教授

米田　誠司
（61）

＜令和4年4月＞
博士(公共政策学)

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
公共政策概論
観光食マネジメント論

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
公共政策概論
観光食マネジメント論

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
公共政策概論
観光食マネジメント論

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
公共政策概論
観光食マネジメント論

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
公共政策概論
観光食マネジメント論

専 教授

米田　誠司
（58）

＜令和4年4月＞
博士(公共政策学)

専 教授

米田　誠司
（58）

＜令和4年4月＞
博士(公共政策学)

専 教授

米田　誠司
（59）

＜令和4年4月＞
博士(公共政策学)

専 准教授

石垣　悟
（49）

＜令和4年4月＞
修士（文学）

基（主
専）

准教授

石垣　悟
（50）

＜令和4年4月＞
修士（文学）

導入ゼミナール
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
博物館概論
博物館資料論
博物館実習A
博物館実習B

導入ゼミナール
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
博物館概論
博物館資料論
博物館実習A
博物館実習B

導入ゼミナール
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
博物館概論
博物館資料論
博物館実習A
博物館実習B

導入ゼミナール
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
博物館概論
博物館資料論
博物館実習A
博物館実習B

導入ゼミナール
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
博物館概論
博物館資料論
博物館実習A
博物館実習B

専 准教授

石垣　悟
（47）

＜令和4年4月＞
修士（文学）

専 准教授

石垣　悟
（47）

＜令和4年4月＞
修士（文学）

専 准教授

石垣　悟
（48）

＜令和4年4月＞
修士（文学）

専
准教授

石山（佐藤）千代
（46）

＜令和4年4月＞
博士(工学)

基（主
専） 准教授

石山（佐藤）千代
（47）

＜令和4年4月＞
博士(工学)

まちづくりと観光※
観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
地域デザイン論

まちづくりと観光※
観光まちづくり演習Ⅰ（調査手
法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
地域デザイン論

まちづくりと観光※
観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
地域デザイン論

まちづくりと観光※
観光まちづくり演習Ⅰ（調査手
法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
地域デザイン論

まちづくりと観光※
観光まちづくり演習Ⅰ（調査手
法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
地域デザイン論

専
准教授

石山（佐藤）千代
（44）

＜令和4年4月＞
博士(工学)

専
准教授

石山（佐藤）千代
（44）

＜令和4年4月＞
博士(工学)

専
准教授

石山（佐藤）千代
（45）

＜令和4年4月＞
博士(工学)

専 准教授

嵩　和雄
（51）

＜令和4年4月＞
修士（工学）※

基（主
専）

准教授

嵩　和雄
（52）

＜令和4年4月＞
修士（工学）※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
田園回帰論
観光まちづくりインターンシップ

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
田園回帰論
観光まちづくりインターンシッ
プ

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
田園回帰論
観光まちづくりインターンシップ

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
田園回帰論
観光まちづくりインターンシッ
プ

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
田園回帰論
観光まちづくりインターンシッ
プ

専 准教授

嵩　和雄
（49）

＜令和4年4月＞
修士（工学）※

専 准教授

嵩　和雄
（49）

＜令和4年4月＞
修士（工学）※

専 准教授

嵩　和雄
（50）

＜令和4年4月＞
修士（工学）※

専 准教授

金　今善
（53）

＜令和4年4月＞
博士（政治学）

基（主
専）

准教授

金　今善
（54）

＜令和4年4月＞
博士（政治学）

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
地方自治概論
住民参加と合意形成

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
地方自治概論
住民参加と合意形成

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
地方自治概論
住民参加と合意形成

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
地方自治概論
住民参加と合意形成

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
地方自治概論
住民参加と合意形成

専 准教授

金　今善
（51）

＜令和4年4月＞
博士（政治学）

専 准教授

金　今善
（51）

＜令和4年4月＞
博士（政治学）

専 准教授

金　今善
（52）

＜令和4年4月＞
博士（政治学）

専 准教授

清野　隆
（45）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

基（主
専）

准教授

清野　隆
（46）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
まちづくり論
観光まちづくりインターンシップ

観光まちづくり演習Ⅰ（調査手
法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
まちづくり論
観光まちづくりインターンシッ
プ

観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
まちづくり論
観光まちづくりインターンシップ

観光まちづくり演習Ⅰ（調査手
法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
まちづくり論
観光まちづくりインターンシッ
プ

観光まちづくり演習Ⅰ（調査手
法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
まちづくり論
観光まちづくりインターンシッ
プ

専 准教授

清野　隆
（43）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

専 准教授

清野　隆
（43）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

専 准教授

清野　隆
（44）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

専 准教授

大門　創
（43）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

基（主
専）

准教授

大門　創
（44）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
都市と地域の交通
交通計画

観光まちづくり演習Ⅰ（調査手
法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
都市と地域の交通
交通計画

観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
都市と地域の交通
交通計画

観光まちづくり演習Ⅰ（調査手
法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
都市と地域の交通
交通計画

観光まちづくり演習Ⅰ（調査手
法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
都市と地域の交通
交通計画

専 准教授

大門　創
（41）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

専 准教授

大門　創
（41）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

専 准教授

大門　創
（42）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

専 准教授

河　炅珍
（42）

＜令和4年4月＞
博士（学際情報学）

基（主
専）

准教授

河　炅珍
（43）

＜令和4年4月＞
博士（学際情報学）

社会学概論※
導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
コミュニケーション論

社会学概論※
導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
コミュニケーション論

社会学概論※
導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
コミュニケーション論

社会学概論※
導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
コミュニケーション論

社会学概論※
導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
コミュニケーション論

専 准教授

河　炅珍
（39）

＜令和4年4月＞
博士（学際情報学）

専 准教授

河　炅珍
（40）

＜令和4年4月＞
博士（学際情報学）

専 准教授

河　炅珍
（41）

＜令和4年4月＞
博士（学際情報学）
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専 准教授

藤岡　麻理子
（43）

＜令和4年4月＞
博士(学術)

基（主
専）

准教授

藤岡　麻理子
（44）

＜令和4年4月＞
博士(学術)

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
世界遺産論

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
世界遺産論

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
世界遺産論

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
世界遺産論

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
世界遺産論

専 准教授

藤岡　麻理子
（41）

＜令和4年4月＞
博士(学術)

専 准教授

藤岡　麻理子
（41）

＜令和4年4月＞
博士(学術)

専 准教授

藤岡　麻理子
（42）

＜令和4年4月＞
博士(学術)

専 准教授

松本　貴文
（42）

＜令和4年4月＞
博士（学術）

基（主
専）

准教授

松本　貴文
（43）

＜令和4年4月＞
博士（学術）

社会学概論※
社会調査法入門
導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
地域と環境の社会学

社会学概論※
社会調査法入門
導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
地域と環境の社会学

社会学概論※
社会調査法入門
導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
地域と環境の社会学

社会学概論※
社会調査法入門
導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
地域と環境の社会学

社会学概論※
社会調査法入門
導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
地域と環境の社会学

専 准教授

松本　貴文
（40）

＜令和4年4月＞
博士（学術）

専 准教授

松本　貴文
（40）

＜令和4年4月＞
博士（学術）

専 准教授

松本　貴文
（41）

＜令和4年4月＞
博士（学術）

専 講師

児玉（大澤）千絵
（34）

＜令和4年4月＞
博士(工学)

基（主
専）

講師

児玉（大澤）千絵
（35）

＜令和4年4月＞
博士(工学)

地理空間情報分析
観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB

地理空間情報分析
観光まちづくり演習Ⅰ（調査手
法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB

地理空間情報分析
観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB

地理空間情報分析
観光まちづくり演習Ⅰ（調査手
法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB

観光まちづくり演習Ⅰ（調査手
法）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB

専 講師

児玉（大澤）千絵
（32）

＜令和4年4月＞
博士(工学)

専 講師

児玉（大澤）千絵
（32）

＜令和4年4月＞
博士(工学)

専 講師

児玉（大澤）千絵
（33）

＜令和4年4月＞
博士(工学)

専 講師

仲野　潤一
（40）

＜令和4年4月＞
修士（情報理工学）※

基（主
専）

講師

仲野　潤一
（41）

＜令和4年4月＞
修士（情報理工学）※

プログラミングと数学基礎
データサイエンス
観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB

プログラミングと数学基礎
データサイエンス
観光まちづくり演習Ⅰ（調査手
法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB

プログラミングと数学基礎
データサイエンス
観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB

プログラミングと数学基礎
データサイエンス
観光まちづくり演習Ⅰ（調査手
法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB

プログラミングと数学基礎
データサイエンス
観光まちづくり演習Ⅰ（調査手
法）
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB

専 講師

仲野　潤一
（38）

＜令和4年4月＞
修士（情報理工学）※

専 講師

仲野　潤一
（38）

＜令和4年4月＞
修士（情報理工学）※

専 講師

仲野　潤一
（39）

＜令和4年4月＞
修士（情報理工学）※

専 講師

楊　惠亘
（43）

＜令和4年4月＞
博士(工学)

基（主
専）

講師

楊　惠亘
（44）

＜令和4年4月＞
博士(工学)

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
都市保全論
アートと地域振興※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
都市保全論
アートと地域振興※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
都市保全論
アートと地域振興※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
都市保全論
アートと地域振興※

導入ゼミナール
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールB
都市保全論
アートと地域振興※

専 講師

楊　惠亘
（41）

＜令和4年4月＞
博士(工学)

専 講師

楊　惠亘
（41）

＜令和4年4月＞
博士(工学)

専 講師

楊　惠亘
（42）

＜令和4年4月＞
博士(工学)

専 助教

潘　梦斐
（36）

＜令和4年4月＞
博士(学際情報学)

基（主
専）

助教

潘　梦斐
（37）

＜令和4年4月＞
博士(学際情報学)

社会学概論※
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
文化社会学

社会学概論※
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
文化社会学

社会学概論※
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・提
案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
文化社会学

社会学概論※
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
文化社会学

社会学概論※
観光まちづくり演習Ⅱ（地域分
析）
観光まちづくり演習Ⅲ（構想・
提案）
専門ゼミナール
卒業研究
基礎ゼミナールA
文化社会学

専 助教

潘　梦斐
（34）

＜令和4年4月＞
修士(学際情報学)※

専 助教

潘　梦斐
（34）

＜令和4年4月＞
博士(学際情報学)

専 助教

潘　梦斐
（35）

＜令和4年4月＞
博士(学際情報学)

日本文化を知る（儀礼文化研究）
日本文化を知る（儀礼文化研
究）

日本文化を知る（儀礼文化研究）

兼担 教授

石井　研士
（67）

＜令和4年4月＞
博士（宗教学） 兼担 教授

石井　研士
（67）

＜令和4年4月＞
博士（宗教学） 兼担 教授

石井　研士
（68）

＜令和4年4月＞
博士（宗教学）

兼担 教授

岩瀨　由佳
（59）

＜令和5年4月＞
博士（言語文化学）

比較文化論Ⅰ 比較文化論Ⅰ 比較文化論Ⅰ 比較文化論Ⅰ

兼担 教授

岩瀨　由佳
（57）

＜令和4年4月＞
博士（言語文化学） 兼担 教授

岩瀨　由佳
（57）

＜令和5年4月＞
博士（言語文化学） 兼担 教授

岩瀨　由佳
（58）

＜令和5年4月＞
博士（言語文化学）

兼担 教授

植原　吉朗
（64）

＜令和4年4月＞
博士（医学）

日本文化を知る（武道の特性と国際
化）
スポーツ実技A

日本文化を知る（武道の特性と
国際化）
スポーツ実技A

日本文化を知る（武道の特性と国際
化）
スポーツ実技A

日本文化を知る（武道の特性と
国際化）
スポーツ実技A

兼担 教授

植原　吉朗
（62）

＜令和4年4月＞
博士（医学）

兼担 教授

植原　吉朗
（62）

＜令和4年4月＞
博士（医学）

兼担 教授

植原　吉朗
（63）

＜令和4年4月＞
博士（医学）

兼担 教授

尾近　裕幸
（60）

＜令和4年4月＞
修士（経済学） その他 教授

尾近　裕幸
（61）

＜令和4年4月＞
修士（経済学）

経済理論入門
経済学史入門

経済理論入門
経済学史入門

経済理論入門
経済学史入門

経済理論入門
経済学史入門

経済理論入門
経済学史入門

兼担 教授

尾近　裕幸
（58）

＜令和4年4月＞
修士（経済学） 兼担 教授

尾近　裕幸
（58）

＜令和4年4月＞
修士（経済学） 兼担 教授

尾近　裕幸
（59）

＜令和4年4月＞
修士（経済学）
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【認可時又は届出時】 【令和４年度】 【令和５年度】 【令和６年度】 【令和７年度】

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

教員

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

区分
兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

兼担 教授

金杉　武司
（51）

＜令和4年4月＞
博士（学術） その他 教授

金杉　武司
（52）

＜令和4年4月＞
博士（学術）

哲学・倫理学 哲学・倫理学 哲学・倫理学 哲学・倫理学 哲学・倫理学

兼担 教授

金杉　武司
（49）

＜令和4年4月＞
博士（学術） 兼担 教授

金杉　武司
（49）

＜令和4年4月＞
博士（学術） 兼担 教授

金杉　武司
（50）

＜令和4年4月＞
博士（学術）

兼担 教授

近藤　良彦
（61）

＜令和4年4月＞
理学博士

その他 教授

近藤　良彦
（62）

＜令和4年4月＞
理学博士

コンピュータと情報Ⅰ
コンピュータと情報Ⅱ
宇宙物理学入門

コンピュータと情報Ⅰ
コンピュータと情報Ⅱ
宇宙物理学入門

コンピュータと情報Ⅰ
コンピュータと情報Ⅱ
宇宙物理学入門

コンピュータと情報Ⅰ
コンピュータと情報Ⅱ
宇宙物理学入門

コンピュータと情報Ⅰ
コンピュータと情報Ⅱ
宇宙物理学入門

兼担 教授

近藤　良彦
（59）

＜令和4年4月＞
理学博士

兼担 教授

近藤　良彦
（59）

＜令和4年4月＞
理学博士

兼担 教授

近藤　良彦
（60）

＜令和4年4月＞
理学博士

兼担 教授

坂本　正徳
（59）

＜令和4年4月＞
博士（理学）

その他 教授

坂本　正徳
（60）

＜令和4年4月＞
博士（理学）

コンピュータと情報Ⅰ
情報科学入門

コンピュータと情報Ⅰ
情報科学入門

コンピュータと情報Ⅰ
情報科学入門

コンピュータと情報Ⅰ
情報科学入門

コンピュータと情報Ⅰ
情報科学入門

兼担 教授

坂本　正徳
（57）

＜令和4年4月＞
博士（理学）

兼担 教授

坂本　正徳
（57）

＜令和4年4月＞
博士（理学）

兼担 教授

坂本　正徳
（58）

＜令和4年4月＞
博士（理学）

兼担 教授

中馬　祥子
（56）

＜令和6年4月＞
社会学修士 その他 教授

中馬　祥子
（57）

＜令和6年4月＞
社会学修士

NPOと市民社会 NPOと市民社会 NPOと市民社会 NPOと市民社会 NPOと市民社会

兼担 教授

中馬　祥子
（56）

＜令和6年4月＞
社会学修士 兼担 教授

中馬　祥子
（54）

＜令和6年4月＞
社会学修士 兼担 教授

中馬　祥子
（55）

＜令和6年4月＞
社会学修士

兼担 教授

中泉　真樹
（66）

＜令和4年4月＞
経済学士

その他 教授

中泉　真樹
（67）

＜令和4年4月＞
経済学士

日本の経済
経済経営数学入門

日本の経済
経済経営数学入門

日本の経済
経済経営数学入門

日本の経済
経済経営数学入門

日本の経済
経済経営数学入門

兼担 教授

中泉　真樹
（64）

＜令和4年4月＞
経済学士

兼担 教授

中泉　真樹
（64）

＜令和4年4月＞
経済学士

兼担 教授

中泉　真樹
（65）

＜令和4年4月＞
経済学士

法と社会参加（企業での活動と法）

兼担 教授

中曽根（市川）玲子
（65）

＜令和4年4月＞
法学修士

兼担 教授

長又　高夫
（59）

＜令和4年4月＞
博士（法学）

その他 教授

長又　高夫
（60）

＜令和4年4月＞
博士（法学）

日本文化を知る（日本文化の普遍性
と固有性）

日本文化を知る（日本文化の普
遍性と固有性）

日本文化を知る（日本文化の普遍性
と固有性）

日本文化を知る（日本文化の普
遍性と固有性）

日本文化を知る（日本文化の普
遍性と固有性）

兼担 教授

長又　高夫
（57）

＜令和4年4月＞
博士（法学）

兼担 教授

長又　高夫
（57）

＜令和4年4月＞
博士（法学）

兼担 教授

長又　高夫
（58）

＜令和4年4月＞
博士（法学）

兼担 教授

林　貢一郎
（50）

＜令和4年4月＞
博士（体育科学） その他 教授

林　貢一郎
（51）

＜令和4年4月＞
博士（体育科学）

スポーツ科学論 スポーツ科学論 スポーツ科学論 スポーツ科学論 スポーツ科学論

兼担 教授

林　貢一郎
（48）

＜令和4年4月＞
博士（体育科学） 兼担 教授

林　貢一郎
（48）

＜令和4年4月＞
博士（体育科学） 兼担 教授

林　貢一郎
（49）

＜令和4年4月＞
博士（体育科学）

法学（日本国憲法） 法学（日本国憲法）

兼担 教授

福岡　英明
（62）

＜令和4年4月＞
博士（法学） 兼担 教授

福岡　英明
（62）

＜令和4年4月＞
博士（法学）

兼担 准教授

伊藤　英之
（41）

＜令和4年4月＞
修士（教育学） その他 准教授

伊藤　英之
（42）

＜令和4年4月＞
修士（教育学）

スポーツ実技B スポーツ実技B スポーツ実技B スポーツ実技B スポーツ実技B

兼担 准教授

伊藤　英之
（39）

＜令和4年4月＞
修士（教育学） 兼担 准教授

伊藤　英之
（39）

＜令和4年4月＞
修士（教育学） 兼担 准教授

伊藤　英之
（40）

＜令和4年4月＞
修士（教育学）

兼担 教授

稲垣　浩
（46）

＜令和5年4月＞
博士（政治学） その他 教授

稲垣　浩
（47）

＜令和5年4月＞
博士（政治学）

行財政概論 行財政概論 行財政概論 行財政概論 行財政概論

兼担 准教授

稲垣　浩
（45）

＜令和5年4月＞
博士（政治学） 兼担 教授

稲垣　浩
（44）

＜令和5年4月＞
博士（政治学） 兼担 教授

稲垣　浩
（45）

＜令和5年4月＞
博士（政治学）

兼担 准教授

小濱　歩
（44）

＜令和4年4月＞
博士（神道学）

その他 准教授

小濱　歩
（45）

＜令和4年4月＞
博士（神道学）

國學院の学び（國學院大學の歴史と
未来）
日本文化を知る（日本文化論と日本
神話）

國學院の学び（國學院大學の歴
史と未来）
日本文化を知る（日本文化論と
日本神話）

國學院の学び（國學院大學の歴史と
未来）
日本文化を知る（日本文化論と日本
神話）

國學院の学び（國學院大學の歴
史と未来）
日本文化を知る（日本文化論と
日本神話）

國學院の学び（國學院大學の歴
史と未来）
日本文化を知る（日本文化論と
日本神話）

兼担 准教授

小濱　歩
（42）

＜令和4年4月＞
博士（神道学）

兼担 准教授

小濱　歩
（42）

＜令和4年4月＞
博士（神道学）

兼担 准教授

小濱　歩
（43）

＜令和4年4月＞
博士（神道学）

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

兼担 准教授

宍戸　節太郎
（52）

＜令和4年4月＞
博士（文学） 兼担 准教授

宍戸　節太郎
（52）

＜令和4年4月＞
博士（文学） 兼担 教授

宍戸　節太郎
（53）

＜令和4年4月＞
博士（文学）

兼担 准教授

千野　謙太郎
（46）

＜令和4年4月＞
博士（学術） その他 准教授

千野　謙太郎
（47）

＜令和4年4月＞
博士（学術）

スポーツ実技B スポーツ実技B スポーツ実技B スポーツ実技B スポーツ実技B

兼担 准教授

千野　謙太郎
（44）

＜令和4年4月＞
博士（学術） 兼担 准教授

千野　謙太郎
（44）

＜令和4年4月＞
博士（学術） 兼担 准教授

千野　謙太郎
（45）

＜令和4年4月＞
博士（学術）

兼担 教授

備前 嘉文
（45）

＜令和4年4月＞
博士（スポーツ科学） その他 教授

備前 嘉文
（46）

＜令和4年4月＞
博士（スポーツ科学）

スポーツ実技A スポーツ実技A スポーツ実技A スポーツ実技A スポーツ実技A

兼担 准教授

備前 嘉文
（43）

＜令和4年4月＞
博士（スポーツ科学） 兼担 准教授

備前 嘉文
（43）

＜令和4年4月＞
博士（スポーツ科学） 兼担 准教授

備前 嘉文
（44）

＜令和4年4月＞
博士（スポーツ科学）

兼担 准教授

羅　芝賢
（39）

＜令和4年4月＞
博士（法学）

行政と市民生活（デジタル時代の行
政と社会）

行政と市民生活（デジタル時代
の行政と社会）

行政と市民生活（デジタル時代の行
政と社会）

行政と市民生活（デジタル時代
の行政と社会）

兼担 講師

羅　芝賢
（37）

＜令和4年4月＞
博士（法学） 兼担 准教授

羅　芝賢
（37）

＜令和4年4月＞
博士（法学） 兼担 准教授

羅　芝賢
（38）

＜令和4年4月＞
博士（法学）
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【認可時又は届出時】 【令和４年度】 【令和５年度】 【令和６年度】 【令和７年度】

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

教員

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

区分
兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

兼担 准教授

大道（山中）晴香
（38）

＜令和4年4月＞
博士（宗教学）

その他 准教授

大道（山中）晴香
（39）

＜令和4年4月＞
博士（宗教学）

神道と文化
神社ネットワーク論Ⅰ

神道と文化
神社ネットワーク論Ⅰ

神道と文化
神社ネットワーク論Ⅰ

神道と文化
神社ネットワーク論Ⅰ
日本文化を知る（儀礼文化研
究）

神道と文化
神社ネットワーク論Ⅰ
日本文化を知る（儀礼文化研
究）

兼担 助教

大道（山中）晴香
（36）

＜令和4年4月＞
博士（宗教学）

兼担 助教

大道（山中）晴香
（36）

＜令和4年4月＞
博士（宗教学）

兼担 助教

大道（山中）晴香
（37）

＜令和4年4月＞
博士（宗教学）

兼担 准教授

柏木　亨介
（47）

＜令和4年4月＞
博士（文学）

その他 准教授

柏木　亨介
（48）

＜令和4年4月＞
博士（文学）

神道と文化
神道と環境Ⅰ

神道と文化
神道と環境Ⅰ

神道と文化
神道と環境Ⅰ

神道と文化
神道と環境Ⅰ

神道と文化
神道と環境Ⅰ

兼担 助教

柏木　亨介
（45）

＜令和4年4月＞
博士（文学）

兼担 助教

柏木　亨介
（45）

＜令和4年4月＞
博士（文学）

兼担 助教

柏木　亨介
（46）

＜令和4年4月＞
博士（文学）

その他 准教授

田村　昌大
（44）

＜令和7年4月＞
博士（スポーツ健康科学）

日本文化を知る（武道の特性
と国際化）
スポーツ実技A

兼任 講師

東　徹
（62）

＜令和6年4月＞
修士（商学） その他 講師

東　徹
（63）

＜令和6年4月＞
修士（商学）

地域ブランディング論 地域ブランディング論

兼任 講師

安倍　宰
（61）

＜令和6年4月＞
博士（政治学） その他 講師

安倍　宰
（62）

＜令和6年4月＞
博士（政治学）

文化人類学 文化人類学 文化人類学 文化人類学 文化人類学

兼任 講師

安倍　宰
（61）

＜令和6年4月＞
博士（政治学） 兼任 講師

安倍　宰
（59）

＜令和6年4月＞
博士（政治学） 兼任 講師

安倍　宰
（60）

＜令和6年4月＞
博士（政治学）

その他 講師

阿部　哲也
（39）

＜令和7年4月＞
法務博士

法と社会参加（企業での活動
と法）

兼任 講師

荒木　臣紀
（55）

＜令和5年4月＞
修士（芸術学） その他 講師

荒木　臣紀
（56）

＜令和5年4月＞
修士（芸術学）

博物館資料保存論 博物館資料保存論 博物館資料保存論 博物館資料保存論 博物館資料保存論

兼任 講師

荒木　臣紀
（54）

＜令和5年4月＞
修士（芸術学） 兼任 講師

荒木　臣紀
（53）

＜令和5年4月＞
修士（芸術学） 兼任 講師

荒木　臣紀
（54）

＜令和5年4月＞
修士（芸術学）

兼任 講師

猪刈　由紀
（52）

＜令和5年4月＞
博士（哲学）

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

その他 講師

池田　和子
（51）

＜令和7年4月＞
博士（観光科学）

地理学概論

兼任 講師

石原　久子
（58）

＜令和5年4月＞
文学修士※

その他 講師

石原　久子
（59）

＜令和5年4月＞
文学修士※

英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅰ
英語Ⅱ
英語Ⅲ
英語Ⅳ

兼任 講師

石原　久子
（57）

＜令和5年4月＞
文学修士※

兼任 講師

石原　久子
（56）

＜令和5年4月＞
文学修士※

兼任 講師

石原　久子
（57）

＜令和5年4月＞
文学修士※

兼任 講師

市村　真実
（41）

＜令和5年4月＞
修士（文学）※ その他 講師

市村　真実
（42）

＜令和5年4月＞
修士（文学）※

博物館教育論 博物館教育論 博物館教育論 博物館教育論 博物館教育論

兼任 講師

市村　真実
（40）

＜令和5年4月＞
修士（文学）※ 兼任 講師

市村　真実
（39）

＜令和5年4月＞
修士（文学）※ 兼任 講師

市村　真実
（40）

＜令和5年4月＞
修士（文学）※

兼任 講師

岩松　真紀
（60）

＜令和5年4月＞
博士（農学） その他 講師

岩松　真紀
（61）

＜令和5年4月＞
博士（農学）

生涯学習概論 生涯学習概論 生涯学習概論

兼任 講師

岩松　真紀
（59）

＜令和5年4月＞
博士（農学）

兼任 講師

大森　尚子
（58）

＜令和5年4月＞
文学修士※ その他 講師

大森　尚子
（59）

＜令和5年4月＞
文学修士※

英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅲ
英語Ⅳ

兼任 講師

大森　尚子
（57）

＜令和5年4月＞
文学修士※ 兼任 講師

大森　尚子
（56）

＜令和5年4月＞
文学修士※ 兼任 講師

大森　尚子
（57）

＜令和5年4月＞
文学修士※

兼任 講師

岡田　誠
（50）

＜令和4年4月＞
博士（文学） その他 講師

岡田　誠
（51）

＜令和4年4月＞
博士（文学）

基礎日本語 基礎日本語 アカデミック・リテラシーズⅠ アカデミック・リテラシーズⅠ アカデミック・リテラシーズⅠ

兼任 講師

岡田　誠
（48）

＜令和4年4月＞
博士（文学） 兼任 講師

岡田　誠
（48）

＜令和4年4月＞
博士（文学） 兼任 講師

岡田　誠
（49）

＜令和4年4月＞
博士（文学）

兼任 講師

岡部　友彦
（46）

＜令和5年4月＞
修士（工学）※ その他 講師

岡部　友彦
（47）

＜令和5年4月＞
修士（工学）※

ソーシャル・イノベーション ソーシャル・イノベーション ソーシャル・イノベーション ソーシャル・イノベーション ソーシャル・イノベーション

兼任 講師

岡部　友彦
（45）

＜令和5年4月＞
修士（工学）※ 兼任 講師

岡部　友彦
（44）

＜令和5年4月＞
修士（工学）※ 兼任 講師

岡部　友彦
（45）

＜令和5年4月＞
修士（工学）※

兼任 講師

岡本　さだこ
（67）

＜令和5年4月＞
文学修士 その他 講師

岡本　さだこ
（68）

＜令和5年4月＞
文学修士

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

兼任 講師

岡本　さだこ
（66）

＜令和5年4月＞
文学修士

兼任 講師

奥田　麻衣
（46）

＜令和4年4月＞
博士（学術） その他 講師

奥田　麻衣
（47）

＜令和4年4月＞
博士（学術）

地球環境と人間 地球環境と人間 地球環境と人間 地球環境と人間 地球環境と人間

兼任 講師

奥田　麻衣
（44）

＜令和4年4月＞
博士（学術） 兼任 講師

奥田　麻衣
（44）

＜令和4年4月＞
博士（学術） 兼任 講師

奥田　麻衣
（45）

＜令和4年4月＞
博士（学術）
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【認可時又は届出時】 【令和４年度】 【令和５年度】 【令和６年度】 【令和７年度】

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

教員

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

区分
兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

兼任 講師

小野　雅子
（60）

＜令和4年4月＞
文学修士 兼任 講師

小野　雅子
（60）

＜令和4年4月＞
文学修士

兼任 講師

片山　美由紀
（59）

＜令和5年4月＞
人文学修士※ その他 講師

片山　美由紀
（60）

＜令和5年4月＞
人文学修士※

観光心理学 観光心理学 観光心理学 観光心理学 観光心理学

兼任 講師

片山　美由紀
（58）

＜令和5年4月＞
人文学修士※ 兼任 講師

片山　美由紀
（57）

＜令和5年4月＞
人文学修士※ 兼任 講師

片山　美由紀
（58）

＜令和5年4月＞
人文学修士※

兼任 講師

角屋　明彦
（67）

＜令和4年4月＞
学術修士※ その他 講師

角屋　明彦
（68）

＜令和4年4月＞
学術修士※

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

兼任 講師

角屋　明彦
（65）

＜令和4年4月＞
学術修士※ 兼任 講師

角屋　明彦
（65）

＜令和4年4月＞
学術修士※ 兼任 講師

角屋　明彦
（66）

＜令和4年4月＞
学術修士※

兼任 講師

上綱（菅野）久美子
（59）

＜令和5年4月＞
芸術学修士 その他 講師

上綱（菅野）久美子
（60）

＜令和5年4月＞
芸術学修士

観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法） 観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法） 観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法） 観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法） 観光まちづくり演習Ⅰ（調査手法）

兼任 講師

上綱（菅野）久美子
（58）

＜令和5年4月＞
芸術学修士 兼任 講師

上綱（菅野）久美子
（57）

＜令和5年4月＞
芸術学修士 兼任 講師

上綱（菅野）久美子
（58）

＜令和5年4月＞
芸術学修士

兼任 講師

桔川　純子
（60）

＜令和4年4月＞
文学修士 その他 講師

桔川　純子
（61）

＜令和4年4月＞
文学修士

政治と社会参加（社会を変えるNPO
活動）

政治と社会参加（社会を変える
NPO活動）

政治と社会参加（社会を変えるNPO
活動）

政治と社会参加（社会を変える
NPO活動）

政治と社会参加（社会を変える
NPO活動）

兼任 講師

桔川　純子
（58）

＜令和4年4月＞
文学修士 兼任 講師

桔川　純子
（58）

＜令和4年4月＞
文学修士 兼任 講師

桔川　純子
（59）

＜令和4年4月＞
文学修士

兼任 講師

木下　令子
（68）

＜令和4年4月＞
文学士 その他 講師

木下　令子
（69）

＜令和4年4月＞
文学士

スペイン語Ⅰ
スペイン語Ⅱ

スペイン語Ⅰ
スペイン語Ⅱ

スペイン語Ⅰ
スペイン語Ⅱ

スペイン語Ⅰ
スペイン語Ⅱ

スペイン語Ⅰ
スペイン語Ⅱ

兼任 講師

木下　令子
（66）

＜令和4年4月＞
文学士 兼任 講師

木下　令子
（66）

＜令和4年4月＞
文学士 兼任 講師

木下　令子
（67）

＜令和4年4月＞
文学士

その他 講師

栗原　祐司
（58）

＜令和7年4月＞
法学士、学士（教養）

博物館経営論

兼任 講師

後藤　知美
（39）

＜令和6年4月＞
博士（文学） その他 講師

後藤　知美
（40）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

博物館展示論 博物館展示論 博物館展示論 博物館展示論 博物館展示論

兼任 講師

後藤　知美
（39）

＜令和6年4月＞
博士（文学） 兼任 講師

後藤　知美
（37）

＜令和6年4月＞
博士（文学） 兼任 講師

後藤　知美
（38）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

兼任 講師

後藤　靖子
（66）

＜令和5年4月＞
法学士 その他 講師

後藤　靖子
（67）

＜令和5年4月＞
法学士

運輸・観光実践論 運輸・観光実践論 運輸・観光実践論 運輸・観光実践論 運輸・観光実践論

兼任 講師

後藤　靖子
（65）

＜令和5年4月＞
法学士 兼任 講師

後藤　靖子
（64）

＜令和5年4月＞
法学士 兼任 講師

後藤　靖子
（65）

＜令和5年4月＞
法学士

法学（日本国憲法）

兼任 講師

小林　宇宙
（27）

＜令和5年4月＞
修士（法学）

兼任 講師

小堀（佐々木）貴子
（36）

＜令和5年4月＞
博士（農学） その他 講師

小堀（佐々木）貴子
（37）

＜令和5年4月＞
博士（農学）

レクリエーション計画論 レクリエーション計画論 レクリエーション計画論 レクリエーション計画論 レクリエーション計画論

兼任 講師

小堀（佐々木）貴子
（35）

＜令和5年4月＞
博士（農学） 兼任 講師

小堀（佐々木）貴子
（34）

＜令和5年4月＞
博士（農学） 兼任 講師

小堀（佐々木）貴子
（35）

＜令和5年4月＞
博士（農学）

兼任 講師

齋藤 弘崇
（43）

＜令和4年4月＞
修士（文学）※ その他 講師

齋藤 弘崇
（44）

＜令和4年4月＞
修士（文学）※

フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ

フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ

フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ

フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ

フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ

兼任 講師

齋藤 弘崇
（41）

＜令和4年4月＞
修士（文学）※ 兼任 講師

齋藤 弘崇
（41）

＜令和4年4月＞
修士（文学）※ 兼任 講師

齋藤 弘崇
（42）

＜令和4年4月＞
修士（文学）※

兼任 講師

佐藤 千明
（66）

＜令和4年4月＞
文学修士 その他 講師

佐藤 千明
（67）

＜令和4年4月＞
文学修士

フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ

フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ

フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ

フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ

フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ

兼任 講師

佐藤 千明
（64）

＜令和4年4月＞
文学修士 兼任 講師

佐藤 千明
（64）

＜令和4年4月＞
文学修士 兼任 講師

佐藤 千明
（65）

＜令和4年4月＞
文学修士

兼任 講師

佐野　敦子
（52）

＜令和5年4月＞
博士（社会デザイン学） その他 講師

佐野　敦子
（53）

＜令和5年4月＞
博士（社会デザイン学）

ジェンダーの社会学 ジェンダーの社会学 ジェンダーの社会学 ジェンダーの社会学 ジェンダーの社会学

兼任 講師

佐野　敦子
（51）

＜令和5年4月＞
博士（社会デザイン学） 兼任 講師

佐野　敦子
（50）

＜令和5年4月＞
博士（社会デザイン学） 兼任 講師

佐野　敦子
（51）

＜令和5年4月＞
博士（社会デザイン学）

兼任 講師

柴田　竜太郎
（28）

＜令和6年4月＞
博士（法学） その他 講師

柴田　竜太郎
（29）

＜令和6年4月＞
博士（法学）

法学（日本国憲法） 法学（日本国憲法）

その他 講師

島田　裕平
（27）

＜令和7年4月＞
公衆衛生学修士（専門職）

行政と市民生活（デジタル時
代の行政と社会）

兼任 講師

首藤（吉中）理彩子
（50）

＜令和4年4月＞
修士（英米言語学） その他 講師

首藤（吉中）理彩子
（51）

＜令和4年4月＞
修士（英米言語学）

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

兼任 講師

首藤（吉中）理彩子
（48）

＜令和4年4月＞
修士（英米言語学） 兼任 講師

首藤（吉中）理彩子
（48）

＜令和4年4月＞
修士（英米言語学） 兼任 講師

首藤（吉中）理彩子
（49）

＜令和4年4月＞
修士（英米言語学）

兼任 講師

 John Pak
（67）

＜令和4年4月＞
Master of Arts（米国） その他 講師

 John Pak
（68）

＜令和4年4月＞
Master of Arts（米国）

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

兼任 講師

 John Pak
（65）

＜令和4年4月＞
Master of Arts（米国） 兼任 講師

 John Pak
（65）

＜令和4年4月＞
Master of Arts（米国） 兼任 講師

 John Pak
（66）

＜令和4年4月＞
Master of Arts（米国）
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【認可時又は届出時】 【令和４年度】 【令和５年度】 【令和６年度】 【令和７年度】

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

教員

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

区分
兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

兼任 講師

杉本　興運
（37）

＜令和4年4月＞
博士（観光科学）

地理学概論 地理学概論 地理学概論 地理学概論

兼任 講師

杉本　興運
（35）

＜令和4年4月＞
博士（観光科学） 兼任 講師

杉本　興運
（35）

＜令和4年4月＞
博士（観光科学） 兼任 講師

杉本　興運
（36）

＜令和4年4月＞
博士（観光科学）

兼任 講師

圖司　直也
（48）

＜令和5年4月＞
博士(農学） その他 講師

圖司　直也
（49）

＜令和5年4月＞
博士(農学）

農山漁村論 農山漁村論 農山漁村論 農山漁村論 農山漁村論

兼任 講師

圖司　直也
（47）

＜令和5年4月＞
博士(農学） 兼任 講師

圖司　直也
（46）

＜令和5年4月＞
博士(農学） 兼任 講師

圖司　直也
（47）

＜令和5年4月＞
博士(農学）

兼任 講師

鈴木　卓治
（58）

＜令和6年4月＞
博士（学術） その他 講師

鈴木　卓治
（59）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

博物館情報・メディア論 博物館情報・メディア論 博物館情報・メディア論 博物館情報・メディア論 博物館情報・メディア論

兼任 講師

鈴木　卓治
（58）

＜令和6年4月＞
博士（学術） 兼任 講師

鈴木　卓治
（56）

＜令和6年4月＞
博士（学術） 兼任 講師

鈴木　卓治
（57）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

兼任 講師

高久　健二
（56）

＜令和4年4月＞
文学博士（韓国）

コリア語Ⅰ
コリア語Ⅱ

コリア語Ⅰ
コリア語Ⅱ

コリア語Ⅰ
コリア語Ⅱ

コリア語Ⅰ
コリア語Ⅱ

兼任 講師

高久　健二
（54）

＜令和4年4月＞
文学博士（韓国） 兼任 講師

高久　健二
（54）

＜令和4年4月＞
文学博士（韓国） 兼任 講師

高久　健二
（55）

＜令和4年4月＞
文学博士（韓国）

兼任 講師

髙橋　佳江
（63）

＜令和5年4月＞
文学修士 その他 講師

髙橋　佳江
（64）

＜令和5年4月＞
文学修士

英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅲ
英語Ⅳ

兼任 講師

髙橋　佳江
（62）

＜令和5年4月＞
文学修士 兼任 講師

髙橋　佳江
（61）

＜令和5年4月＞
文学修士 兼任 講師

髙橋　佳江
（62）

＜令和5年4月＞
文学修士

兼任 講師

髙松　正人
（65）

＜令和6年4月＞
教育学士 その他 講師

髙松　正人
（66）

＜令和6年4月＞
教育学士

観光危機管理論 観光危機管理論 観光危機管理論 観光危機管理論 観光危機管理論

兼任 講師

髙松　正人
（65）

＜令和6年4月＞
教育学士 兼任 講師

髙松　正人
（63）

＜令和6年4月＞
教育学士 兼任 講師

髙松　正人
（64）

＜令和6年4月＞
教育学士

その他 講師

田窪　大介
（48）

＜令和7年4月＞
ドイツ文学修士

比較文化論Ⅰ

その他 講師

立川　睦美
（56）

＜令和7年4月＞
修士(言語学)・修士（学術）

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

兼任 講師

田中　ゆり
（56）

＜令和5年4月＞
修士（文学）※

Master of Arts（ドイツ） その他 講師

田中　ゆり
（57）

＜令和5年4月＞
修士（文学）※

Master of Arts（ドイツ）

英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅲ
英語Ⅳ

兼任 講師

田中　ゆり
（55）

＜令和5年4月＞
修士（文学）※

Master of Arts（ドイツ） 兼任 講師

田中　ゆり
（54）

＜令和5年4月＞
修士（文学）※

Master of Arts（ドイツ） 兼任 講師

田中　ゆり
（55）

＜令和5年4月＞
修士（文学）※

Master of Arts（ドイツ）

兼任 講師

丹治　朋子
（54）

＜令和5年4月＞
修士（社会学）※ その他 講師

丹治　朋子
（55）

＜令和5年4月＞
修士（社会学）※

ホスピタリティ・マネジメント論 ホスピタリティ・マネジメント論 ホスピタリティ・マネジメント論 ホスピタリティ・マネジメント論 ホスピタリティ・マネジメント論

兼任 講師

丹治　朋子
（53）

＜令和5年4月＞
修士（社会学）※ 兼任 講師

丹治　朋子
（52）

＜令和5年4月＞
修士（社会学）※ 兼任 講師

丹治　朋子
（53）

＜令和5年4月＞
修士（社会学）※

生涯学習概論 生涯学習概論

兼任 講師

丹野（江部）春香
（36）

＜令和5年4月＞
修士（教育学） 兼任 講師

丹野（江部）春香
（35）

＜令和5年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

崔　英善
（56）

＜令和6年4月＞
修士（政策・メディア） その他 講師

崔　英善
（57）

＜令和6年4月＞
修士（政策・メディア）

コリア語Ⅰ
コリア語Ⅱ

コリア語Ⅰ
コリア語Ⅱ

兼任 講師

坪原　紳二
（59）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

Ph.D.(オランダ） その他 講師

坪原　紳二
（60）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

Ph.D.(オランダ）

コミュニティ論 コミュニティ論 コミュニティ論 コミュニティ論 コミュニティ論

兼任 講師

坪原　紳二
（59）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

Ph.D.(オランダ） 兼任 講師

坪原　紳二
（57）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

Ph.D.(オランダ） 兼任 講師

坪原　紳二
（58）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

Ph.D.(オランダ）

兼任 講師

津山 拓也
（61）

＜令和4年4月＞
文学修士 その他 講師

津山 拓也
（62）

＜令和4年4月＞
文学修士

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

兼任 講師

津山 拓也
（59）

＜令和4年4月＞
文学修士 兼任 講師

津山 拓也
（59）

＜令和4年4月＞
文学修士 兼任 講師

津山 拓也
（60）

＜令和4年4月＞
文学修士

兼任 講師

戸井　久
（55）

＜令和4年4月＞
博士（中国学） その他 講師

戸井　久
（56）

＜令和4年4月＞
博士（中国学）

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

兼任 講師

戸井　久
（53）

＜令和4年4月＞
博士（中国学） 兼任 講師

戸井　久
（53）

＜令和4年4月＞
博士（中国学） 兼任 講師

戸井　久
（54）

＜令和4年4月＞
博士（中国学）

兼任 講師

土手　昭伸
（51）

＜令和4年4月＞
博士（理学） その他 講師

土手　昭伸
（52）

＜令和4年4月＞
博士（理学）

科学的思考法 科学的思考法 科学的思考法 科学的思考法 科学的思考法

兼任 講師

土手　昭伸
（49）

＜令和4年4月＞
博士（理学） 兼任 講師

土手　昭伸
（49）

＜令和4年4月＞
博士（理学） 兼任 講師

土手　昭伸
（50）

＜令和4年4月＞
博士（理学）

兼任 講師

富所　明秀
（52）

＜令和5年4月＞
博士（文学） その他 講師

富所　明秀
（53）

＜令和5年4月＞
博士（文学）

コリア語Ⅰ
コリア語Ⅱ

コリア語Ⅰ
コリア語Ⅱ

コリア語Ⅰ
コリア語Ⅱ

兼任 講師

富所　明秀
（51）

＜令和5年4月＞
博士（文学）
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【認可時又は届出時】 【令和４年度】 【令和５年度】 【令和６年度】 【令和７年度】

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

教員

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

区分
兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

(注)・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）（その２の２）（その２の３）に準じて作成してください。
　　　　　なお、設置認可時又は届出時、改正前大学設置基準等（令和４年10月１日施行前）に基づき、対象学部等を設置している場合、改正後大学設置基準等（令和４年10月１日施行）の適用以前については、
　　　　　改正前様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教員名簿」を確認してください。
　　　・　「認可時又は届出時」には設置認可時又は届出時の教員全て（基幹教員（大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は「専任教員」）以外の教員（助手を除く）（改正後大学設置基準等の適用以前は兼任、兼担教員）を含む。）を黒字で記入してください。
　　　　その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

その他 講師

外山　昌樹
（40）

＜令和7年4月＞
博士（経営学）

多変量解析

兼任 講師

中村　大
（56）

＜令和6年4月＞
修士（歴史学）

多変量解析 多変量解析 多変量解析 多変量解析

兼任 講師

中村　大
（56）

＜令和6年4月＞
修士（歴史学） 兼任 講師

中村　大
（54）

＜令和6年4月＞
修士（歴史学） 兼任 講師

中村　大
（55）

＜令和6年4月＞
修士（歴史学）

兼任 講師

橋本　俊哉
（61）

＜令和5年4月＞
博士（工学） その他 講師

橋本　俊哉
（62）

＜令和5年4月＞
博士（工学）

観光行動論 観光行動論 観光行動論 観光行動論 観光行動論

兼任 講師

橋本　俊哉
（60）

＜令和5年4月＞
博士（工学） 兼任 講師

橋本　俊哉
（59）

＜令和5年4月＞
博士（工学） 兼任 講師

橋本　俊哉
（60）

＜令和5年4月＞
博士（工学）

兼任 講師

花田　弘介
（39）

＜令和4年4月＞
法務博士（専門職）

法と社会参加（企業での活動
と法）

法と社会参加（企業での活動と
法）

法と社会参加（企業での活動と
法）

兼任 講師

花田　弘介
（37）

＜令和4年4月＞
法務博士（専門職） 兼任 講師

花田　弘介
（38）

＜令和4年4月＞
法務博士（専門職）

兼任 講師

原　功
（48）

＜令和5年4月＞
修士（言語学）※ その他 講師

原　功
（49）

＜令和5年4月＞
修士（言語学）※

英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅲ
英語Ⅳ

兼任 講師

原　功
（47）

＜令和5年4月＞
修士（言語学）※ 兼任 講師

原　功
（46）

＜令和5年4月＞
修士（言語学）※ 兼任 講師

原　功
（47）

＜令和5年4月＞
修士（言語学）※

兼任 講師

半田　昌之
（69）

＜令和6年4月＞
法学士

博物館経営論 博物館経営論 博物館経営論 博物館経営論

兼任 講師

半田　昌之
（69）

＜令和6年4月＞
法学士 兼任 講師

半田　昌之
（67）

＜令和6年4月＞
法学士 兼任 講師

半田　昌之
（68）

＜令和6年4月＞
法学士

地域ブランディング論 地域ブランディング論 地域ブランディング論

兼任 講師

深谷　信介
（59）

＜令和5年4月＞
修士（工学） 兼任 講師

深谷　信介
（58）

＜令和5年4月＞
修士（工学） 兼任 講師

深谷　信介
（59）

＜令和5年4月＞
修士（工学）

兼任 講師

福井　一喜
（36）

＜令和5年4月＞
博士（理学） その他 講師

福井　一喜
（36）

＜令和5年4月＞
博士（理学）

地域と都市の経済 地域と都市の経済 地域と都市の経済 地域と都市の経済 地域と都市の経済

兼任 講師

福井　一喜
（34）

＜令和4年4月＞
博士（理学） 兼任 講師

福井　一喜
（34）

＜令和5年4月＞
博士（理学） 兼任 講師

福井　一喜
（35）

＜令和5年4月＞
博士（理学）

兼任 講師

寶喜　みどり
（65）

＜令和4年4月＞
文学修士 その他 講師

寶喜　みどり
（66）

＜令和4年4月＞
文学修士

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

兼任 講師

寶喜　みどり
（63）

＜令和4年4月＞
文学修士 兼任 講師

寶喜　みどり
（63）

＜令和4年4月＞
文学修士 兼任 講師

寶喜　みどり
（64）

＜令和4年4月＞
文学修士

兼任 講師

本間　由香利
（58）

＜令和4年4月＞
修士（言語学）※ その他 講師

本間　由香利
（59）

＜令和4年4月＞
修士（言語学）※

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

兼任 講師

本間　由香利
（56）

＜令和4年4月＞
修士（言語学）※ 兼任 講師

本間　由香利
（56）

＜令和4年4月＞
修士（言語学）※ 兼任 講師

本間　由香利
（57）

＜令和4年4月＞
修士（言語学）※

兼任 講師

牧野　修也
（56）

＜令和5年4月＞
博士（社会学） その他 講師

牧野　修也
（57）

＜令和5年4月＞
博士（社会学）

質的調査法 質的調査法 質的調査法 質的調査法 質的調査法

兼任 講師

牧野　修也
（55）

＜令和5年4月＞
博士（社会学） 兼任 講師

牧野　修也
（54）

＜令和5年4月＞
博士（社会学） 兼任 講師

牧野　修也
（55）

＜令和5年4月＞
博士（社会学）

兼任 講師

増山　榮一
（68）

＜令和4年4月＞
Ph.D.Anthropology（米国）

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

兼任 講師

増山　榮一
（66）

＜令和4年4月＞
Ph.D.Anthropology（米国） 兼任 講師

増山　榮一
（66）

＜令和4年4月＞
Ph.D.Anthropology（米国） 兼任 講師

増山　榮一
（67）

＜令和4年4月＞
Ph.D.Anthropology（米国）

兼任 講師

水野（板垣）由香里
（49）

＜令和4年4月＞
博士（経営学） その他 講師

水野（板垣）由香里
（50）

＜令和4年4月＞
博士（経営学）

経営学概論 経営学概論 経営学概論 経営学概論 経営学概論

兼任 講師

水野（板垣）由香里
（47）

＜令和4年4月＞
博士（経営学） 兼任 講師

水野（板垣）由香里
（47）

＜令和4年4月＞
博士（経営学） 兼任 講師

水野（板垣）由香里
（48）

＜令和4年4月＞
博士（経営学）

兼任 講師

吉本　光宏
（65）

＜令和6年4月＞
工学修士 その他 講師

吉本　光宏
（66）

＜令和6年4月＞
工学修士

文化芸術政策論 文化芸術政策論 文化芸術政策論 文化芸術政策論 文化芸術政策論

兼任 講師

吉本　光宏
（65）

＜令和6年4月＞
工学修士 兼任 講師

吉本　光宏
（63）

＜令和6年4月＞
工学修士 兼任 講師

吉本　光宏
（64）

＜令和6年4月＞
工学修士

兼任 講師

リム・ペクチェン
（52）

＜令和5年4月＞
博士（学術） その他 講師

リム・ペクチェン
（53）

＜令和5年4月＞
博士（学術）

Japan Studies Japan Studies Japan Studies Japan Studies Japan Studies

兼任 講師

リム・ペクチェン
（51）

＜令和5年4月＞
博士（学術） 兼任 講師

リム・ペクチェン
（50）

＜令和5年4月＞
博士（学術） 兼任 講師

リム・ペクチェン
（51）

＜令和5年4月＞
博士（学術）

兼任 講師

渡邉　綱男
（68）

＜令和6年4月＞
博士（農学） その他 講師

渡邉　綱男
（69）

＜令和6年4月＞
博士（農学）

自然/環境保護行政概論 自然/環境保護行政概論 自然/環境保護行政概論 自然/環境保護行政概論 自然/環境保護行政概論

兼任 講師

渡邉　綱男
（68）

＜令和6年4月＞
博士（農学） 兼任 講師

渡邉　綱男
（66）

＜令和6年4月＞
博士（農学） 兼任 講師

渡邉　綱男
（67）

＜令和6年4月＞
博士（農学）

兼任 講師

和良地　克茂
（68）

＜令和6年4月＞
修士（工学） その他 講師

和良地　克茂
（69）

＜令和6年4月＞
修士（工学）

不動産投資論 不動産投資論 不動産投資論 不動産投資論 不動産投資論

兼任 講師

和良地　克茂
（68）

＜令和6年4月＞
修士（工学） 兼任 講師

和良地　克茂
（66）

＜令和6年4月＞
修士（工学） 兼任 講師

和良地　克茂
（67）

＜令和6年4月＞
修士（工学）
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【認可時又は届出時】 【令和４年度】 【令和５年度】 【令和６年度】 【令和７年度】

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

教員

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

区分
兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

　　　・　年齢は、それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。
　　　・　記載は、設置認可時又は届出時における「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教員名簿」に記載されている「教員区分」（改正後大学設置基準等の適用以前は「専任等区分」）の順に記入してください。

　　　・　教員がサバティカル等で不在の期間がある場合、その期間（年月日）を上段「学位」の下へ記入してください。
　　　・　不要な年度（令和６年度開設であれば令和５年度以前）の表は適宜削除してください。
　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「担当授業科目名」の上段に変更後のカリキュラム（新カリキュラム）の授業科目名を記入するとともに、下段に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科目名を記入してください。

      ・  改正後大学設置基準等（令和４年10月１日施行）の適用以降については、主要授業科目にあたる「担当授業科目名」に下線を引いてください。 （大学院、高等専門学校は除く）
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

(注)・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　　　なお、改正前大学設置基準等に基づいて認可を受けて設置された学部等が、改正後大学設置基準等への適用のため、大学が基幹教員の要件を満たすと判断した
　　　　「専任教員」を「基幹教員」とする場合は、ＡＣ教員審査を受審する必要はない扱いとしています。（改正後大学設置基準等の適用にあたり、
　　　　「基幹教員」の担当授業科目を追加する場合、「基幹教員」の担当授業科目の内容を変更するなど、ＡＣ教員審査の受審を求めていた事由が発生する場合は、ＡＣ教員審査を受審する必要があります。）

　　　・　不要な年度（令和６年度開設であれば令和５年度以前）の表は適宜削除してください。

【令和２年度】

　　　　

　　　　 　　　　

　　　　

　　　・　認可で設置された学部等の基幹（専任）教員を変更する場合は、当該基幹（専任）教員が授業を開始する前に必ず「基幹（専任）教員採用等設置計画変更書」を提出し、
　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。

　　　・　ＡＣ教員審査の結果、「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。
　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

　　　　原則としてＡＣ教員審査を受けずに基幹（専任）教員として授業等を担当することは出来ません。

【令和３年度】

　　　　 　　　　

・兼担の備前嘉文の職位について、令和6年度に准教授から教授に昇格
・兼担の大道（山中）晴香の職位について、令和6年度に助教から准教授に昇格。
・兼担の柏木亨介の職位について、令和6年度に助教から准教授に昇格。
・授業科目「日本文化を知る（儀礼文化研究）」については、兼担の石井研二教授から大道（山中）晴香准教授に担当教員変更。
・授業科目「ドイツ語Ⅰ」「ドイツ語Ⅱ」について、兼担の宍戸節太郎教授から猪刈由紀兼任講師に担当教員変更。
・授業科目「地域ブランディング論」について、深谷信介兼任講師から東徹兼任講師に担当教員変更。
・小林宇宙兼任講師の辞任により、「法学（日本国憲法）」については、柴田竜太郎兼任講師に担当教員変更。
・授業科目「コリア語Ⅰ」「コリア語Ⅱ」について、履修者増加による増コマのため、崔英善兼任講師を追加。

【令和７年度】
・基（主専門）の児玉（大澤）千絵講師の産前産後休業および育児休業の取得により、「地理空間情報分析」「観光まちづくり演習Ⅱ（地域分析）」「基礎ゼミナールA」
について、担当授業科目から削除。
・兼担の岩瀬由佳教授が派遣研究期間（国外）にあたるため、「比較文化論Ⅰ」について、田窪大介兼任講師に担当教員変更。
・兼担の植原吉朗教授の退職により、「日本文化を知る（武道の特性と国際化）」「スポーツ実技A」について、兼担の田村昌大准教授に担当教員変更。
・授業科目「行政と市民生活（デジタル時代の行政と社会）」について、兼担の羅芝賢准教授から島田裕平兼任講師に担当教員変更。
・授業科目「ドイツ語Ⅰ」「ドイツ語Ⅱ」について、猪刈由紀兼任講師から立川睦美兼任講師に担当教員変更。
・授業科目「地理学概論」について、杉本興運兼任講師から池田和子兼任講師に担当教員変更。
・高久健二兼任講師の辞任により、「コリア語Ⅰ」「コリア語Ⅱ」については、崔英善兼任講師に担当教員変更。
・授業科目「多変量解析」について、中村大兼任講師から外山昌樹兼任講師に担当教員変更。
・授業科目「法と社会参加（企業での活動と法）」について、花田弘介兼任講師から阿部哲也兼任講師に担当教員変更。
・授業科目「博物館経営論」について、半田昌之兼任講師から栗原祐司兼任講師に担当教員変更。
・増山　榮一兼任講師の辞任により、「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」については、石原久子兼任講師に担当教員変更。

【令和４年度】
・専任の潘梦斐助教が、学位「博士(学際情報学)」を取得。
　　取得年月日：令和3年6月11日
　　授与機関名：東京大学大学院学際情報学府
　　学位記番号：博士学情第168号
　　論文名：Locating and Localizing the Art Networks: A Sociological Examination of the Roles of Place in Art Networks in Ueno, Tokyo in the Meiji Period
　　　　　　（アートネットワークと場所 ー明治期東京上野におけるアートネットワークに関する社会学的研究）
・兼担の稲垣浩の職位について、令和4年度に准教授から教授に昇格。
・兼担の羅芝賢の職位について、令和4年度に専任講師から准教授に昇格。
・兼担の中曽根玲子教授が派遣研究期間（国内）にあたるため、「法と社会参加（企業での活動と法）」）については、花田弘介兼任講師に担当教員変更。
・授業科目「比較文化論Ⅰ」の開講年度の変更により、兼担の岩瀬由佳教授の就任年月を令和4年4月から令和5年4月に変更。
・授業科目「地域と都市の経済」の開講年度の変更により、兼任の福井一喜講師の就任年月を令和4年4月から令和5年4月に変更。

【令和５年度】
・兼担の宍戸節太郎の職位について、令和5年度に准教授から教授に昇格。
・兼担の福岡英明教授が派遣研究期間（国内）にあたるため、「法学（日本国憲法）」については、小林宇宙兼任講師に担当教員変更。
・小野雅子兼任講師の辞任により、「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」については、岡本さだこ兼任講師に担当教員変更。
・丹野（江部）春香兼任講師の就任辞退により、「生涯学習概論」については、岩松真紀兼任講師に担当教員変更。
・岡田誠兼任講師の授業科目について、「基礎日本語」から「アカデミック・リテラシーズⅠ」に科目名称変更。
・授業科目「コリア語Ⅰ」「コリア語Ⅱ」について、履修者増加による増コマのため、富所明秀兼任講師を追加。

【令和６年度】
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(注)・　大学設置基準別表第一、短期大学設置基準別表第一イ、高等専門学校設置基準第六条第九項により算出される基幹教員数を記入してください。

　　  ・　高等専門学校の場合、「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授数」欄は「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授・准教授数として、

　　　　高等専門学校設置基準第八条により算出される必要教授・准教授数を記入してください。

(注)・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。
　　　　　高等専門学校の場合、「うち専ら当該学部等の教育研究に従事する者（「基（主専）」及び「基（専）」の計）」欄は、
　　　　「うち専ら当該高等専門学校の教育に従事する者（「基一」及び「基専」の計」）」として記入してください。
　　　　　なお、設置認可時又は届出時、改正前大学設置基準（令和４年10月１日施行前）に基づき、対象学部等を設置している場合、
　　　　「設置時の計画」欄は「設置時の計画（改正前大学設置基準等）」とした上で、「専任教員」及び「助手」の人数を記入してください。
　　　　また、「計（Ａ）」の「うち専ら当該学部等の教育研究に従事する者（「基（主専）」及び「基（専）」の計）（Ａ”）」欄には「－」を記入してください。
　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。
　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、
　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、
　　　　「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例:１名減の場合:△１）
　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例:１名減の場合:△１）

(注)・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、
　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入し、
　　　　「定年を延⾧している教員数」には合算した数を記入してください。

【基幹教員全体】

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

【基幹教員のうち、専ら当該学部等の教育研究に従事する者】

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ”）
設置時の計画（Ａ”）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

30

［0］

現在（報告時）の状況

教　授 准教授 講　師 助　教
助手
（Ｂ'）

現在（報告時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教
助手
（Ｄ'）

30

計
（Ｂ）

うち専ら当該学部等の
教育研究に従事する者
（「基(主専)」及び
「基(専)」の計）

（Ｂ”）

計
（Ｄ）

うち専ら当該学部等の
教育研究に従事する者
（「基(主専)」及び
「基(専)」の計）

（Ｄ”）

［0］ ［0］ ［0］

30

（29）

助手
（Ｃ'）

教　授 准教授 講　師 助　教

うち専ら当該学部等の
教育研究に従事する者
（「基(主専)」及び
「基(専)」の計）

（Ａ”）

うち専ら当該学部等の
教育研究に従事する者
（「基(主専)」及び
「基(専)」の計）

（Ｃ”）

（16）

計
（Ｃ）

17 9

計
（Ａ）

教　授 准教授 講　師 助　教
助手
（Ａ'）

　（２）－②　基幹教員等数【大学・高専】

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
6

= 100 ％
6

［0］

6

［0］

6 6

6

（1） （29）

1 30

（3）

［0］ ［0］

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況

17 9 3 1 30

［0］ ［0］

17 9 3 1 30 30

［0］

（２） 基幹教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要基幹教員数

完成年度時における
設置基準上の必要基
幹教員数（α）

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

名 名

　　　　

(注)・　計画の区分が「学部等連係課程実施基本組織（学科連係課程実施学科）の設置」の場合、大学設置基準第四十一条第二項（短期大学設置基準第三条の二）に基づく

　　　　　連係協力学部等（連係協力学科）ごとに別ファイルで作成してください。

うち、完成年度時における
設置基準上の専ら当該学部
等の教員研究に従事する必
要基幹教員数（（α）の４

分の３以上）

9

名

17 9

　　　　　「連係協力学部等（連係協力学科）」の基幹教員数について、「（２）-① 設置基準上の必要基幹教員数」及び「（２）-② 基幹教員等数【大学】」を

歳 名 名

年齢構成

3

　（２）－③　年齢構成

3 1 30
17 9

［0］ ［0］ ［0］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

（9） （3）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

70 2 2

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
2

= ％
30

6.66

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
30
30

= 100 ％

=
30

= 100 ％
30
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　　　　（学年進行中に基幹教員の要件を満たさなくなったことにより、基幹教員でなくなった教員についても記入してください。）

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

(注)・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した基幹（専任）教員数の合計数を記載してください。
　　　・令和７年度開設の学科等の場合、（D）＋（F）と同数を記載してください。

辞任等の理由

科目 自由自由

選択

必修 0

選択

必修

選択

自由自由 0

0 0

0必修 0 科目

選択

①の合計数（a）

科目

(注)・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての基幹（専任）教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

③の合計数（c）

人

必修・選択・自由の別

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

0

　（３）－②　基幹（専任）教員辞任の理由及び後任補充状況

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

-

0

- -

番　号

必修

科目

後任補充状況

-

担当予定科目

0計 計計

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに基幹（専任）教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

　（３）－①　基幹（専任）教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

-

担当予定科目

- ---

必修・選択・自由の別職　位 基幹（専任）教員氏名

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　「辞任等の理由」に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

(注)・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての基幹（専任）教員について、記入してください。

0

0 選択

必修

0

自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

　（３）－⑤　令和６年度報告書から、新たに辞任等した基幹（専任）教員等の状況

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

0 人

0

③の合計数（c）

0 人

計

①の合計数（a） ②の合計数（b）

必修 0 科目 必修

計

0

0

0 自由 0

必修

計

必修 0

計 00

0 科目

0 科目

0 科目 計

必修

0自由

0

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。
　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②基幹（専任）教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

（３） 基幹（専任）教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。
・基幹（専任）教員が担当する（している）場合は「①」
・基幹（専任）教員以外の教員（兼任兼担教員）が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

0

0

0

0

番　号

①の合計数（a）

基幹（専任）教員氏名

②の合計数（b）

0

0

選択

必修

科目 選択

②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

0

選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに基幹（専任）教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

自由

0

0 選択 0選択

自由

科目

-

自由 0 科目 自由 0 自由 0

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

0 人

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 0 ％
0
30

0

・基幹（専任）教員が担当する（している）場合は「①」
・基幹（専任）教員以外の教員（兼任兼担教員）が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

選択 0

0 選択

0
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 基幹（専任）教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。
(注)・　上記（３）の基幹（専任）教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

- - - - -

　（３）－⑥　定年により退職した基幹（専任）教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 基幹（専任）教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

・基幹（専任）教員が担当する（している）場合は「①」
・基幹（専任）教員以外の教員（兼任兼担教員）が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

(注)・　定年により退職した全ての基幹（専任）教員について、記入してください。
　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに基幹（専任）教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」
　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人

必修 0 科目 必修

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（令和４年）

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

1.カリキュラム・ツ
リーにおいて、必修科
目である「社会学概
論」は展開科目の「基
礎Ⅰ類（社会）」のみ
に関連するように記載
されているが、本科目
は他の科目区分とも関
連することから、当該
ツリーを学生に示す際
は、科目間の対応関係
を明確にした上で、誤
解が生じないよう分か
りやすく示すことが望
ましい。

【認可】
助言事項

履行済

履　行　状　況

1年次生に対しては、カリキュラム
ツリーそのものを配布しても理解が
進まないと考え、「助言」の内容を
ふまえたカリキュラムツリーをもと
に作成した資料（別紙1、別紙2）を
用いて4月6日に学部ガイダンス（履
修ガイダンス）を実施し、カリキュ
ラムの体系性と各科目群の狙いを詳
細に説明した上で、系統的な履修を
心がけるよう促した。（４）

令和5年度も新入生に対して上記の
ガイダンスを実施した。また、令和
4年度に計画したとおり、2年次生向
けのガイダンス資料を用いて、2年
次生に対しても学部ガイダンス（履
修ガイダンス）を実施して、カリ
キュラムの体系性について再認識す
る機会を設けた。（５）

令和6年度も新入生に対して上記の
ガイダンスを実施した。また、学部
専門科目ガイダンスや履修相談会を
実施し、カリキュラムの体系性に関
する理解を深める機会を設けた。
また、令和4年度に計画したとお
り、2年次生向けのガイダンス資料
を用いて、2年次生に対しても専門
科目ガイダンスを実施して、カリ
キュラムの体系性について再認識す
る機会を設けた。（６）

令和7年度も新入生に対して上記の
ガイダンスを実施した。また、学部
専門科目ガイダンスや履修相談会を
実施し、カリキュラムの体系性に関
する理解を深める機会を設けた。2
年次においては、学生の関心が集ま
る各演習科目と専門ゼミナールのガ
イダンス（別紙3）を実施して、専
門教育科目の体系性について再認識
する機会を設けた。（7）

次年度以降も新入生に対して同様の
ガイダンスを実施する。また、2年
生以上の学生に対しては、別途履修
ガイダンスを実施することで、観光
まちづくり学部のカリキュラムに対
する理解を深め、体系的な履修が行
われることを担保する。（４）

次年度以降も、新入生と2年次生向
けに、履修ガイダンスを実施して、
観光まちづくり学部のカリキュラム
の理解を深め、体系的な履修が行わ
れることを担保する。（５）（６）

次年度以降も、新入生には履修ガイ
ダンス等、2年次生には各演習科目
と専門ゼミナールのガイダンスをそ
れぞれ実施して、観光まちづくり学
部のカリキュラムの理解を深め、体
系的な履修が行われることを担保す
る。（７）
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認　可　時

（令和４年）

　　　　【令和６年度報告書から記載内容に変更がある場合】

　　　　　令和６年度報告書の記載内容を転記し文末に「（６）」と記載した上で、変更後の「履行状況」及び

　　　　　「今後の実施計画」を記載し文末に「（７）」と記載してください。

　　　　【令和６年度報告書から記載内容に変更がない場合】

　　　　　令和６年度報告書の記載内容を転記し文末に「（６）（７）」と記載してください。

　　　　【令和７年度から新たに調査対象となった学科等又は令和６年度設置計画履行状況調査で付された指摘の場合】

　　　　　「履行状況」及び「今後の実施計画」を記載し文末に「（７）」と記載してください。

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的かつ明確に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考や根拠となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　・　認可時または届出時に付された附帯事項に対する履行状況等の記載に当たっては、以下のとおり記載してください。

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。以下同様。） と、それに対する履行状況等について、

(注)・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

【認可】
助言事項

履行済

2.「観光まちづくり演
習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」につい
て、学生60人程度に対
して助手1名を配置する
計画となっているが、
配置される助手に過度
な負担がかからないよ
う十分に配慮するとと
もに、必要に応じて追
加で助手を配置するこ
とも含めて、適切な助
手の配置計画に留意す
ることが望ましい。

「観光まちづくり演習Ⅰ」は令和5
年前期から開始されるため、右記の
実施計画の通り、適切な助手の配置
となるよう留意する。（４）

令和5年度は新たに3名の助手を採用
し、当初計画のとおり、助手6名の
配置が完了した。令和5年度前期開
講の「観光まちづくり演習Ⅰ」には
6名全員が携わっており、授業運営
のサポート役となる助手に過度な負
担がかからないよう、演習の運営委
員会を定期的に開催し、助手の役割
と負担について確認・調整してい
る。（５）

演習の運営委員会を定期的に開催
し、助手の役割と負担について確
認・調整している。また、令和6年
度の「観光まちづくり演習Ⅰ・Ⅱ」
に向けて令和6年3月より学修アシス
タント（学生アルバイト）の雇用を
開始し、教材準備などにおいて助手
の負担を分散するようにした。
（６）

令和5年度から引き続き演習の運営
委員会を定期的に開催し、助手の役
割と負担について確認・調整してい
る。また、「観光まちづくり演習
Ⅰ・Ⅱ」の補助のために令和6年3月
から雇用を開始している学修アシス
タント（学生アルバイト）について
も継続的に雇用・配置し、教材準備
などにおいて助手の負担を分散する
ようにしている。（７）

「観光まちづくり演習Ⅰ」が令和5
年前期から開始されるため、適宜、
助手の負担状況にも目を配り、必要
に応じてスチューデント・アシスタ
ント制度も利用するなどして、助手
に過度な負担がかからないよう配慮
する。（４）

令和5年度後期の「観光まちづくり
演習Ⅱ」と、令和6年度前期の「観
光まちづくり演習Ⅲ」の開講に向け
て、今後も演習の運営委員会を定期
的に開催しつつ、助手に過度な負担
がかからないよう調整する。（５）

演習運営委員会を定期的に開催しつ
つ、助手に過度な負担がかからない
ように調整する。また、「観光まち
づくり演習Ⅰ・Ⅱ」の教材準備やグ
ループワークのファシリテートにお
いて、学修アシスタント（学生アル
バイト）を引き続き活用し、助手の
負担を分散する。（６）（７）

-34-



設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

①　卒業要件単位数

　以下の単位修得条件を満たし、共通教育科目から26単位
以上、専門教育科目から74単位以上を修得し、合計124単位
以上を修得するものとする。

【共通教育科目】（26単位以上）
・「神道と文化」「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」「英語Ⅲ」「英語
Ⅳ」を必修科目とする。
・「ドイツ語Ⅰ」「フランス語Ⅰ」「中国語Ⅰ」「コリア
語Ⅰ」「スペイン語Ⅰ」から1科目2単位以上を選択必修と
する。
・「ドイツ語Ⅱ」「フランス語Ⅱ」「中国語Ⅱ」「コリア
語Ⅱ」「スペイン語Ⅱ」から1科目2単位以上を選択必修と
する。

【専門教育科目】（74単位以上）
　※内容省略

①　卒業要件単位数において、共通教育科目のSTEM系科目
群(「コンピュータと情報Ⅰ」「コンピュータと情報Ⅱ」
「情報科学入門」「科学的思考法」「地球環境と人間」
「宇宙物理学入門」)から1科目2単位以上を選択必修とする
ことを共通教育科目の単位修得条件に追加する。

　共通教育科目は、全学共通で人間力・社会人力を育み学
ぶために設けられた科目で、Science、Technology、
Engineering及びMathematicsの頭文字を付したSTEM系科目
群は、今後ますます技術革新が進むであろう社会にあっ
て、エビデンスに基づいて適切な情報を選択し、既成の概
念を論理的かつ批判的に検証し、又は革新的な提案をする
ために、文系、理系を問わずに必要な知識と能力を修得す
る科目群である。

複数の学問分野の融合によって地域を理解し、地域の実情
に即した課題解決型の教育を目指す観光まちづくり学部に
おいては、複眼的にものを見る力を養ううえでも、STEM系
科目群は専門教育を補完し学修を深める重要な科目群とな
ることから、単位修得条件に追加し変更する。

変更後の卒業要件は以下のとおり。

▼卒業要件
　以下の単位修得条件を満たし、共通教育科目から26単位
以上、専門教育科目から74単位以上を修得し、合計124単位
以上を修得するものとする。

【共通教育科目】（26単位以上）
・「神道と文化」「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」「英語Ⅲ」「英語
Ⅳ」を必修科目とする。
・「ドイツ語Ⅰ」「フランス語Ⅰ」「中国語Ⅰ」「コリア
語Ⅰ」「スペイン語Ⅰ」から1科目2単位以上を選択必修と
する。
・「ドイツ語Ⅱ」「フランス語Ⅱ」「中国語Ⅱ」「コリア
語Ⅱ」「スペイン語Ⅱ」から1科目2単位以上を選択必修と
する。
・「コンピュータと情報Ⅰ」「コンピュータと情報Ⅱ」
「情報科学入門」「科学的思考法」「地球環境と人間」
「宇宙物理学入門」から1科目2単位以上を選択必修とす
る。

【専門教育科目】（74単位以上）
　※内容省略

②　施設・設備 ②　観光まちづくり学部の管理運営機能を強化するため

　ａ　学部長室（20.90㎡） 　に学部長室（20.90㎡）を増設した。

　b　会議室（20.90㎡） 　打ち合わせの増加に対応するために会議室（20.90㎡）

　を増設した。

７　その他全般的事項

＜観光まちづくり学部　観光まちづくり学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）
　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。
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①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

観光まちづくり学部では、教員の資質の維持向上のため、以下3つの委員会を設置している。

1. 観光まちづくり学部教務委員会・FD委員会
・観光まちづくり学部教務委員会・FD委員会は、学部教員9名から構成されている。なお、教務委員会・FD委員会は、
「教員の資質の維持向上の方策」だけでなく、教務全般を取扱う委員会である。

2. 観光まちづくり学部ブラッシュアップ委員会
・観光まちづくり学部ブラッシュアップ委員会は、正副学部長を含む学部教員と３人の外部委員、および本学事務課員
から構成されている。（別紙4「観光まちづくり学部ブラッシュアップ委員会規程」）

3. 各種演習科目運営委員会
・観光まちづくり学部の演習科目「導入ゼミナール」「基礎ゼミナールA・B」「観光まちづくり演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「専
門ゼミナール」「卒業研究」準備と実施のため、以下の通り、科目別の運営委員会が組織されている。

＜演習運営委員会＞
・導入ゼミナール運営委員会
・基礎ゼミナール運営委員会
・観光まちづくり演習ⅠⅡⅢ運営委員会
・専門ゼミナール運営委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・「卒業研究」運営委員会

各委員会の開催状況は以下の通り。

1. 観光まちづくり学部FD委員会
・令和6年度、観光まちづくり学部FD委員会は観光まちづくり学部教務委員会と同時に開催され、計16回開催された（別
紙5「令和6年度観光まちづくり学部教務委員会開催実績」）。　

2. 観光まちづくり学部ブラッシュアップ委員会
・令和6年6月12日に実施した。

3. 各種演習科目運営委員会
・「導入ゼミナール」「基礎ゼミナールA・B」「観光まちづくり演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「専門ゼミナール」「卒業研究」の
準備と実施のため、科目ごとの運営委員会が組織されている。

＜演習運営委員会＞
・導入ゼミナール運営委員会（教員2名）：月1回程度
・基礎ゼミナール運営委員会（教員4名）：月1-2回程度
・観光まちづくり演習Ⅰ運営委員会（参加教員2名）：月1-2回程度
・観光まちづくり演習Ⅱ運営委員会（参加教員5名）：月1-2回程度
・観光まちづくり演習Ⅲ運営委員会（参加教員5名）：月1-2回程度
・専門ゼミナール運営委員会（参加教員6名）：月1-2回程度
・「卒業研究」運営委員会（参加教員6名）：月1-2回程度
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令和6年度の実施内容は以下の通り。

1.観光まちづくり学部FD事業（観光まちづくり学部FD委員会主催）
　令和6年度、観光まちづくり学部ではFD事業として、本学部の核となる「観光まちづくり演習ⅠⅡⅢ」に関する教員の
資質の維持向上のために「「観光まちづくり演習」の開講に向けたスキルアップ事業」を実施した。具体的には、下記4
つの事業を実施した。（別紙6「令和6年度観光まちづくり学部『FD推進助成事業』事業報告書」）

＜実施した事業＞
①担当教員の相互理解に向けた研究会（計6回）
②先進地域の視察：12月20日～22日に三重県松阪市、伊勢市及び鳥羽市へのエクスカーションを実施
③先進地域のキィパーソンを囲んだディスカッション（計3回）
④②に関するアンケート調査の実施（1回）

2. 観光まちづくり学部ブラッシュアップ委員会
　令和6年度は令和6年6月12日に実施した。

3.各種演習科目運営委員会
　科目ごとの運営委員会を開催し、授業方法、教育施設・設備、教授法や教材等に関する検討を重ねた。

令和6年度の実施方法は以下の通り。

1.観光まちづくり学部FD事業（観光まちづくり学部FD委員会主催）
　前述の通り、下記4つのFD事業を実施した。①、③に関しては、本学たまプラーザキャンパス若木21（本学部が拠点と
する建物）において実施した。②は、三重県松阪市、伊勢市及び鳥羽市において実施した。（別紙6「令和6年度観光ま
ちづくり学部『FD推進助成事業』事業報告書」）

＜実施した事業＞
①担当教員の相互理解に向けた研究会（6回）：本学たまプラーザキャンパス若木21で実施
②先進地域の視察：12月20日～22日に三重県松阪市、伊勢市及び鳥羽市へのエクスカーションを実施
③先進地域のキィパーソンを囲んだディスカッション（3回）：本学たまプラーザキャンパス若木21で実施
④②に関するアンケート調査の実施（1回）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2. 観光まちづくり学部ブラッシュアップ委員会
　前述の通り、令和6年6月12日に実施した。

3. 各種演習科目運営委員会
　前述の通り、本学たまプラーザキャンパス若木21で科目ごとの運営委員会を定期的に開催した。

　ｂ　実施方法

　ａ　実施内容

　ｃ　委員会の審議事項等

②　実施状況

各委員会の審議事項等は、以下の通り。

1. 観光まちづくり学部FD委員会
(1)教員の教育能力向上のために行う研修・研究会等の計画と実施運営
(2)授業方法の改善・向上に関する情報の収集と提供
(3)教育施設・設備の改善に関する検討と提案
(4)シラバスの点検及び改善策の立案
(5)教材の作成支援に関する検討と提案
(6)授業・教育状況に関する学生および教員への定期的アンケートの実施
(7)学生による授業評価の実施
(8)授業改善学生会議の設置と運営助成
(9)授業観察・検討会の企画および実施運営
(10)FD活動に関する成果の発信と公開
(11)FD活動に関する教育開発推進機構との連携

2. 観光まちづくり学部ブラッシュアップ委員会
(1) 学部運営の点検・評価
(2) 学部運営の改善に関する提言
(3) 地域マネジメント研究センターの運営に関する助言
(4) 地域、並びに外部機関との連携推進に関する助言・提言
（別紙4「観光まちづくり学部ブラッシュアップ委員会規程」）

3. 各種演習科目運営委員会
(1)授業方法に関する検討と提案
(2)教育施設・設備に関する検討と提案
(3)教授法や教材等に関する検討と提案
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令和6年度の開催状況は以下の通り。

1.観光まちづくり学部FD事業
　前述の通り、下記4つのFD事業を実施した。開催回数と時期、参加人数は、以下の通り。（別紙6「令和6年度観光まち
づくり学部『FD推進助成事業』事業報告書」）

＜実施した事業＞
①担当教員の相互理解に向けた研究会：6回開催(別紙7「令和6年度担当教員の相互理解に向けた研究会」、5/9・38名、
10/9・36名、10/23・32名、11/13・30名、12/18・36名、1/15・34名）
②先進地域の視察：12月20日～22日に三重県松阪市、伊勢市及び鳥羽市へのエクスカーションを実施（23名）
③先進地域のキィパーソンを囲んだディスカッション：3回開催(別紙8「令和6年度『観光まちづくりカフェ』実施状
況」、6/26・49名（学生・その他含む）、10/8・46名（学生・その他含む）、3/3・50名（学生・その他含む））
④②に関するアンケート調査の実施（2024年12月24日～2025年1月17日）：14人回答

2. 観光まちづくり学部ブラッシュアップ委員会
　前述の通り、令和6年6月12日に実施した。

3. 各種演習科目運営委員会
　前述の通り、本学たまプラーザキャンパス若木21で科目ごとの運営委員会を定期的に開催した。

　以上の実施結果は、観光まちづくり学部教員に共有されており、各教員が実施内容を踏まえて令和７年度の授業内容
や授業運営に反映させている。

　本学では、各学期末に授業評価アンケートを実施している。観光まちづくり学部の開講科目においても前期末の7月、
後期末の1月に実施している。

　各授業のアンケート結果は、担当教員が学修支援システムK-SMAPYⅡ上で閲覧可能である。また、アンケート結果に対
する教員のリプライコメントは、学生がK-SMAPYⅡ上で閲覧可能である。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

(注)・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。
　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）
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　　　該当なし

　　　該当なし

　　　該当なし

　　　該当なし

　　　該当なし

　　　該当なし

　　　該当なし

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

②　審議状況

　ａ　審議した内容

　b　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への見直し状況

　ｄ　その他

　c　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への反映状況

①　体制

　ａ　委員会の設置状況

　ｂ　委員会の開催状況（回数や開催日など）

　ｃ　委員会の審議事項等
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　　・令和4年度に評価機関(大学基準協会)の評価を受けた

　　別紙9「観光まちづくり学部設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」参照。

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

（５） 情報公表に関する事項

(注)・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。
　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を含めて記入してください。
　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書について記入してください。

③　認証評価を受ける計画

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

　（専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院については、機関別認証評価と分野別認証評価それぞれの受審計画について記載してください。）

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

○　設置計画履行状況報告書（令和７年度）

　ｂ　公表方法

　　・令和8年4月　公表(予定)

　　・大学ホームページ上に公開予定（令和8年4月）

　　・令和11年度に評価機関(大学基準協会)の評価を受ける(予定)

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

（４） 自己点検・評価等に関する事項
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2025/4/2

1

國學院大學
たまプラーザ事務課

（１）大学の授業スケジュール(前期) （２）大学の授業スケジュール(後期)

（３）履修登録スケジュール(前期)

１次募集：４月 ３日（木）１２：００～４月 ７日（月）１２：５０
２次募集：４月 ９日（水）１２：００～４月１２日（土）１２：５０
３次募集：４月１５日（火）１２：００～

1 2

3 4

5 6

別紙１
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2025/4/2

2

（１）卒業に必要な科目を知る

卒業に必要な最低単位数

区分 学科

①共通教育科目 26単位以上
②専門教育科目 74 単位以上

③下記を自由に組み合わせて

・①を超えた単位

・②を超えた単位

・全学オープン科目の単位

24単位以上

合計 124単位以上

（１）卒業に必要な科目を知る

必修科目
選択

必修科目
選択科目

（１）卒業に必要な科目を知る

共通教育プログラム（２６単位以上）

（１）卒業に必要な科目を知る

観光まちづくり学科専門教育科目の構成と履修方法は次のとおりです。

科目区分 卒業要件

導入科目 必修 2科目4単位

メソッド科目 必修 1科目2単位 選択必修 2科目4単位

演習 必修 6科目18単位 選択必修 1科目2単位

展
開
科
目

基礎Ⅰ類 選択必修 2科目4単位
左記の条件を満
たした上で、基
礎Ⅰ～Ⅳ類より
計13科目26単位

基礎Ⅱ類 必修 1科目2単位 選択必修 2科目4単位

基礎Ⅲ類 必修 1科目2単位 選択必修 2科目4単位

基礎Ⅳ類 必修 1科目2単位 選択必修 2科目4単位

発展Ⅰ～Ⅳ類 選択必修6科目12単位
トピックス科目・関連科目 選択

合計 74単位

この枠内の科目数、単
位数だけでは11科目22
単位にしかならないの
で注意すること。

この枠内の科目数、単
位数だけでは11科目22
単位にしかならないの
で注意すること。

履修要綱

（１）卒業に必要な科目を知る

履修方法
必修の条件などが記載され
ています。

開講学年
記載されている学年以降の
学年であれば、該当の科目を
履修できます。

例）「データサイエンス」の場合
2年生以上であれば履修可
※3年生以降でも履修できる

（２）進級条件について

全学年共通

２年生→３年生 への進級条件

7 8

9 10

11 12
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2025/4/2

3

（１）履修登録の流れ①

（１）履修登録の流れ② （２）履修登録に使用する資料
①履修要綱
②WEB時間割
（大学ホームページ→在学生・保証人（ご父母等）
の方へ→授業・履修→WEB時間割/WEBシラバス）
③シラバス
（K-SMAPYⅡ→上部【教務】タブ
→【シラバス照会】から閲覧）

（３）時間割の登録①
KEANのID/passでK-SMAPYⅡにログイン

（３）時間割の登録②

履修登録の種類

13 14

15 16

17 18
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2025/4/2

4

（３）時間割の登録③
履修登録

履修登録期間内に、余裕をもって、登録してください！

（４）よくある質問

https://www.kokugakuin.ac.jp/student/tuition/p12

（１）事前準備

（２）対面授業教室 （３）対面授業の出欠について
■出席リーダーシステム
•
•

授業時間 出席受付時間
1限 8:50～10:20 8:40～9:20
2限 10:30～12:00 10:20～11:00
3限 12:50～14:20 12:40～13:20
4限 14:30～16:00 14:20～15:00
5限 16:10～17:40 16:00～16:40
6限 17:50～19:20 17:40～18:20
7限 19:30～21:00 19:20～20:00

授業時間 出席受付時間
1限 9:00～10:30 8:50～9:30
2限 10:45～12:15 10:35～11:15
3限 13:05～14:35 12:55～13:35
4限 14:50～16:20 14:40～15:20
5限 16:35～18:05 16:25～17:05
6限 18:15～19:45 18:05～18:45

渋谷キャンパス
たまプラーザキャンパス

19 20

21 22

23 24
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2025/4/2

5

（４）教務上の伝達事項について

教務上の伝達事項（授業・休講・試験・成績な
ど）は、学生支援システム「K-SMAPYⅡ」の
「教務に関するお知らせ」に掲示します。

-

（５）連絡先の登録
メールアドレスの登録

この後、やるべきこと
本日の説明会は、簡易的なものです。必ず以下の確認をしてく
ださい。
①「履修に関する説明動画」（ホームページ）

②「履修要綱」（冊子）

③「時間割作成上の注意事項」（ホームページ）

25 26

27 28
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専門科目ガイダンス／学生企画

13:30～14:10 専門科目ガイダンス
14:10～14:30 学習支援
14:40～15:30 学生企画

2025年4月1日

観光まちづくり学部
教務担当教員：十代田朗（そしろだあきら）

別紙２
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観光まちづくり学部
新入生ガイダンス
日程
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新入生の心得

➢ 最初の作業は自分で時間割を作ること（履修登録）です

⚫ 履修登録はK-SMAPYⅡですでに始まっています

⚫ １回目の履修登録は４月７日（月）：までです

➢ K-SMAPYⅡ ,Teamsの操作方法は必ず覚えてください
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観光まちづくり学部のカリキュラム

✓観光・交流を基軸に持続可能な地域の形成及び振興に関する方法論を
修得する

とともに、
✓豊かな教養と学識をもち、観光や交流を通じた活力あふれる地域社会
の再生、活性化に貢献できる人材となる

具体的には、
✓社会、資源、政策・計画、交流・産業、に関する知識・技能を持つ
✓地域の実情に応じた将来像を構想し、多くの人々と協働しつつ、より
よい未来へ向けての計画や提案を行い、実装に向けて行動できる意欲
と能力を持つ

履修要綱P144
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演習科目とメソッド科目で

地域の実情に応じた将来像
を構想し、多くの人々と協
働しつつ、よりよい未来へ
向けての計画や提案を行い、
実装に向けて行動できる意
欲と能力

導入科目から展開科目で

社会、資源、政策・計画、
交流・産業、に関する知
識・技能を身につける

観光まちづくり学部のカリキュラム
履修要綱 P147-148

國學院大學HP-50-



導入期・基礎期

多様な社会のあり方に対す
る構造的な見方の基礎とな
る社会学の学びと、観光や
交流が地域に与える影響の
多面性や地域に働きかける
まちづくりの基本的な知識
と考え方を身につけます。

発展期

学生の興味・関心及び希望
する進路に応じて、観光ま
ちづくりに関連するさらに
多様な分野の応用的・実践
的学びへと深めていきます。

観光まちづくり学部のカリキュラム
履修要綱 P147-148

國學院大學HP-51-



科目区分

導入科目

メソッド科目

演習科目

展開科目 基礎／発展

・Ⅰ類（社会）

・Ⅱ類（資源）

・Ⅲ類（政策・計画）

・Ⅳ類（交流・産業）

トピックス科目

関連科目

履修要綱 P147-148

科目区分ごとの開講科目を履修要綱P149-150で確認してください-52-



カリキュラムの構成と履修方法
履修要綱 P148

卒業に必要な
科目・単位数
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必修科目

科目区分 科目名

導入科目 まちづくりと観光、社会学概論

メソッド科目 社会調査法入門

演習科目 導入ゼミナール
観光まちづくり演習ⅠⅡⅢ
専門ゼミナール、卒業研究

展開科目 地域資源論
公共政策概論
観光学概論

以上の科目を必ず修得すること

マーカーで塗りつぶす

履修要綱 P149
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選択必修科目 メソッド科目

開講年次 科目名

1年次 プログラミングと数学基礎
統計分析の基礎

2年次 パブリックデザイン（地域と公共空間）
パブリックデザイン（地域と杉）
データサイエンス
質的調査法

3年次 多変量解析
地理空間情報分析

マーカで大きく丸で囲む

以上の科目から、2科目4単位以上を修得すること

履修要綱 P149
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選択必修科目 演習科目

開講年次 科目名

1年次 基礎ゼミナールA

2年次 基礎ゼミナールB
マーカで大きく丸で囲む

以上の科目から、１科目２単位以上を修得すること

基礎ゼミナールAとBの履修に関する説明会を6月に開催するので、

必ず出席して、指示にしたがって履修を検討すること。

履修要綱 P149
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選択必修科目 展開科目 基礎1類

開講年次 科目名

1年次 文化社会学
コミュニケーション論

2年次 地域と環境の社会学
グローバリゼーション論

マーカで大きく丸で囲む

以上の科目から、2科目4単位以上を修得すること

履修要綱 P149
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選択必修科目 展開科目 基礎Ⅱ類

開講年次 科目名

1年次 博物館概論

2年次 都市建築史
民俗学概論
保全生態学概論

マーカで大きく丸で囲む

以上の科目から、2科目4単位以上を修得すること

履修要綱 P149
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選択必修科目 展開科目 基礎Ⅲ類

開講年次 科目名

2年次 地方自治概論
国土・都市計画論
地域デザイン論
都市と地域の交通 マーカで大きく丸で囲む

以上の科目から、2科目4単位以上を修得すること

履修要綱 P149
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選択必修科目 展開科目 基礎Ⅳ類

開講年次 科目名

1年次 観光マーケティング

2年次 観光政策・計画論
観光事業論

マーカで大きく丸で囲む

以上の科目から、2科目4単位以上を修得すること

履修要綱 
P149-150
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展開科目

さらに…

• 基礎Ⅰ～Ⅳ類より、必修科目、選択必修科目を含め、13科目26単位を

修得すること

• 発展Ⅰ～Ⅳ類より、６科目12単位以上を修得すること

• 展開科目全体で22科目44単位以上を修得すること

履修登録や成績発表の際に、修得単位数を必ず確認して、

卒業要件を満たすように学修を進めること

履修要綱 P148

マーカで大きく丸で囲む
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※履修条件

共通教育科目「経済理論入門」（1年・前期）

専門教育科目「地域と都市の経済」（2年・後期）

「地域と都市の経済」は、「経済理論入門」の単位修得が履修条件となる。

履修要綱 P150

マーカーで塗りつぶす
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※履修条件

専門教育科目

「プログラミングと数学基礎」（1年・後期）

「データサイエンス」（2年・後期）

「データサイエンス」は、「プログラミングと数学基礎」を事前に履修することが

が望まれる科目です。
履修要綱に書き込む
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月 火 水 木 金 土

1限 英語Ⅰ
1限か2限いずれかで
クラス指定

コリア語Ⅰ 導入ゼミ
木曜コース
※木か金のいずれか

導入ゼミ
金曜コース
※木か金のいずれか

2限 英語Ⅰ
1限か2限いずれかで
クラス指定

コリア語Ⅰ
フランス語Ⅰ

3限 まちづくりと
観光

中国語Ⅰ

スペイン語Ⅰ
ドイツ語Ⅰ

中国語Ⅰ
フランス語Ⅰ

社会学概論

4限 中国語Ⅰ
スペイン語Ⅰ
ドイツ語Ⅰ

中国語Ⅰ 社会調査法
入門

フランス語Ⅰ
コリア語Ⅰ

5限 ドイツ語Ⅰ
中国語Ⅰ

コリア語Ⅰ

ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ 神道と文化

１年前期の時間割（必修・選択必修の指定履修科目）

※第二外国語はいずれか1コマでクラス指定される-64-



✓  シラバスには必ず事前･事後学修が示されている
（例）社会学概論 前期・木曜３限（導入科目 必修）

事前･事後学修
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あなたの
研究領域・テーマ

＋
興味・関心を広げる

社会学概論

社会調査法入門

まちづくりと観光

公共政策概論

観光学概論

地域資源論

観光マーケティング

博物館概論

コミュニケーション論

文化社会学
導入ゼミ

学びの型を学ぶ

基礎ゼミA
研究分野を体験

する

1年後期

観光まちづくり学部の専門科目での学び

1年前期2年前期へ

※太字は必修科目
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卒業要件と進級条件

【卒業のために必要な単位数】

本学に4年（8学期）以上在学し、所定の単位を修得すれば卒業と認定し、学
士（観光まちづくり）の学位が授与される。ただし、1～4年の各年次に1学期
以上在学することが必要である。卒業に要する単位数は下表のとおりである。

【進級条件】

進級の時期は各年度の初めとする。進級するには、各年次において学期以上在学することが
必要である。ただし、2年次から3年次への進級には、2年次終了までに3学期以上在学し、卒
業に要する単位で34単位以上を修得していなければならない。

履修要綱 P145
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１年前期で履修できるのは23単位まで（CAP制）

必修・選択必修の指定履修： 7コマ14単位（21コマ分の事前･事後学修）
＋

選択科目の履修：9単位まで履修登録可能（必ず上限いっぱい取る必要はない）

※単位を落とすとGPAが低くなり、修学指導面談対象になったり3年次の専門ゼミの選択に影響を
及ぼすことがあります。

履修要綱 P9

-68-



履修モデル（学部ガイドブックpp19-25）
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社会や生活の調査・分析から
観光まちづくりを学びたい学生

• 地域を取り巻く社会や生活の分析と計画や政策の分析・策定・実行のための能力

を身につけます。

• 展開科目Ⅰ類（社会)、メソッド科目、展開科目Ⅲ類（政策・計画）を積極的に履

修します。

【進路】

公務員、コンサルタント、ジャーナリストや、NPO、NGO、出版、放送、広告、

商社、IT、金融など幅広い分野で活躍する人材
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歴史・文化の保存と活用から
観光まちづくりを学びたい学生

• 歴史・文化の保存と活用につなげていくことを目指して、地域を取り巻く社会の分析、地域の空

間構造・資源の把握、計画や政策の分析・策定・実行、地域主体の交流・産業の創出のための能

力をバランス良く身につけます。

• 展開科目Ⅱ類（資源）の科目を中心に、歴史・文化を主な対象として扱う科目を各類から積極的

に履修し、必要に応じて博物館学芸員課程を履修します。

【進路】

歴史・文化の保存と活用に直接関与する博物館等の学芸員や職員、公務員、

歴史・文化を有する地域の観光協会・DMO・まちづくり組織の職員、

歴史・文化を活用した宿泊業や旅行業の分野で活躍する人材、

上記に関する情報を集め、編集し、発信する出版、放送、広告等の分野で活躍する人材
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自然・環境の保護と利用から
観光まちづくりを学びたい学生

• 自然・環境の保護と利用につなげていくことを目指して、地域を取り巻く社会の分析、

地域の空間構造・資源の把握、計画や政策の分析・策定・実行、地域主体の交流・産業

の創出のための能力をバランス良く身につけます

• 展開科目からⅡ類（資源）の科目を中心に、自然・環境を主な対象として扱う科目を各

類から積極的に履修し、関連科目も履修します

【想定される進路】

自然・環境の保護と利用に直接関与する公務員や環境関連組織、観光協会・DMO・まち

づくり組織の職員、

自然・環境を利用した宿泊業や旅行業の分野で活躍する人材、

上記に関する情報を集め、編集し、発信する出版、放送、広告等の分野で活躍する人材
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公共政策から
観光まちづくりを学びたい学生

• 展開科目Ⅲ類（政策・計画）の科目を特に多く履修しながら、メソッド科目、

トピックス科目を多く履修し、政策や計画の分析・策定・実行のための能力を

身につけます。

• 特に、３年次以降は、トピックス科目の履修を契機に実務的なものの見方も兼

ね備えていきます。

【進路】

公務員、コンサルタント、NPO、NGO等の職員

出版、放送、広告の分野で活躍する人材
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空間づくり・計画づくりから
観光まちづくりを学びたい学生

• 空間づくりや計画づくりにつなげていくことを目指して、地域を取り巻く社会

の分析、地域の空間構造・資源の把握、計画や政策の分析・策定・実行のため

の能力をバランス良く身につけます。

• メソッド科目とトピックス科目を積極的に履修しながら、展開科目Ⅱ類（資

源）とⅢ類（政策・計画）の科目、関連科目も履修します。２年次以降、ト

ピックス科目の履修を契機に実務的なものの見方を兼ね備えていきます。

【進路】

宿泊業、建設業、不動産業、運輸交通業の分野

観光協会・DMO、まちづくり組織の職員、公務員として活躍する人材
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観光関連産業での事業・経営から
観光まちづくりを学びたい学生

• 展開科目Ⅳ類（交流・産業）の科目を積極的に履修し、地域主体の交流・産業

を創出するための能力を身につけます。

• １年次からトピックス科目を履修し、実務的なものの見方を兼ね備えていきま

す。 ２年次には関連科目も履修します。

【進路】

宿泊業、旅行業、地域の観光協会・DMO等の観光産業及び、運輸交通業、起業、

商社、IT、金融、広告等の観光関連部門で活躍する人材
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履修モデルを参考にする際の注意

• 履修モデルは、あくまで一例を示したものです。そっくり

そのまま履修するのではなく、自ら主体的に考えて、自ら

の興味や関心、目指す進路に応じた科目を履修する。

• 「まちづくりと観光」「社会学概論」「社会調査法入門」

「導入ゼミナール」で、自らの興味や関心を掘り下げ、進

路について考え、1年後期以降の履修を計画する。
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その他のお知らせ

◆博物館学芸員課程

観光まちづくり学部では、自治体や博物館の専門職である「学芸員」の資格取得ができます。

取得のためには、卒業に必要な124単位のほかに、専門課程19単位を取得する必要があります。

興味・関心のある方は、4月3日「博物館学芸員課程ガイダンス」に必ず出席してください。

◆PCAP／副専攻プログラム／全学オープン科目（渋谷キャンパス開講）

PCAP（パブリックサービスキャリアコース）は、公務員受験に必要な科目24単位を学ぶコースで、1年次に

コース登録します。興味・関心ある方は、4月1日に発信されるK-SMAPYⅡ「お知らせ」を参照し、4月1日～19

日に視聴できるオンライン説明会に参加してください。1～3年次に渋谷開講科目24単位の取得が必要で、

通学時間や交通費を考慮に入れ、強い意思を持って臨み、充分慎重に検討してください。

その他、渋谷開講科目の取得もできますが、同様に充分慎重に検討してください。（履修要綱参照）
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おさらい

• 履修要綱をよく確認する。

• シラバスをよく読む。授業内容、成績評価や授業実施形態を確認する。

• 必修科目の登録を確認する。

• 自らの興味や関心、目指すべき進路を考えて、履修モデルやカリキュラムツ

リーを参考に、履修科目を選択する。

• 【重要】大学からのお知らせは、K-SMAPYⅡ（Outlookにメール送信もさ

れます）および 学部からのお知らせは、Teams各チームのチャットで通知

されます。必ず、PCおよびスマホにアプリを入れ、通知をオンにしておく

こと。通知見逃しのフォローはされません。
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悩んだときは…
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履修相談会に参加する

観光まちづくり学部の先輩や教員が相談に乗ります！

＜履修相談会＞

2025年 4月４日(金)13:00～16:00

会場 若木21 １F 多目的ホール＆6101
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教員に相談する

前期「導入ゼミナール」では

１年後期以降の履修科目について考える機会を設けます。

まずは、自ら考えてみて

• 「導入ゼミナール」の担当教員（＝ルーム担当教員）に
相談しましょう

• 各科目の担当教員に直接話を聞いてみましょう
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國學院大學HP

時間割作成上の
注意事項
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卒業認定・学位授与方針
教育課程の編成・実施方針

卒業認定・学位授与方針（P59）

A 知識・技能

B 思考力・判断力・表現力

C 主体性をもって多様な人々と協
働して学ぶ態度

これらを満たすために…

教育課程の編成・実施方針（P60）

科目区分とほぼ対応した6項目
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カリキュラムツリー
科目同士の関連関係が示されています。

特に興味・関心のある科目に

ついては、関連のある科目を

確認して、履修するかどうか、

検討してください。
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別紙３
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履修登録の手引き

・「令和8年度専門ゼミナール履修登録

の手引き」が今年の秋に公開予定

・専門ゼミの履修登録については、この

手引きに詳細に記載しているため、公開

されたら、熟読してください

見本：令和7年度専門ゼミナール履修登録の手引き

2 0 2 5

年度専門ゼミナール
 

履修登録の手引き 

2 0 2

４年１０月２３日
 

國學院大學観光まちづくり学部

 

目

 

次

 

( 1 ) 2 0 2

５年度専門ゼミナールについて １

 

1 - 1

 基礎情報

1 - 2

 観光まちづくり学部における学びの位置づけと卒業研究（４年次）との関係性

（２） 履修登録における留意事項 ２

 

（３） 履修登録の流れ ３

 

3 - 1

全体カレンダー

3 - 2
専門ゼミガイダンス

3 - 3
専門ゼミ・卒業研究テーマシート

3 - 4

オープンゼミ
3 - 5  

個別相談

3 - 6

希望状況調査

3 - 7

募集、配属の決定、履修登録

3 - 8

履修登録までの諸事項の連絡

＜別表＞

 

オープンゼミ

 

Ａ週・Ｂ週教員担当割

 

＜様式＞

 

専門ゼミ・卒業研究テーマシート

 

８

 

１０

 

（４） 参考用シラバス

４－１

 

２０２４年度専門ゼミシラバス

4 - 2  

卒業研究シラバス（暫定）

１２

 

（５） ゼミ内容紹介 ２０
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３年次必修です

通年です

決定まで金曜日午後は
空けておいてください

３年次の専門ゼミと
４年次の卒業研究はセットです

同一教員から２年間指導を受けます

学びの集大成に入っていきます

主体的に研究に取り組めるよう、
自分の関心に合ったゼミを見つけて
ください

自分の興味や関心は、
見つかりましたか？

学外授業があるゼミもあります

１頁

-89-



３年に進級すると履修できます

進級条件をしっかりと確認し、
３４単位以上を修得してください。

登録をしないと履修ができません。

遅れたり、忘れたりしないように気を付け
ましょう。

各ゼミに約１２名の配属となります。

希望者多数の場合は、志望動機と２年次
後期までのGPAで判断して決めます。

オープンゼミや個別面談を積極的に
受けてください。
個別面談を重視する教員もいます。

ゼミ内容紹介では、スケジュールや経費
も確認してください。

留学や休学を考えている時には、導入ゼ
ミの時のルーム担当に伝えてください。

２頁
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ガイダンス（10月23日）

オープンゼミ（11月13日～21日の所定の日）・・・松本先生から説明

個別相談（11月22日～12月6日の期間でアポ）・・・松本先生から説明

希望状況調査（12月9日～15日）・・・以下、大門先生から説明

希望状況調査の結果発表（12月下旬頃）

第１次募集（1月7日～13日）⇒3月中旬頃発表⇒決定者自動登録

第２次募集（R7年度第一次履修登録期間）⇒4月中旬頃発表⇒自動登録

履修登録の流れ ３頁履修登録の流れ（昨年度の場合） 令和7年度も同様の予定
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授業計画
（昨年度の例）

・手引きの中に全教

員の授業計画が記載

されているので、熟

読して希望するゼミ

を検討してください
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オープンゼミの開催日時（昨年度）

【原則として】

⚫学籍番号が奇数の場合、上の表で緑に着色されている日に参加する
⚫学籍番号が偶数の場合、上の表でオレンジに着色されている日に参加する

『手引き』5頁参照
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各開催日の担当教員（昨年度）

『手引き』6～7頁参照

⚫ 表で緑に着色されてい
る教員は第3週に開催

⚫ 表でオレンジに着色さ
れている教員は第4週に
開催

⚫ 表で黄色に着色されて
いる教員は第3週・第4
週の水曜日に開催
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当日の流れ（昨年度）

13日：17：00 ～ 17：20
それ以外 16：35 ～ 16：55

第1回
（20分）

13日：17：20 ～ 17：35
それ以外 16：55 ～ 17：10

移動
（15分）

13日：17：35 ～ 17：55
それ以外 17：10 ～ 17：30

第2回
（20分）

13日：17：55 ～ 18：10
それ以外 17：30 ～ 17：45

移動
（15分）

13日：18：10 ～ 18：30
それ以外 17：45 ～ 18：05

第3回
（20分）

どの回も予約不要。ただし、人
数過多で演習室の定員を超えた
場合、次の回への参加をお願い

する可能性有

研究テーマシートを
忘れずに持参・提出しよう
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個別相談

⚫個別の説明や相談を希望する場合、個別相談を申し込むことができる。
学生の側から教員にteamsのチャットで直接連絡を取り、実施方法や
日時を決める

⚫期間は11月22日（金）から12月6日（金）の間の平日

⚫一部のゼミについては個別相談期間に面談の実施を強く推奨している
ので、該当するゼミを希望する場合は注意すること
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昨年度の専門ゼミ配属結果（１次募集）

●専門ゼミの定員：1つのゼミあたり12名を基本（令和７年度は未定）

●希望状況調査：特定のゼミに希望が集中
↓

●調査結果を公開して、申請者全員が希望状況を把握
↓

●自分の希望が通るように、できるだけ分散して希望を出すように申請者全員に連絡
↓

●申請者が自主的に再考して、１次募集にて希望を申請
↓

●配属結果：多くの学生が希望通りに配属される結果へ

●１次募集で未配属の学生は、２次募集で配属される予定
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令和5年度の配属結果 令和6年度の配属結果

第１希望 81％ 80％

第２希望 5％ 9％

第３希望 3％ 3％

１次募集の合計 ※第１〜５希望の合計
91％

※第１〜７希望の合計
95％

昨年度の専門ゼミ配属結果（１次募集）

【参考】

【注意】
・12月の希望状況調査では、特定のゼミに希望が集中するため、この調査結果を公表します。
・この調査結果を確認の上、希望するゼミを自主的に再考して、１次募集にて希望を申請してください。
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●様々な授業の履修を通じて、関心のある研究テーマ（及び進路）について考えることを習
慣化してください

●ゼミの配属は、志望動機とGPA（2年生後期まで）によって総合的に判断されるため、履
修した科目をしっかりと学習してください

●専門ゼミを履修するためには、必ず３年生に進級をしてください

●３年生に進級できなかった場合は、専門ゼミの配属の対象外となるため注意してください

●希望するゼミを申請する際に必要とされる条件（例：ゼミを担当する教員の授業（選択科目）
の履修等）は、特にありません

●２年生あるいは３年生の時に留学や休学を検討している場合は、ルーム担当教員に早め
に相談してください

おわりに
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國學院大學観光まちづくり学部ブラッシュアップ委員会規程 

 

（目的） 

第１条 國學院大學観光まちづくり学部における学部運営の点検評価及び改善に

関する提言、並びに地域マネジメント研究センターの運営に関する提言、及び地

域・社会への貢献を組織的に行うために観光まちづくり学部ブラッシュアップ委

員会（以下「本委員会」という。）を設置する。 

（構成） 

第２条 本委員会は、次の委員をもって構成する。 

(1) 外部委員 ３名以内 

(2) 学部長 

(3) 副学部長 

(4) 地域マネジメント研究センター長 

(5) 地域マネジメント研究センター副センター長 

(6) 教務担当教員 

(7) 入試担当教員 

(8) 事務課員 

２ 本委員会の委員長は、観光まちづくり学部長とする。 

３ 本委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

４ 外部委員の選出にあたっては、教授会の承認を得るものとする。 

５ 本委員会の幹事は、副学部長とする。 

６ 本委員会は、必要に応じ、委員以外の者の出席を求めることができる。 

（委員会） 

第３条 本委員会は、委員長が招集し、議長となる。委員長に事故あるときは、予

め指名された委員が議長となる。 

２ 本委員会は、原則として毎年度１回開催する。なお、委員長が必要と認めたと

きは臨時に委員会を招集することができる。 

（活動） 

第４条 本委員会は、第１条の目的を達成するために、次の活動を行う。 

(1) 学部運営の点検・評価 

(2) 学部運営の改善に関する提言 

(3) 地域マネジメント研究センターの運営に関する助言 

(4) 地域、並びに外部機関との連携推進に関する助言・提言 

（改廃） 

第５条 この規程の改廃は、本委員会の議を経て、観光まちづくり学部教授会の承

認を得るものとする。 

 

附 則 

この規程は、令和５年３月１０日から施行する。 

別紙４
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令和６年度諸委員会出席台帳 

観光まちづくり学部教務委員長　井門　隆夫

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

開催日 4月10日 4月24日 5月22日 6月5日 6月19日 7月3日 7月17日 9月18日 10月2日 10月30日 11月20日 12月11日 1月8日 2月5日 3月3日 3月26日 出席回数

1 井門　隆夫 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 16回

2 金　今善 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 16回

3 児玉千絵 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 16回

4 十代田朗 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 × 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 15回

5 清野　隆 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 16回

6 潘　梦斐 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 16回

7 堀木　美告 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 16回

8 松本　貴文 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 16回

9 楊　惠亘 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 出席 × 15回

10

10:00～11:30 10:00～11:30 10:00～11:30 10:00～11:30 10:00～11:30 10:00～11:30 10:00～11:30 10:00～11:30 10:00～11:30 10:00～11:30 10:00～11:30 10:00～11:30 10:00～11:30 10:00～11:30 10:00～11:30 10:00～11:30

オンライン
（Teams）
で実施

オンライン
（Teams）
で実施

オンライン
（Teams）
で実施

オンライン
（Teams）
で実施

オンライン
（Teams）
で実施

オンライン
（Teams）
で実施

オンライン
（Teams）
で実施

オンライン
（Teams）
で実施

オンライン
（Teams）
で実施

オンライン
（Teams）
で実施

オンライン
（Teams）
で実施

オンライン
（Teams）
で実施

オンライン
（Teams）
で実施

オンライン
（Teams）
で実施

オンライン
（Teams）
で実施

オンライン
（Teams）
で実施

観光まちづくり学部
教務委員会

出席: 
委員会出席

×:
召集された
が欠席

--:
召集対象外

備考

所要時間（参考）

別紙５

-101-



 令和 7 年 2 月 25 日 
國學院大學学長 殿 

 
 

令和6年度「FD推進助成事業」事業報告書 
 
標記のことに関し、以下のとおり報告いたします。 
※次年度発行：國學院大學教育開発推進機構紀要に掲載いたします（取り組みレポート） 
※2,000 字～3,000 字程度（図表・写真含）必要に応じてページを追加していただいて構いません。 

 

事 業 名 地域における課題解決型学習（PBL）の支援に向けたスキルアップ事業 

代表者名・実務担当者名 西村幸夫・松本貴文 

表 題 
地域における課題解決型学習（PBL）の課題と対応策の検討 
―「観光まちづくり演習Ⅲ」「観光まちづくりインターンシップ」の事例から― 

1. はじめに 
 観光まちづくり学部では、令和 6 年度より 3 年次配当科目の開講が始まった。本学部の 3 年次開講科目に

は、「観光まちづくり演習Ⅲ」（以下、「演習Ⅲ」）や、「観光まちづくりインターンシップ」など、学生が地域課

題を発見しその解決策を提案する課題解決型学習（PBL）を組み込んだ科目が含まれている。「地域に対する深

いまなざしに基づき、地域社会の現状と課題を理解し、地域資源の保全活用と地域を動かす様々な人々の連携

によって、地域を主体とした観光や交流を促すとともに、活力あふれる地域を実現できる人材を養成」（『令和 6
（2024）年度観光まちづくり学部ガイドブック』）するという本学部の教育目標にとって、PBL は極めて有効

な手段である。その一方で、授業の運営を通して様々な課題が発生することも予想される。 
そこで、令和 6 年度「FD 推進助成事業」（以下、「本事業」）では、観光まちづくり学部の全専任教員が参加

し、PBL における学生支援の課題整理とその対応策について検討した。具体的な事業内容としては、（1）演習

Ⅲ、「観光まちづくりインターンシップ」の担当教員らによる定期的な検討会議の開催と、（2）教員が実際に地

域を訪れ、地域の資源・課題を分析し構想・提案を検討するエクスカーションの 2 つに取り組んだ。 
 
2. 演習Ⅲの概要 
 具体的な報告に入る前に、本事業の検討対象となった演習Ⅲと「観光まちづくりインターンシップ」の概要

を述べておく。 
・観光まちづくり演習Ⅲ 
演習Ⅲについて、まずはカリキュラム上の位置づけから確認する。観光まちづくり学部の専門教育科目は、

導入科目・メソッド科目・演習科目・展開科目・関連科目・トピックス科目の 6 つの科目区分から構成されて

おり、演習科目はさらに 2 つの系統に分類されている。1 つが各専門分野の教員による少人数教育の「ゼミナ

ール」、もう 1 つがグループワークを重視した「観光まちづくり演習」である。観光まちづくり演習では、2 年

次前期の演習Ⅰから 2 年次後期の演習Ⅱを経て 3 年次前期の演習Ⅲまで、学生が実際の地域に提案を行うため

の方法を実践的・体系的に学んでいく（すべて必修科目）。このうち、演習Ⅲは、学生が演習Ⅰ・Ⅱで学んだ調

査・分析手法や講義科目で学んだ知見などを総動員して、地域の課題解決につながる観光まちづくりの構想・

提案を立案することを目的としている。 

別紙６

-102-



 次に、演習Ⅲの運意体制である。演習Ⅲは、担当教員によって組織される「演習Ⅲ運営委員会」が中心とな

り運営されている。対象地域ごとに 5 つの「スタジオ」（横浜、神田、谷中、湯河原、相模原）に分かれ、各ス

タジオ 60 人程度の学生を 6 名程度の教員がチームティーチングで指導する。学生たちは 5～6 名のグループ単

位で構想・提案の立案に取り組み、最終発表会でのプレゼンテーションとポスターという 2 つの成果物をまと

めた。 
・観光まちづくりインターンシップ 
「観光まちづくりインターンシップ」はトピックス科目に位置づけられており、観光まちづくりの現場にか

かわるインターンシップ（夏季休業期間）と事前事後学修を行う科目である。履修人数は最大 30 人とし、それ

ぞれが別の地域に約 2 週間滞在して実習を通して観光まちづくりの実践に触れる。最終成果として、報告会で

のプレゼンテーションと報告書の作成を行った。 
 
3. 検討会議 
・観光まちづくり演習Ⅲ 
 演習Ⅲについては、定期的に開催される「演習Ⅲ担当教員打合わせ」（以下、事業内での位置づけに対応させ

て「検討会議」）なかで、学生支援の課題整理や適切な対応策の検討を進めてきた。検討会議は、演習Ⅲが開講

されていた前期期間中に 5 回、後期期間中にも 3 回開催した（計 8 回）。検討会議の議事録と「演習Ⅲ運営委員

会」が実施した担当教員向けアンケート（13 人が回答）の結果をもとに担当教員が感じた課題と効果的な対応

策を整理すれば、以下の通りである。 
 課題として議論された主要なテーマは、①グループワークに関する諸課題（学生の参加意欲を高めるグルー

プ編成法やチームワークを高める指導法など）、②授業計画と関連する諸課題（現地訪問機会の確保や地域分析

と構想・提案の時間配分の考え方など）、③指導に関する諸課題（学生に文献資料の活用を促す方法や教員の指

示やフィードバックを正確に伝える方法など）、④評価の方法に関する諸課題であった。 
 これに対する対応策として、①グループワークへの主体的参加を促す手法については、スタジオよりも小規

模なユニットを編成する方法（3～4 グループ程度）や、地域の側にカウンターパートを設定する方法などが挙

げられた。②授業計画の効率化については、2 年次に開講される演習Ⅰ・Ⅱとの接続を充実させることなどが提

案された。③学生への指導については、地図の活用した指導や構想・提案に至るプロセスをブレイクダウンす

る方法などの案が寄せられた。④評価方法については、個別ワーク（ワークシートやレポート）を課したこと

が、フリーライダーの発生抑止につながったのではないかとの指摘がなされた。 
・観光まちづくりインターンシップ 
「観光まちづくりインターンシップ」については、担当教員が毎回の授業前後に検討会議を行ってきた。本

科目の指導上の課題として、①実習中の主体的な学修の支援（現場での臨機応変な行動や判断の醸成）、②事前

学修の支援（実習する地域や団体・組織に関する情報収集）、③事後学修の支援（実習で得られた知見の確認と

今後の学修や進路への還元）を検討し、担当教員が個別に学生との面談や指導を重ねて対応してきた。 
 
4. エクスカーション 
・エクスカーションの概要 
 学生たちが演習Ⅲや「観光まちづくりインターンシップ」を通して行う作業を教員も体験することを目的と

して、2024 年 12 月 20 日～22 日（2 泊 3 日）の行程でエクスカーションを実施した。対象地域は、日本を代

表する観光地であり豊かな文化資源・自然資源を有する伊勢・志摩地域（松阪市、伊勢市、鳥羽市、志摩市）

とした。参加者は合計で 23 人であった。 
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 今回のエクスカーションでは、観光まちづくりに携わる様々な専門家からレクチャーを受けると同時に、専

門家の案内でまち歩きなどを行った。エクスカーションの訪問先は多岐にのぼるが、松阪市では伊勢商人や国

学者本居宣長の実践と松阪のまちの成り立ちとの関わりを、伊勢市では式年遷宮とまちづくりとの関係や伊勢

河崎のまちなみ保全、お伊勢参りにおける御師の役割などを、鳥羽市では中心市街地におけるまちづくりの成

果と課題や海の博物館の実践、観光事業者による企業防災の取り組みなどを、志摩市では伊勢・志摩国立公園

の特徴や魅力などを学んだ。参加者はエクスカーションでの経験をもとに、学生たちが構想・提案を作成する

過程で直面する課題やその解決策を検討した。 
・エクスカーションから得られた知見――振り返りアンケートの結果から 
エクスカーション終了後、参加者を対象に振り返りアンケートを実施し、14 人から回答を得た。このアンケ

ートでは、エクスカーションを通して学生たちによる課題解決型学習への支援に関連して学んだこと・気づい

たこと・考えたことなどを、自由回答形式で尋ねた。その結果をまとめれば、以下の通りである。 
演習Ⅲと関連する記述としては、①演習Ⅲでは、チームティーチングを行う教員の専門分野が異なることか

ら、事前に事例の共有などを通じて共通認識を構築しておくことが必要ではないかとの意見が寄せられた。そ

の一方で、教員があえて異なる意見を学生たちに提示することで、学生たちに現実の複雑さを認識してもらう

ことも重要ではないかとの指摘もあった。②前提知識を身に着けてから現地を訪問することで、効果的な学習

ができることを実感したという感想が複数の教員から寄せられた。関連して、多様な関心をもつ学生が授業を

履修することから、前提知識が不足し現地で上手く情報を処理しきれていない学生がいる場合、配慮や支援が

必要との記載もあった。③よい構想・提案をまとめるためには、読んだり聞いたりするだけでなく、実際にま

ちを歩いて身体感覚を通して地域を捉える作業が欠かせないとの指摘があった。また、地域に詳しい専門家と

のまち歩きが効果的だったとの感想も寄せられた。 
「観光まちづくりインターンシップ」についても、演習Ⅲと同様に、①事前学修における前提知識をみつけ

てからの現地訪問の重要性、②現地での身体感覚を通して地域を捉える作業の重要性、さらに、③現地で何を

学び、どのような力を身につけるかという明確な目標を立てた上で、計画的に学修や実習を取り組む重要性を

確認した。これらを踏まえて、次年度の授業運営を検討している。 
 
5. おわりに 
 以上、演習Ⅲ及び「観光まちづくりインターンシップ」について検討会議とエクスカーションから得られた

知見を整理してきたが、最後に本事業を通して得られた成果を、課題とそれに対応する学生への支援策及び解

決策の形式でまとめておく。 
 第 1 に、学生の主体的参加を促進するという課題については、グループ編成の工夫や地域のカウンターパー

トとの関係構築を促す、現場での臨機応変な行動や判断の醸成などの支援策が必要である。第 2 に、短期間で

構想・提案や解決策をまとめなくてはならないという課題に対しては、他の授業との接続や文献資料の活用、

実習する地域や団体・組織に関する情報収集に対する支援を通した事前学修の充実、専門家とのまち歩きなど

知識と身体感覚の両方にアプローチする方法の活用などの解決策が検討された。第 3 に、学生への指示やフィ

ードバックの浸透という課題については、教員間の共通認識の構築や地図を用いた指導の拡充、構想・提案プ

ロセスのブレイクダウンなどの対応策が示された。くわえて、今後の学修や進路への還元など事後学修支援の

充実を図る必要があることも明らかになった。 
本事業は、検討会議とエクスカーションの 2 つを事業の柱としたが、検討会議は特に指導を行う教員の目線

から、エクスカーションは学生側の目線も踏まえて総合的な視点から検討を進めることができたところが有意

義であった。本事業を通して得られた情報は膨大であり、上記の整理では十分に検討できていないものもあ
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る。令和 7 年度の両科目の開講に向けて引き続き分析作業を進め、教育での成果の還元に努めていきたい。 
 

事業の結果・今後の展望・予算執行 

【目 的】 年初計画で設定した目的は達成できましたか？（または「今後達成できるか？」） 

☑十分達成できた（できる） □若干の計画修正の上達成可 □大幅な修正の上達成可 □達成できない 

 
 

【内 容】 年初計画で設定した事業内容は適切でしたか？ 

☑適切であった □概ね適切であった □あまり適切でなかった □適切でなかった 

 

 
【点検・評価・共有】 点検・評価を行い、その結果を担当教員間で十分に共有・検討しましたか？ 

□十分な点検・評価・共有ができた ☑一定の点検・評価・共有ができた  

□点検・評価・共有のどれかが不十分であった □点検・評価・共有のほとんどが不十分であった 

 
 
【改善・期待される効果】 本事業で得た知見は、今後の教授法や授業改善に効果的であるか？ 

☑とても効果的である □効果的である □あまり効果的でない □効果的でない 

 

 

【汎用性・波及効果】 本事業で得た知見は、本学学士課程教育全体または教員の職能改善に効果的であるか？ 

□とても効果的である ☑効果的である □あまり効果的でない □効果的でない 

【経費の執行】 経費の執行は、執行計画表に基き執行時期・費目別執行率とも適切でしたか？             

☑適切であった □適切ではなかった 
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学部運営委員会 

■２０２４年度「教員相互理解／話題提供」について 

 

 5／29（水） 西村幸夫先生－歴史的建造物の建て替えについて 

 

10／9（水） ゲストスピーカー／飛騨市まちづくり観光課 竹田課長 

 

10／23（水） 小林裕和先生－『地域旅行ビジネス論』学会賞受賞記念 

 

11／13（水） ゲストスピーカー／湯河原町観光課 宮下課長 

 

12／18（水） 浅野聡先生－伊勢志摩 FD 説明会（行程説明） 

ジョルダン・サンド先生－伊勢神宮について 

      

1／15（水）  ゲストスピーカー／大崎市観光交流課 安部主幹、中鉢課長、松岡補佐 

 

別紙７
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R6 年度「観光まちづくりカフェ」実施状況 

 

＊第 10 回 「観光まちづくりカフェ」 

実施日時：令和 6 年６月 2６日（水）17:00～19:15   

講 演 者：中條 由規 氏   UR 都市再生機構   

内  容：第 1 部 講演「地方都市×観光×UR＝サスティナブルなまちづくりへの挑戦  

～鹿沼（栃木）、福山（広島）での取り組みから～」 ＋質疑応答  

第 2 部 トークセッション 中條氏、会場の皆さん、ファシリテーター 黒本剛 

史助手 

人数：46 名（教職員・学生・その他）他オンライン参加教員 3 名 

 

＊第 11 回 「観光まちづくりカフェ」 

実施日時：令和 6 年 10 月 8 日（水）17:00～19:15   

講 演 者：河野 博明氏 元（株）野沢温泉社長 

内  容：第 1 部 講演「雪でメシを食う」  ＋質疑応答  

第 2 部 トークセッション 河野 博明氏×河野 孝典氏（オリンピック金メダリ

スト・現 SAJ 競技本部長）×神田 昌幸氏 （日本オリンピック委員会 評

議員他）、会場の皆さん、ファシリテーター米田教授） 

人数：46 名（教職員・学生・その他） 

 

＊第 12 回「観光まちづくりカフェ」 

実施日時：令和 7 年 3 月 3 日（月）16:00～18:15   

講 演 者：時岡 壮太 氏 （株）デキタ社長（福井県若狭市熊川宿） 

内  容：第 1 部 講演「その土地と生きていく。～山村熊川宿での地域づくり～」  ＋質

疑応答  

第 2 部 トークセッション 時岡 壮太 氏×会場の皆さん ファシリテーター 吉見教授 

人数：50 名（教職員・学生・その他） 

 

 

以上 

 

別紙８
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観光まちづくり学部設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見 

 

 國學院大學観光まちづくり学部は、本学で蓄積されてきた日本と日本文化に関する学知

を基盤に、「観光」を切り口としながら持続可能な地域を実現するための方法論を「観光ま

ちづくり」という視点から開拓するとともに、その実践を担う人材を養成することを目的と

して令和 4 年 4 月に設置された。 

 学部の目的を達成するために、以下の取り組みを行った。 

 

１．入学者の確保 

 観光まちづくり学部ホームページを立ち上げ、学部の理念・目的、カリキュラム、専任教

員等の情報を公開した。また、本学専任職員によって編成している入学アドバイザーが担当

高校を訪問し、上記内容について説明を行っている。入学試験は、「設置の趣旨等を記載し

た書類」に記載した通りの内容で実施し、入学定員 300 名に対して令和 5 年度は 360 名、

令和６年度は 313 名、令和７年度は 328 名が入学した。 

入学定員を超えた主な要因は、合格者の歩留率が想定以上に高かったためと考えている

が、その後は前年度の歩留率の実績から、適正な入学者数の確保が行えたと考えている。次

年度以降については、入学志願者及び入学者の確保にあたり、引き続き適正な定員管理の徹

底に努めていくとともに、よりレベルの高い入学志願者が期待できるよう、学部運営の充実

に向けて取り組んでいきたい。 

 

２．教員組織 

令和５年度に、当初予定されていた全ての専任教員 30 名が着任し、教員組織は計画通り

完成した。また、助手が令和４年度に３名、令和５年度に３名が着任した。なお、令和６年

度末に助手１名が他校に転任したが、令和７年度に１名が着任し、総教員数は変わらない。 

 

３．オリエンテーション 

 新入生に対して、4 月 1 日に教室にて「履修ガイダンス」を実施し、「大学について」「大

学の授業の仕組み」「各学科時間割の作成」「時間割の登録」「授業への出席」等について説

明を行った。また、同日「専門科目ガイダンス」も実施し、履修ガイダンスの視聴の確認を

行うとともに「専門科目の構成」や「大学で求められる力」について説明を行った。4 月３

日には学部ガイダンスを実施し、専任教員が学部の目的や教育内容に関する説明を行い、4

月 4 日には履修登録に不安を抱える学生を対象として履修に関する個別相談会も実施した。

上記のほか、①大学生活ガイダンス、②大学生活トラブル防止ガイダンス、③キャンパスハ

ラスメント防止研修、④図書館ガイダンスを実施し、希望者には①就職に役立つキャリアガ

イダンス、②留学・国際交流ガイダンスも併せて実施した。 

また、２年生に対して、４月３日に「専門科目ガイダンス」と「演習の集い」を開催し、

２年次で取り組む演習ⅠⅡの説明や専門ゼミナールの選考方法等の説明を行った。 

別紙９
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４．入学前教育 

 学校推薦型入試及び総合選抜型入試の入学者に対して、課題図書（39 冊）を指定し、そ

の中から任意に 2 冊を選ばせ、読書レポートを提出させた。この他、小論文講座や TOEIC

オンライン講座（いずれも有料）も用意し、一般選抜による入学者との学力差が生じないよ

う配慮した。 

 

５．初年次教育と学修支援 

 観光まちづくり学部では、１年次前期に講義科目「まちづくりと観光」「社会学概論」「社

会調査法入門」、及び演習科目「導入ゼミナール」を必修科目として配置している。「まちづ

くりと観光」「社会学概論」は今後４年間学修していく観光まちづくりに関する導入科目、

「社会調査法入門」は社会調査手法を学ぶ科目であり、これら 3 つの科目により学部の学

びの基礎を築く。演習科目「導入ゼミナール」は、学生を 15 名前後の小グループに分け、

それぞれに専任教員１名を配置し、アカデミックリテラシーを修得させる。また、「導入ゼ

ミナール」の各グループは、クラスルームの機能も有しており、担当教員がきめ細やかな学

修支援を行い、後期中等教育から高等教育への接続を円滑にすることを企図している。 

学部開設４年目となる令和７年度の入学者についても、同様に「導入ゼミナール」とクラ

スルームによる学修支援を行っている。クラスルームは２年次終了まで継続されており、担

当の専任教員が昨年度と同じ学生 15 名前後の学修支援を行っている。 

 

６．施設・設備の整備状況 

 観光まちづくり学部に関する施設・設備については、「設置の趣旨等を記載した書類」に

記載した通りに整備を行った。 

 

７．地域マネジメント研究センター 

「設置の趣旨等を記載した書類」に記載した通り、令和 4 年度に大学と地域との連携強

化を図る「地域マネジメント研究センター」が設置された。地域との共同研究の推進、観光

まちづくりライブラリーの運営、包括連携協定の締結、講演会・シンポジウムの開催などを

定期的に開催し、機関誌「観光まちづくり」も毎年 1 号ずつ発行している。 

 

８．教育内容等の改善を図るための組織的な取り組み 

前々項「教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）」の通り、観光まちづくり

学部 FD 委員会、観光まちづくり演習運営委員会、観光まちづくり学部ブラッシュアップ委

員会の設置、学生による授業評価アンケートの実施などを実施している。 

 

 以上のことから設置の趣旨・目的に照らして、令和７年 5 月 1 日時点としては当初の計

画通りに実施できているものと考えている。 
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